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婚約破棄されたので薬師になったら、公爵様の溺愛が待っていました










第一章　王都追放




「アレクシア・アークライト侯爵令嬢。今この時を以てそなたとの婚約を解消する！」

　オールディス王国宮殿の一室で声高に宣言したのは、黄金の髪と瞳の見目麗しい王太子イライアス。

　彼の言葉を受けたアレクシアは、静かに目を伏せて承諾の返事をしようとした。しかし。

「そしてそなたにはブラックウェル公爵との婚姻を命ずる。これは王命である」

　続いた言葉に驚きの声を上げそうになった。なんとかこらえたものの、青天の霹へき靂れきである王命に動揺を隠しきれない。

（婚約解消は覚悟していたけど、他の方と婚姻とはどういうことなの？）

　ブラックウェル公爵家は国内最大規模の領地を持つ大貴族で、生母は現王の妹という尊い血筋。現公爵の名はメイナードと言い、年齢は王太子のふたつ上の二十四歳だ。

　王国随一の魔力の持ち主で、十年前の隣国との戦では初陣でありながら華々しい功績を残し、一時は救国の英雄とまで言われていた。

　しかし終戦直後、彼は原因不明の病に侵された。

　体中が激しい痛みに冒され寝たきりになり、高名な魔術師や名医が力を尽くしても癒せない。病はさらに悪化を続け、不気味な痣が体中に浮かび上がり、直視するのも憚はばかられる有様になったそうだ。

　それ以来、公爵は領地に引きこもり、王都にはめったに顔を出さない。

　当時は社交界はもちろん、民の間でも様々な憶測が囁かれた。敵の魔術師の呪じゅ詛そを受けたとか、亡くなった人々の恨みが集まったのだとか。

　公爵の体に起きた異変の真相を知る者はいないのに、人々はかつての英雄を恐れ避け、いつの頃からか彼を〝呪われ公爵〟と呼ぶようになったのだ。

（まさか私が、呪われ公爵様に嫁げと言われるなんて……）

　アレクシアはオールディス王国の名門貴族・アークライト侯爵家の令嬢で、今年十六歳になる。

　金髪碧眼という貴族社会で好まれる容姿と、家柄と年齢の釣り合いが取れていることから、十年前に王太子イライアスの婚約者に選ばれた。

　しかし残念ながらイライアスとは馬が合わなくて、良好な関係を築くことができないまま今日まできた。

　だからと言ってほかの男性に嫁ぐように命じられるなんて、一体なにが起きているのか。

　話が見えずに戸惑うアレクシアに、イライアスは疎ましそうな視線を向けてくる。

「私はオーレリアを妃に迎える」

「……はい」

　それについては予想していた。

　王太子イライアスが、ストライド子爵家の令嬢オーレリアに執心なのは、王都の住民なら誰でも知っている有名な話だからだ。

　オーレリアはアレクシアよりひとつ年上の十七歳で、黒髪に翡翠の目をした美しい女性だ。上昇志向が強い努力家で、遠い外国の言葉すらも自在に操る才女。

　未来の王妃に相応しいと言える女性だが、父親が貴族としては身分の低い子爵のため、王太子の婚約者になるのはなかなか難しい状況だった。

　けれどイライアスはついに動き、オーレリアを正式な妃に迎える障害であるアレクシアに婚約破棄をつきつけた。

（ここまでは予想していたのだけれど）

　侯爵家当主である父を通さず、いきなりアレクシアに婚約破棄を告げてくる非常識さには少し驚いたものの、婚約破棄自体はアレクシアにとっても歓迎することだった。

　問題はその後だ。無関係のブラックウェル公爵との縁談がなぜ突然出てきたのか。

　内心首を傾げていると、イライアスが得意げに胸を張る。

「オーレリアが王太子妃になるのだから、お前の居場所は、もう王都にないということだ」

「あの、おっしゃる意味が……」

　王太子の婚約者ではなくなったからと言って、なぜ居場所がなくなるのだろう。

　今回の婚約解消についてアレクシアには瑕か疵しがない。イライアスの心変わりが原因だと、誰が見ても明らかだというのに。

「心当たりがあるはずだ。お前は卑劣な手段でオーレリアを排除し王太子妃の地位を手に入れようとした悪役令嬢なのだからな！」

　アレクシアは大きく目を見開いた。

「え？　あの、王太子殿下それはただの噂で……」

　驚き慌てて、王太子の発言に対し弁解をしようとするが、動揺してうまく言葉が出てこない。

〝悪役令嬢〟、今その言葉は、アレクシアの代名詞となっていた。

　発端は、隣国からやって来て大人気となった劇団の芝居だ。弱小国の王子が身分の低いヒロインと出会ったことで真実の愛に目覚め、数々の困難を乗り越えて幸せになる物語。

　困難の最たるものは、王子の婚約者である貴族令嬢の存在で、令嬢は何度も邪魔なヒロインを虐げ王子との恋を壊そうとする。

　とてもよくできた芝居で、見たものは皆ヒロインに同情し、王子の婚約者の貴族令嬢を〝悪役令嬢〟と呼び憎んでいた。

　それが芝居の中だけで終われば問題はなかったが、いつしか芝居の流れとイライアスとオーレリアの恋を重ねてみるようになっていたのだ。

　現実に存在する身分違いの恋に多くの人が興味を持って応援し、ふたりが結ばれるために邪魔なアレクシアは、いつの間にか悪役令嬢のレッテルを貼られていた。

（だからと言って、まさか王太子殿下までが私のことを悪役令嬢と言い出すなんて！）

「あの、王都でそのような噂が流れてるのはたしかですが、事実ではありません。王太子殿下もご存知のはずでしょう？」

「事実ではないか！　オーレリアは何度も被害を受けて傷ついている」

「オーレリア様が被害を？　まさか……」

「傷ついた姿を私がこの目で見たのだから間違いない。その数々の仕打ちについて公の場でお前を裁くこともできたのだ。しかしオーレリア本人が大事にしたくないと言っているから、この程度の罰で済んでいる。お前は彼女の心の広さに感謝し、罪を償え」

　イライアスの口調は厳しく、アレクシアを許すつもりがない意思がひしひしと伝わってくる。

「殿下、誤解です。その加害者は私では……」

「黙れ！　弁解を聞くつもりはない」

　誓ってオーレリアを害すような真似はしていない。彼女がなんらかの被害を受けていたこと自体、アレクシアは今初めて知ったくらいだ。

　しかしイライアスはよりいっそう冷え冷えした視線でアレクシアを睨みつけた。

「見苦しく足掻くな。私を丸めこめると思っているのならそれは甘い考えだ」

「いいえ。そのようなつもりはありません、ですが……」

「しつこい黙れ！　これはもう決定事項だ。そなたを王都から追放する！　ブラックウェル公爵に嫁ぎ、公爵領で一生を過ごせ。王都に戻ることは許さない」

「……一生？」

　思いがけない言葉に、アレクシアはごくりと息を呑んだ。

　まさか王都から追放されるだなんて。それも無期限で。

　なぜかは分からないけれど、イライアスは民が噂するようにアレクシアがオーレリアに危害を加えたと信じこんでいる。

　誰もが恐れるブラックウェル公爵の元に嫁げという命令は、アレクシアに対する罰だったのだ――。




　理不尽とも言える王命に動揺しながら、王都貴族街に建つアークライト侯爵家の屋敷に戻った。

　突然のことばかりで、頭の中は混乱している。

　とにかく落ち着かなくては。

　自室でひと息つこうとしていると、慌ただしい足音と共に、アレクシアと同じ金髪碧眼の小柄な少年が、勢いよく扉を開き駆け込んできた。

「姉上！」

「ルイ、ただいま帰りました。随分慌てているけど、どうしました？」

　四才年下の弟ルイの、いつになく混乱した様子に驚きながら問う。

　彼はアレクシアが座っている長椅子の前で立ち止まり、上擦った声を出した。

「先ほど王宮から使者が参りました。姉上を王太子殿下の婚約者から外し、ブラックウェル公爵に嫁がせると！」

「もう知らせが？　なんて手回しがいい……」

「で、では事実なのですか？　一体なにがあったのです!?」

「説明するから落ち着いて。お茶を飲みながら話しましょうね」

　混乱する弟を宥め椅子に座るように促してから、手ずからお茶を淹れる準備をする。

　温めたカップにゆっくりとお湯を注ぎながら、アレクシアは溜息を吐いた。

（王太子殿下は、私を一刻も早く追い出したいのだわ）

　オーレリアに会って誤解を解きたかったのだけれど、そんな猶予は与えてくれそうにない。

　アレクシアは落胆する心を隠し、ルイの前に、丁寧に淹れたお茶の入ったカップを置いた。

「ルイの好きなお茶よ。ゆっくり飲んでね」

「はい……」

　ルイは素直に頷いたが、空色の瞳は不安そうに揺れていた。

　ルイはアークライト侯爵家の後継者だ。

　母親違いの弟だが彼は慕ってくれて、幼い頃は『姉さま、姉さま』と常に後を追って側を離れなかった。

　そんなふうに素直に愛情表現をしてくれる弟がかわいくて、アレクシアも彼を大切に思っている。

「それで、あの王命はどういうことなのですか？」

　ルイが落ち着かない様子で問う。アレクシアはカップをソーサーにそっと置いた。

「使者の言葉通りなの。イライアス王太子殿下から婚約解消を宣言されたうえに、ブラックウェル公爵に嫁ぐよう命じられたわ」

「そんな……なぜですか？　姉上は我がアークライト侯爵家の長女です。美しく優しく魔力も高い。誰よりも王太子妃に相応しいのに」

　アレクシアは苦笑いを浮かべた。

「そんなふうに言ってくれるのはルイだけよ」

「そんなことはありません！　すぐにでも国王陛下に謁見を願い出て、王命を撤回していただくようアークライト侯爵家として訴えるよう父上に進言します。呪われ公爵の妻なんて、姉上に相応しくありません」

　ルイは必死の様子で声を高くする。今回の命令がどうしても受け入れられないのだろう。

　寄り添い怒ってくれる弟の気持ちが嬉しくて、アレクシアの憂ゆう鬱うつに沈んでいた心に光が差した。

（皆に悪役令嬢と言われ、王太子殿下にも疎まれてしまったけれど、私には親身になってくれるルイがいる）

　アレクシアはルイに微笑みかけた。

「ルイ、これは王命なのよ。貴族にとって絶対従わなくてはならないものでしょう？」

「そ、それは……でも納得がいきません」

　ルイは悔しそうに唇を噛みしめる。

「私も同じ気持ちだけど受け入れるしかないわ。お父様とパメラ様だって、逆らう様子はなかったでしょう？」

　ルイのように慌てて事情を聞きにこないことが、ふたりの意思を表している。どんな経緯があったとしても考慮せずに、王命に従いアレクシアを嫁がせるつもりなのだろう。

　アークライト侯爵夫人のパメラは、アレクシアの父の後妻でルイの母親だ。

　元は妾の立場で別邸で暮していたが、アレクシアの母が亡くなった十年前に幼いルイと共に侯爵家本邸に入った。

　当時からアレクシアを疎み避けていて、ルイが後継者として順調に成長してきた今でも、あからさまにを邪魔もの扱いする。

　そんな継母の態度にかつては傷つきもしたが、いつの頃からか嫌われているのなら仕方がないと割り切り、なるべく接点を持たないように暮らしていた。

（パメラ様はむしろ私の追放を喜んでいそうだわ。お父様は……きっとなにも感じていないでしょうね）

　父はアレクシアに家族の情を持っていない気がする。王太子の婚約者という立場があったから侯爵令嬢として不自由なく過ごせていたけれど、婚約破棄されて、王都追放となった今同じ扱いをしてもらえる可能性は低い。

　心からアレクシアを心配してくれるのはルイだけだ。

　そのルイは、とても悲しそうに俯いていた。

「母上はどうして姉上につらく当たるのでしょうか。僕と後継者の地位を争っているわけでもないのに」

「それは……私にも分からない。直接聞いたこともないから」

　おそらく大した理由はなく、前妻の娘というだけで目障りなのだろう。

「ブラックウェル公爵領は王都から遠く不便な地だと聞いています。領内の森には強い魔物がいるとも。姉上がそんな危険なところで暮らすかと思うと……」

　苦しそうに言うルイに、アレクシアは微笑んだ。

「それについては、大丈夫よ」

「え？」

「人はどんな環境にも慣れるものだって言うでしょう？」

「姉上、それをは楽観的すぎませんか？」

　ルイが困ったように眉を下げる。とても心配してくれているのが伝わってきた。

　しかしアレクシアは、実はルイが思っているほど、箱入りではない。

　彼は知らないだろうが、市し井せいで暮らした経験もあるのだ。

「ルイ、本当に私は大丈夫だから心配しないで」

　悪役令嬢だと決めつけられ、身に覚えのない罪で追放を言い渡されたことは腑に落ちず悲しいが、すべて飲み込んで新しい環境でなんとか生きていこう。

　ルイの優しさに触れたおかげで、少しだけ前向きな気持ちになれた。




◇◇◇




　仕事には追われているものの、魔獣被害の報告はなく平和な午後のひとときだった。

　執務机で書類にサインをしていたメイナード・ブラックウェルは、側近のルーサーが「王家から火急の連絡です」と声を出して読み始めた手紙の内容に眉をひそめた。

「今、結婚って言わなかったか？」

　ルーサーは主君の機嫌が悪くなったことに気づきながらも、平然と続きを読み上げる。

「そうみたいですね。花嫁はアークライト侯爵家の令嬢アレクシア様だそうです」

「……その名前は聞き覚えがある。王太子の婚約者のはずだ」

　メイナードの声が一段低くなった。

「王太子妃は、ストライド子爵家のオーレリア様に変更になるそうです。それでお役御免になったアレクシア様の輿入れ先に、メイナード様が選ばれたってわけです」

「なぜ俺なんだ？　ほかにもっとよい嫁ぎ先があるだろう？」

「なにをおっしゃる。国内最大のブラックウェル公爵家の当主で母親は元王女という尊い血筋。年齢の兼ね合いもなかなかいい。アレクシア様にとってこれ以上の良縁はないと思いますが」

　メイナードは大きな溜息を吐き、手にしていた羽ペンを放った。

「ふざけているのか？　俺と結婚したがる令嬢などいるわけがないだろう」

　身分や地位、財産がどれほどあったとしても、それを上回る瑕疵があるとメイナードは自覚していた。

　彼の体と顔の大部分に刻まれた禍まが々まがしい紋様が主な原因だ。十年前に発現したこれは、今も変わらずメイナードの心身を蝕むしばんでいる。

「王都の貴族は俺を呪われた公爵と呼んでいるそうだな。アークライト家の令嬢が知らないわけがないだろう。この話はこちらから断れ」

　そもそもメイナードは、誰が相手だろうと結婚するつもりはない。生涯独身を貫くつもりでいた。

　それが相手と自分のためだからだ。

　しかしルーサーは「それは無理ですね」とあっさり答える。

「王命ですから」

「……国王が承認したのか？」

　メイナードは黄金の瞳を見開いた。

　信じられなかった。王家の人間はメイナードの体に刻まれた紋様の存在を知っている。噂などではなく、真実変わり果てた姿になってしまったのだと。

　メイナード自ら国王に報告したことなのだから、間違いない。

　それなのになぜと愕然とする主君の姿に、ルーサーはどこか気まずそうに眉を下げた。

「客観的に考えると、アレクシア様はおそらく王家の不興を買ったのでしょうね。噂では悪役令嬢と呼ばれているらしいし、体ていのいい追放なんですよ」

「追放？　そんなことをしたらアークライト侯爵が黙っていないだろう」

　驚愕するメイナードに、ルーサーは頷く。

「普通ならそうですね。愛する娘が追放なんて簡単に従えないでしょうし、一門の顔に泥を塗られるようなものですから。ただ悪役令嬢なんて呼ばれている娘だったら追い出したいと考えるかもしれません。まあこの件に関しては不審な点が多いのでこれから王都に行って調べてきますよ」

「分かった」

　納得いかないことだらけだが、なんの情報もない今、簡単に判断はできない。

　ルーサーの言う通り調査が先だろう。

「すぐに発ち、明後日までには戻れ」

「えー相変わらず人使いが荒いですね」

「お前なら王都との往復なんて一瞬だろう」

　ルーサーは高度な空間魔法を自在に操る。自分ひとりなら転移など容易たやすいものだ。

「分かりましたよ。花嫁を迎える準備は、女心の分からないメイナード様ひとりに任せられませんからね。なるべく早く戻ってきます」

　ルーサーはそう言うと煙のように姿を消した。早速転移したのだろう。

　ひとりきりになった執務室で、メイナードは再び溜息を吐いた。それから席を立ち、ルーサーが読んでいた手紙を手に取り自ら目を通す。

　内容は聞いた通りのもので、新たな情報は見つけられなかった。

　メイナードは数年前に会ったきりの王太子イライアスの姿を思い浮かべた。

　太陽のような黄金の髪にオールディス王家特有の黄金の瞳を持つ、見目麗しいが親しみのない従弟。

　幼い頃から未来の国王としての自覚を持っていたようで、一段高いところからメイナードを見下ろしていたのをよく覚えている。

（あいつはこの件に賛成しているのか？）

　王太子妃に選ばなかったとは言え、幼い頃から交流があったはずの令嬢だ。

　情のようなものが生まれていないのだろうか。

（それとも、王太子でもかばいきれないような犯罪に手を染めたのか？　……いや考えても無駄だ）

　今はルーサーの報告を待つしかない。

　心が落ち着かないのは、思いがけない話を聞いたせいだ。

　メイナードは無理やり頭を切り替えて、仕事に戻った。




　二日後。ルーサーが王都から帰還した。

「メイナード様、戻りました」

「ああ、ご苦労だった」

　ルーサーは遠出をした疲れは見せずに、メイナードと自分のお茶を淹れてソファーの前のローテーブルに置く。

「このお茶、王都で今流行ってるらしいですよ。試飲したらメイナード様の好きそうな味だったので大量に仕入れてきました」

「……なにをしに行ったんだ？」

「まあまあ、これからきちんと報告しますから、そんなにかりかりしないでくださいよ」

　宥められたメイナードはしぶしぶだが執務机の椅子から立ち上がり、ソファーに移動した。

　少しふざけたところがあり、貴族に仕えるにしては口が悪いルーサーだが、メイナードは彼を信頼していた。

　素顔を見せることができる数少ない相手で、孤独なメイナードにとってはかけがえのない存在だ。

「どうですか？」

　ひと口飲んだ途端にルーサーに問われた。

「たしかに好みだ」

「そうでしょう！　明日から休憩時間のお茶はこれにしましょう」

「ああ……」

「さて、それでは報告に入ります」

　それまでより硬い声音で告げたルーサーの表情が、明らかに曇った。

　あまりよくない報告だと察し、メイナードは身構える。

「王都のアークライト侯爵家の屋敷の様子を探りましたが、今回の結婚について異議を申し立てる気はないようです。すでに輿入れ準備を進めていて、おそらく十日もせずに支度が整うでしょう」

「十日？」

　メイナードは目を見開いた。高位貴族の令嬢の嫁入り支度は、何年も前から行うものだと聞いている。

　十日ではろくな支度ができないだろう。

「最低限の荷物で、お供も少数みたいですね。少し聞き込みをしましたが、アークライト侯爵はどうやら娘を大切に思っていないようです」

「では……アレクシア嬢は、王家と父親から結婚を強要され、断れない状況だということか」

　メイナードは暗い気持ちになった。

　自分が理不尽な扱いを受けることには慣れているが、か弱い令嬢がつらい目に遭っていると思うとやるせない。

「まあ令嬢が父親に愛されていたとしても、結果は変わらなかったでしょうね。王命のうえに王太子がかなり乗り気のようですから」

「イライアスが？　自分のために長年尽くして来た相手をなぜ追放しようとする」

「想い人のオーレリア子爵令嬢を妃にしたいというのが婚約解消の動機でしょうが、それだけでなく、政略的に定められた婚約者のアレクシア様をかなり嫌っているようですね」

　ルーサーはそう言いながら宙に手を掲げた。

　彼の手が淡い緑の光りに包まれる。次の瞬間には、小さな額縁が現れた。

　これもルーサーが得意としている空間魔法のひとつ。彼が言うには異空間に大きな部屋を作り、倉庫代わりにしているそうだ。出し入れはいつでもどこでも自由で、時間の制約も受けないかなり便利な魔法とのこと。

「それはなんだ？」

「アレクシア様の姿絵です。メイナード様に見せたくて手に入れてきました」

「盗んできたのか？」

　慌てるメイナードに、ルーサーが飄々と返す。

「まさか。アークライト侯爵家の知人にアレクシア嬢の姿絵が見たいと言ったらくれたんです。去年の誕生日に描かれたものだそうですよ。王太子の元婚約者なので多くの姿絵があるものの、侯爵邸ではいい加減に保管されているのだとか。おかげで楽に手に入りました」

　知人と言っているが、おそらくメイドあたりに金でも掴ませたのだろう。

（それにしても、主家の令嬢の姿絵を売るなんて、とんでもないメイドだな）

　アレクシアの生活環境はあまりよくなかったようだ。

　メイナードはルーサーが掲げる絵を真っすぐ見た。

　美しい女性だった。イライアスより幾分淡い色味の金髪は、柔らかく波うち白い肌に映えている。瞳は晴れた日の空のような明るい青。

　水色のドレスを纏い椅子に座る姿は儚げで、メイナードの心の奥のなにかを揺さぶった。

（彼女が……俺に嫁いでくる）

　気づけば魅入っていた。このままずっと眺めていたいと思う。

　しかしルーサーは魔法で絵を異空間の倉庫に送ってしまった。

「おとなしくて優しそうな令嬢でしょう？　ですが社交界でも民の間でも彼女の評判はよくないものばかりでした」

「よくないってどういう評判なんだ？」

「王太子の想い人に嫉妬して犯罪まがいの嫌がらせをする悪人とか、身分を笠に威張り散らしているとか、いろいろです」

　メイナードは思わず顔をしかめた。

「それは本当のことなのか？　俺には穏やかで気品ある女性に見えたが……お前はアレクシア嬢に会ったのか？」

「いいえ。屋敷から出てきたらうまく接近しようと思っていたんですけど、外出しませんでした」

「そうか……」

　家に閉じこもり、彼女はなにを思っていたのだろう。

「……この輿入れはどうしても避けられないのか？」

　確認するメイナードに、ルーサーが頷く。

「断った場合、王家との間に亀裂が生まれ当家としても面倒なことになります。だけどそれよりも困るのはアレクシア様です。メイナード様に断られてもどこかに嫁ぐでしょうが、その先を想像すると暗い気持ちになりますね」

　ルーサーはいかにも気の毒そうに、首を横に振った。

　わざとらしい態度に思えたが、言っていることに間違いはない。

（次の結婚相手も、悲惨な者だというわけか。と言っても）

「俺よりもひどい相手がいるとは思えないが」

　ついそう零すと、ルーサーが大袈裟なくらい驚いてみせた。

「そんなわけないでしょう！　メイナード様の剣の腕は王国一番。しかも公爵。夫人になったら社交界で王族に次ぐ立場になれますよ。さらに王家よりも大金持ちときているんですから」

「その条件がありがたがられるのは、俺が普通の男だった場合だ。この顔を見たら……」

「怖がってメイナード様を嫌うと思いますか？」

　ルーサーに言葉を遮られたメイナードは、少し驚いて口を閉ざした。

　主君への遠慮のないルーサーだが、メイナードの発言を邪魔したことはこれまでなかったからだ。

「メイナード様、たしかにあなたの体は、謎の紋様に蝕まれていて、特殊な見かけになっています。でも優しい性格が表情に表れているし俺は恐ろしいとは思いませんよ。メイナード様は他人を思いやれるよい領主です。今、城にいる者たちはみんなそう思っているから、変わらずにお仕えしているんですよ」

　いつになく真剣な表情のルーサーの言葉に、メイナードは動揺して視線をさまよわせた。

「アレクシア様が噂通りの人柄なら無理でしょうが、もしそうではなく、メイナード様の直感したような優しい女性なら、見かけだけで相手を拒否するなんてことはないでしょう。案外仲のいい夫婦になれるかもしれません」

「仲のいい夫婦？　俺にはそんな関係は……」

「必要ないって言わないでくださいよ。メイナード様は素晴らしい人です。だから絶対に卑屈にならないでください。万が一アレクシア様が嫌な態度を取ったとしても、傷つくことはありません。こちらはなにも悪くない。もし文句を言われたら無視してしまいましょう。身分も立場もメイナード様の方が上なんですから問題はありません」

　ルーサーは腕を組んで強気の発言をする。

「待て、それは駄目だ。王都を追放されてこんな辺境に来るんだ。きっと心細いだろう。できる限り温かく迎えてやってくれ、暮らしに不自由しないように気を配ってやってほしい」

　メイナードがそう言うと、ルーサーは嬉しそうに目元を和らげた。

「やっぱりメイナード様は優しいですね。俺はよい主君に巡り合えて幸運ですよ」

「……なにを言ってるんだ」

「おや、照れてます？」

「照れてない！　報告が終わったなら仕事に戻れ」

　メイナードは立ち上がり、ルーサーに背を向けて執務机に戻る。

「承知しました。早速アレクシア様の部屋を整えてきますよ。アークライト家ではろくな用意をしていないようだったので、王都の最先端のドレスを山ほどと、熟練の家具士による調度品を一式買ってきましたから。かなりの金額の請求書が後日届くと思いますので、承認よろしくお願いします」

「……ドレスか。俺では気が回らなかったな、助かる。ほかにも必要なものがあるなら用意してくれ。金ならいくらかかっても構わない」

「はい。ではそろそろ行きますね。あ、姿絵は置いていった方がいいですね」

　ルーサーはメイナードがなにかを言うより前に、絵を再び出してから足早に部屋を出ていった。

「あいつ……」

　メイナードは呆れたようにつぶやいてから、アレクシアの絵に視線を落とし、切なさを覚えながら目を細めた。










第二章　婚礼の儀




　アークライト侯爵は予想通り理不尽な王命に異を唱えることはなく、アレクシアの急な輿入れの支度を進めた。

　十日後には住み慣れた屋敷を出て、遥か南方のブラックウェル公爵領に旅立つ準備が整った。

　大貴族間の婚姻には到底見えない簡素な支度で、アレクシアの装いも既製品の地味な紺のドレス。

　見送りはルイと親しくしていた使用人の数人のみだったが、惜しまれての旅立ちに寂しさがこみ上げ涙が零れた。

　それでも、王都を抜けた頃には冷静さを取り戻していた。

（いつまでも泣いてはいられない）

　これから呪われ公爵の下に向かうのだ。気を引きしめなくては。

「お嬢様」

　心の中で自分を鼓舞していると、馬車に同乗していた侍女のディナ・マレットがおずおずと呼びかけてきた。

　不安そうな表情の彼女は分家の男爵家の四女。少し感情的な性格が難点だが、手先が器用で化粧と髪結いの技術はほかの誰よりも優れていた。

　五年前にアレクシアの専属侍女に抜擢されたせいで今回の追放にも付き合うはめになってしまった。下級とはいえ、貴族出身の彼女にとって、つらいに違いない。

「ディナ、あなたまで巻き込んでごめんなさい」

　アレクシアの言葉に、ディナは驚きの表情を浮かべた。

「なにを言うのですか！　私がアレクシア様の嫁ぎ先についていくのは当然です」

「でも顔色が悪いわ。不安なんでしょう？」

「アレクシア様があまりに不憫で……悪役令嬢だなんて根も葉もない噂を立てられたうえに、冤罪で追放されるなんてあんまりです」

　どうやらディナは自分自身の行く末ではなく、アレクシアの境遇を嘆いてくれているようだった。

「ルイ様も悲しそうでした。国王陛下はなぜこんなひどい命令をなさるのでしょう」

「それは……多分、王太子殿下が進言したのだわ」

　国王は半年前から体調が優れず、イライアス王太子が代理で政務を執っている。

　状況的にあらゆる面でイライアスの意向が通りやすくなっているはずだから、父親の庇護がないアレクシアを追放するくらい簡単だろう。

「王太子殿下はアレクシア様のなにが不満だったのでしょう。理解できません。オーレリア嬢よりアレクシア様の方が華やかで美しいし、家柄だって上だというのに」

　ディナはアレクシア側の人間だからそう言うが、客観的に見るとオーレリアはかなり優れた女性だ。

　才色兼備で、努力家。芝居の影響もあり民からの人気はとても高く、社交界で一目置かれている。

　彼女が抱えている問題は、家柄だけだった。それも彼女を愛するイライアスが全力で根回しをすれば、なんとかなるだろう。

「ディナ、私は王太子妃になれなかったことについては気にしていないわ。オーレリア様が選ばれたのも当然と思っているの」

「で、ですがアレクシア様は熱心に王妃教育に励んでいたでははないですか」

「それはアークライト侯爵家の娘としての義務だと思っていたから。でも本音を言うと王太子殿下に特別な想いがあったわけじゃないの。どちらかと言うと彼のことは苦手だった」

　ディナは目を丸くした。

「そうだったのですか……」

「ええ。王太子殿下の考え方にどうしてもついていけなくて。でもオーレリア様は殿下と相思相愛だから、気持ちの上でも今回の決定はいいと思うの。ただ……」

　アレクシアは顔を曇らせた。

「ただ、なんでしょうか？」

「悪役令嬢なんて呼ばれるようになって、追放されてしまったのがね……考えると落ち込むし家族に対して申し訳ない気持ちでいっぱいになるの」

　将来家を継ぐルイの立場からしても、姉が大勢の人々に嫌われ追放された身では好ましくない。

（悪役令嬢って言われ始めたときに、もっとしっかりと否定すればよかった）

　今さらだけれど、一時の噂だろうと甘くみて誤解を解く努力をしなかったことを後悔していた。

「落ち込むのは当然ですよ。でもルイ様が誤解を解くように動くとおっしゃっていたので、いずれ身の潔白が証明されますよ」

「え、ルイがそんなことを？」

「はい。張り切っておられました」

　ディナが嬉しそうにそう答えたが、アレクシアは眉をひそめた。

　ルイを揉めごとに巻き込みたくない。追放の命令におとなしく従っている一番の理由は、ルイに迷惑をかけたくないからだと言うのに。

　父の監視の下では大した動きはできないとは思うが心配だ。

「公爵家での暮らしも心配しないでくださいね。私が側で守りますから！　恐ろしい呪われ公爵にだって立ち向かってみせますよ！」

　アレクシアを励まそうとしているのか、ディナは普段よりも強気な発言をする。その気持ちはとても嬉しかったが、誤解は正しておかなくてはならない。

「ありがとう。でも私は公爵様をそれほど恐れてはいないの。むしろ申し訳ない気持ちが大きいのよ」

「えっ！　どういう意味ですか？」

　ディナが目を瞬く。

「この縁談が不本意なのは、こちら側だけではないということ。きっとブラックウェル公爵家でも突然の王命で困っていると思うわ」

「えっ！　アレクシア様との結婚が不満ってことですか？」

　ディナは心底驚いた声を上げた。同時にあからさまな不満が表情に表れる。

「それはそうでしょう。公爵からしたら顔も合わせたことのない相手を、突然押し付けられたのだから」

「そ、そんな！　呪われ公爵に嫁ぎたがる令嬢なんて、没落した男爵家にだっていないですよ。妻を娶れるだけでも幸せなのにアレクシア様を拒否するなんて」

　憤慨するディナにアレクシアは内心溜息を吐いた。自分を思ってくれての言葉だと分かっているが、こんな調子では嫁ぎ先で批判を浴びてしまいそうだ。

「心配してくれる気持ちは嬉しいけれど、公爵家にだってたくさん文句があるだろうからお互い様だわ。それから呪われ公爵と呼ぶのは止めてほしいの。もちろん私も言わないようにする」

　アレクシアもそれが彼の本名であるかのように自然に口にしていたが、あまりに失礼だ。

（呪われてるというのも噂で、実際本人と会った人はいないのに）

　病になったのはたしかだろうが、もう十年も前の話だし回復している可能性はある。

　社交界に出ずに引きこもっているのは、人々の態度にうんざりしたからなのかもしれないし……とにかく実際会ってみなければどんな人かなんて分からない。

「公爵領にいる人々は皆公爵様の味方で、無礼な言動を取れば私たちの立場は悪くなる。向こうにいったら私たちはよそ者なのだから気をつけないと。ディナにも苦労をかけるけど、お願いね」

「私のことはどうでもいいんです。でもアレクシア様が蔑ないがしろにされるようなことがあったら、許せません」

「ありがとう。でも公爵家の人々こそ私を許せないと思っていてもおかしくないわ」

（考えてみたら、公爵様には恋人がいた可能性だってあるのだもの）

　王命のせいで幸せなふたりを引き裂いてしまったのかもしれないのだ。

　ルイの忠告通り、楽観的になり過ぎないように気をつけよう。

（公爵様はどんな方なのだろう。姿絵もないし想像できない。でも本当に噂通りの姿でも驚いたりしないようにしなくては）

　車窓に流れていく景色を眺めながら、アレクシアはこれから訪れる公爵との対面へ思いを馳せた。




　旅は至って順調で、王都の屋敷を出て五日後には、ブラックウェル公爵領に到着した。

　物々しい装備の公爵家の騎士が、領地の境界まで出迎えに来てくれていた。

　これまで護衛してくれたアークライト侯爵家の家人たちとは別れ、ディナと共に公爵家が用意した馬車に乗り換える。

　その後は最低限の休憩を挟みながら、真っ直ぐに公爵の住むサザラント城を目指す。

　馬車に乗っているだけのアレクシアも疲労を覚えるほどの強行軍だったが、急いだ甲斐があり二日で到着した。

　高い城壁の門には見張りの兵士が並び、警備に立っている。

　車寄せで案内役の若い男性に出迎えられ、城の敷地を徒歩で進む。

　アレクシアは周囲に視線を巡らせた。

　王都の優美な城とは違い、無骨な造りだ。

　貴族の邸宅の美しさを追求する庭園はなく、馬車でも乗り付けられる石畳が続いていた。

　東屋のような場所で指示された通り待っていると、にわかに騒がしくなった。

「公爵閣下がおいでです」

　男性の言葉に、アレクシアは頭を下げて公爵の到着を待つ。

　複数の足音がアレクシアの耳にもはっきり聞こえてすぐに、下に向けた視線の端に黒いブーツが映り込んだ。

（公爵様だわ）

　アレクシアは、目上の相手に対する挨拶の頭を下げた格好のまま口を開く。

「アークライト侯爵家の長女、アレクシアでございます。ブラックウェル公爵閣下自らお出迎えくださり、光栄でございます」

「……顔を上げてくれ」

　少しの間の後に低い声が耳に届いた。想像していたのとはまるで違う落ち着きのある美声は、世間で言われているような、恐ろしい人のものとは思えなかった。

（やっぱり噂を信じてはいけないわ）

　少しほっとして顔を上げたアレクシアは、しかし公爵の出で立ちを見て身体を強張らせた。

　公爵は詰襟の黒い騎士服を纏い、さらに黒い手袋と銀の仮面をつけていた。徹底して肌を隠した格好だ。うしろでひとつに束ねた少し長めの髪の色も漆黒。

　アレクシアを見下ろす長身に加え、一切の表情が見えないためか、強い威圧を感じた。

「メイナード・ブラックウェルだ。長旅で疲れただろう。婚礼の儀までは時間があるから、それまで体を休めるといい」

　姿の強烈さに比べて、発する言葉は穏やかだった。

　アレクシアは強張る顔になんとか笑みを浮かべて答える。

「お気遣いに感謝いたします」

　メイナードはわずかに頷く。すると彼の背後に控えていた青年が一歩前に進み出た。

　長身で線が細い。珍しい緑色の髪と同色の瞳が印象的だ。

「家令のルーサーだ、不明な点があれば、なんでも彼に聞くといい」

「よろしくお願いします、アレクシア様」

　ルーサーは、アレクシアを見定めるようにしてから、深々と頭を下げた。




　短い対面が終わると、メイナードは踵を返し足早に去っていった。

　残されたアレクシアにルーサーが声をかける。

「アレクシア様、お部屋にご案内いたします」

　ルーサーの案内で、ディナと共に古めかしい石造りの城の中に入る。

　メイナードと同様に長身のルーサーだが、かなりゆっくりとした歩みだ。おかげで周囲を観察する余裕があった。

　その様子を見たルーサーは、歩きながらではあるが、簡単に城の説明をしてくれた。

「サザラント城は、元はこの地方を守るための要塞でしたが、二百年ほど前に、公爵家の居城となりました。それ以降三度の大がかりな改装と補強工事を経て今に至ります」

「歴史のある城なのですね」

　しかし首都の王宮とは違い華やかさがまったくなく、元々要塞だったというだけあって少し複雑な造りをしている。

（各部屋の位置を覚えるのにひと苦労しそうだわ）

　後でルーサーに城の見取り図のようなものがあるか聞いてみよう。

　回廊を進み、階段を上り、ようやく到着したのはそれまでよりも明るい白壁の棟だった。

「こちらから先が公爵家の方の居住区です。アレクシア様の部屋は三階の南側となっております」

　ルーサーは三階の廊下を進み突き当りの両開きの前で立ち止まると、扉をゆっくりと開いた。

　すると華美さとは無縁の石城からは想像できないような、かわいらしい部屋が視界に飛び込んできた。

　扉のすぐ先は居間だった。壁は温かみのあるクリーム色で設えられた家具には見覚えがある。多分、最近王都で流行している懐古主義の作家の手によるものだ。

　上品でどことなく懐かしい感じがする、アレクシアの好みに合うものだった。

「後ほど私の部下が挨拶に参ります。なにか不足がありましたらその際にお申しつけください」

「分かりました」

「では、私はこれにて失礼いたします」

　ルーサーは恭しく礼をすると、去っていった。




　ディナとふたりきりになると、アレクシアはほっと息を吐いて、部屋の中央に設えられたソファーに腰を下ろした。

　かなり緊張していたのだ。

「アレクシア様、お茶の用意ができました。お淹れしましょうか？」

「お願いするわ。もちろんあなたの分もね」

　お茶を淹れ終えたディナにも座るように言い、疲れを癒すようにゆっくりと温かいお茶を飲んだ。

「やはりアークライト侯爵邸とは雰囲気が違いますね。この城には騎士ばかりで、貴族や侍女が見当たりません」

　同じ感想を持っていたアレクシアはすぐに頷く。

「貴族たちの社交の場の役割は果たしていないようだわ」

　大勢いた騎士はこの城と国境を守る者たちだろう。

「ねえディナ、公爵閣下の姿を見た？」

「いえ。私はずっと頭を下げて控えていましたので。どんな見目の方でしたか？」

「背が高く騎士らしい体つきをされていたけれど、仮面をつけていたので顔は分からなかったの」

　ディナが顔を曇らせた。

「ではやはり噂は真実なのですね。声を聞いた限りでは呪われているような感じはしなかったのですが」

「分からない。ただ顔や肌を極力隠したいと思っているのは間違いなさそう」

　あの仮面と服の下には、本当に呪いだと言われている痣があるのだろうか。

　ついそんな想像をしてしまい、慌てて振り払う。

（呪いと決めつけるのは止めようと思ったばかりなのに）

「妻になる女性に顔を見せないのは、普通なら失礼になりますよね。それでも仮面を外さないのだからきっと素顔には秘密があるんですよ！」

「でも、病で苦しんでいるようには思えないのよね」

　身を翻し去っていく足取りはとてもしっかりしていて、弱っている様子はなかった。

「仮面をつけているとは知らなかったから驚いたけれど、きっと事情があるのよ。婚礼の儀を終えたらその理由を話してくれるかもしれないわ」

「そうだといいのですが。でも婚礼の儀は日が暮れてからなんですよね。暗くなってから行うなんて初めて聞きました。ここはなにもかもが常識を外れています」

　ディナは依然として不満そうだ。きっと不安が募り口数が多くなっているのだろう。

　アレクシアも落ち着かない気持ちで溜息を吐いた。




　その後、ルーサーが言っていた彼の部下がやって来た。

　年輩の女性で、この城の侍女長を務めているという。彼女は若いふたりの女性を伴っていた。

　移動中は女性の使用人をまったく見かけなかったけれど、侍女はいるようだ。

　彼女たちの手を借りて公爵家が用意した純白のドレスに着替え、髪は上品な形に結いあげる。真珠の髪飾りなどの装飾品を身に付けると、公爵の妻としても相応しい装いとなり、急いで用意したとは思えないほど、アレクシアによく似合っていた。

　日没後の神殿は、薄暗く陰鬱な雰囲気に包まれていた。

　婚儀はアレクシアの家族はもちろん、公爵家側の参列者もなく、驚くほど簡素化されたものだった。

　メイナードは、正装ではあるが仮面は着けたまま。

（こんなときでも仮面……どうしても素顔を見せたくないのでしょうけど、顔も知らない相手と儀式をすることになるなんて……）

　早くも気持ちが沈むのを感じた。

　沈黙の中、城の石壁にびゅうびゅうと叩きつける風の音がこだましていた。

　先ほどから怪しかった天候が瞬く間に悪化して空から雨が降ってきた。叩きつけるような激しい雨音に司祭の声が飲み込まれてよく聞こえない。

　祝福する者がいないだけならまだしも、天候にまで見放されたようなこの状況に、さすがに不安が襲ってくる。

　清楚な花嫁衣裳に着替えたときは少し心が浮き立ったが、今はただこの時間が早く終わるのを願っている。

　しばらくすると、司祭の声の調子が変わった。

　なんと言ったかアレクシアには聞こえなかったけれど、メイナードが動く気配を感じた。

　彼は正面に向いていた体をアレクシアの方に向ける。おそらく誓いの口づけをするのだろう。

（でも、仮面を付けたままでは、キスは無理だと思うけど）

　一体どうするつもりなのか。様子を窺っていると、メイナードが突然躊躇ためらう様子もなく仮面を外した。

　予想外の行動だったので動揺する。

　そして次の瞬間、アレクシアはさらなる驚愕に襲われた。

　メイナードの顔を、大きな黒い痣が覆っていたのだ。左目を中心に広がるそれは、よく見ると何かの文字が密集しているようでもあった。

　見る者を不安にさせるような、本能的な恐怖を覚える紋様だ。

　黒い痣に囲まれた目はオールディスの王族特有の金色で、アレクシアを見つめ輝いている。その強い眼光に射すくめられたように身動きが取れなくなった。

　ドクンドクンと心臓が早鐘を打ち、冷や汗が背中を伝う。

（怖い……）

　噂になんて惑わされては駄目だと思っていた。しかし皆が不安そうに囁いていたのは、真実だったのだと自分の目で見て知ってしまった。

　メイナードの顔が近づいてくる。

　本能的に危険を感じ逃げ出したいと思っているのに、身体が動かない。

　アレクシアはきつく手を握り締めて、逃げ出したくなる衝動に耐えた。

　けれど、唇が重なる直前、メイナードはぴたりと動きを止めたのだ。

　誓いの口づけのふりをして、婚礼の儀式が終了した。

（どうしてふりなんて……司祭様は気づいているはずなのになにも言わないのはどうして？）




　ほっとした気持ちと同時に疑問を感じながら、アレクシアは再び仮面をつけたメイナードのエスコートで、城内の一室に移動した。

　広々とした空間に長椅子やひとり掛けの椅子が配置されている、過ごしやすそうな部屋だ。

　日常が戻ってきたような安心感を覚え、先ほどまでの不安が消えていく。

　あのとき感じた恐れは、悪天候と初めて体験した夜の神殿の雰囲気に呑まれたことが大きいのかもしれない。

　少し余裕が出てきて頭が回るようになる。ここで遅い食事を取るのかと観察していると、メイナードは椅子に腰かけることなく、アレクシアに向き直った。

「俺はこれからすぐに城を出る」

　夫婦になって初めてかけられた言葉がそれだった。

「え？」

　戸惑うアレクシアに、メイナードは感情のない声で淡々と続ける。

「しばらく戻らないが、君は好きに過ごしてくれ。問題があればルーサーが対応する」

　相変わらずよい声だが、たった今妻になった女性に対する言葉にしてはかなり素っ気ない。

　それに普通なら結婚式の後は祝宴があり、それから初夜となるが、メイナードの台詞からするとどちらも省くつもりのようだ。

（戻らないって、どこに行くの？）

　ブラックウェル公爵は王家の血を引く名門貴族。望まない結婚だとしても、慣例の初夜までもいともたやすく無視するとは思ってもいなかったから驚いた。

（貴族の義務よりも優先する用事……駄目だわ、思いつかない）

　しかしアレクシアがその疑問を口に出す間もなく、メイナードは部屋を出て行ってしまった。

　残されたのは、アレクシアと部屋に控えていたディナ。それから家令のルーサーの三人のみ。

「アレクシア様、お座りください」

　唖然としたままに去っていく夫のうしろ姿を見送っていたアレクシアに、ルーサーが声をかけた。

「は、はい……」

　言われた通りに長椅子に腰を下ろす。

「よろしければ軽食をお持ちしますが」

「いえ、空腹ではないので大丈夫です」

「かしこまりました。では飲み物を用意いたします」

　部屋には茶葉などを用意したワゴンがあり、ルーサーは慣れた手つきで温かいお茶を淹れてくれた。

（ブラックウェル公爵家の家令は、自らお茶を淹れるのね）

　こういった仕事は、本来侍女の役目のはず。

（そう言えば、侍女長たちの姿が見えない）

　カップを口に運びながら、考える。

（侍女だけでなく、公爵付きの侍従も見当たらなかったわ）

　公爵家とは思えないほど、使用人の数が少ない。

「なにか気になることでもございますか？」

　アレクシアの表情を読んだのか、ルーサーが問いかけてきた。

「あの……この城では騎士は大勢見かけたけれど、使用人が少ないように感じました。旦那様の意向ですか？」

「はい。よろしければ当家についてご説明申し上げます。お疲れでしたら後日にいたしますが」

「いいえ、今聞きたいです」

　即座に返事をすると、ルーサーは「失礼いたします」と言い、アレクシアの正面の椅子に腰を下ろし、ディナはアレクシアのうしろに控えた。

「アレクシア様がご指摘された通り、当家は最低限の使用人で運営しています。料理長や私の補佐の事務官、先ほどご挨拶をさせていただいた侍女たちなど、下働きの者を含めても十名ほどです」

「じゅ、十名？」

　アレクシアは衝撃を受けて、目を見開いた。

　いくらなんでも少なすぎる。この城の規模なら、百名ぐらいいても不思議はないのに。

「驚かれましたよね」

「はい……あの、それで公爵家としての体面を保てるのですか？」

「メイナード様が人との関わりを好まないのです。逆に公爵の側仕えを希望する者も少ない。アレクシア様はメイナード様の素顔をご覧になりましたよね」

　ルーサーの言葉で、彼の顔を覆っていた禍々しい黒い模様を思い出す。

「はい、神殿で」

「でしたらご理解いただけたかと思います」

「……そうですね」

　メイナードの素顔は、正直言ってとても恐ろしいものだった。

　気の弱い者は直視するのも耐えられないだろう。

　そしてメイナードの方も、自分を恐れる者を近くに置きたいとは思わないということか。

（孤独な人……気の毒だわ）

「しかしご心配には及びません。今お仕えしている者はそれぞれ高い実力を持つ者ばかり。アレクシア様が不自由な思いをしないよう努めますので」

　アレクシアが表情を曇らせたことに気づいたのか、ルーサーは励ますような明るい口調で言う。

「ありがとうございます。ですが私のことはお気遣いなく。ディナもいますから」

「いいえ。アレクシア様が健やかに過ごせるよう尽くせと、メイナード様に厳命されております。なんなりとお申しつけください」

「旦那様が？」

「メイナード様はお優しい方です。アレクシア様もそのうち分かると思いますよ」

（でも、私に優しくしてくれることなんてあるのかしら？）

　彼は、アレクシアを疎ましく感じているのではないのだろうか。

　今のところ会話がほとんどないので、彼の考えが分からない。

「あの、旦那様はしばらく戻らないとおっしゃっていましたが、どちらに行かれたのですか？」

「南方に位置する〝間の森〟の砦です」

「間の森……話には聞いています。この国の魔獣はすべてそこから生まれるのだとか」

　その原理は未だ解明されていないが、森の中にアレクシアたちの住むこの世界と、異界を繋ぐ扉があると言う。

　ふたつの世界の間にある森だから、間の森と呼ばれるようになったそうだ。

「旦那様は、魔獣の討伐に行かれたのですか？」

「はい。ブラックウェル公爵家の最大の役目は、間の森の監視です。今回、とくに強い魔獣が現れたため、メイナード様自ら騎士を率いて向かいました」

　意外だった。メイナードは人を寄せつけないながらも、引きこもっているわけではないようだ。

「旦那様の強さについては、王都でも耳にしました。無事お帰りになられますよね」

「そうですね。心配はないと思います。ただアレクシア様は十分お気をつけください。もし外出する場合は、必ず騎士を護衛として同行させてください」

「はい、状況は理解しました。私もなにかお役に立てたらいいのですが」

　アレクシアは、少し首を傾げながら尋ねた。

「いいえ、アレクシア様を危険な目に遭わすわけにはいきません。魔獣討伐についてはお気になさらずご自由にお過ごしください」

「でも……」

「メイナード様のご命令です」

　ルーサーはにこりと微笑んだ。それ以上の追及は勘弁してくださいと顔に書いてあるようだった。

　アレクシアは小さく溜息を吐いてから「分かりました」と呟いた。




　ブラックウェル公爵夫人としての生活が始まった。

　婚礼の儀式では大きな不安に苛まれたが、それ以降は主人であるメイナードはいないけれど、至って平和な日々が続いている。

　あまりにもなにも起きなすぎて、暇を持て余すほどだ。

　普通の貴族夫人は、社交に力を入れる一方で、屋敷内を人事も含めてすべてを切り盛りする。

　しかしブラックウェル公爵家では社交を行わないし、使用人の管理も必要ない。

　ルーサーは自由に過ごしてくださいと言っていたけれど、なにをすればいいのか困ってしまう。

「アレクシア様、本日はなにをお召しになりますか？」

「ディナが選んでくれる？　動きやすいものならなんでもいいから」

「ではこちらにしましょうか。美しい金髪が映えて素敵だと思います」

　ディナが用意したのは青のデイドレスだった。上質な生地ではあるが装飾が少なく、スカートの膨らみも抑えられているので、希望通り動きやすい。

　ドレスに合わせて、髪をきれいなまとめ髪にしてもらった。

　鏡に映る姿は活動的だが上品で、顔色もよく見える。

　アレクシアの部屋には多くのドレスが用意されていた。しかも不思議なことにどれもがオーダーしたようにアレクシアにぴったりと似合うものだった。

　突然の輿入れだったのに、どうやって用意してくれたのか疑問だった。

　しかしこれらの衣装のおかげで、アレクシアは王都にいた頃よりもセンスのいい衣装持ちになっている。

　充実した食生活に、女性らしく整えられた部屋。ディナに用意された部屋も、公爵家の侍女としての衣装もかなりよいもので、ふたりとも衣食住にはなに不自由していなかった。

　正直言って邪魔者扱いされていた生家での暮らしより余程恵まれている。

　ただ一点、暇なことが問題だった。朝食を終えると早くもやることがなくなってしまう。

「アレクシア様、今日はなにをなさいますか？」

　ディナが手持無沙汰な様子で聞いてくる。ここ最近、毎朝のやり取りの定番だ。

（自由に過ごすって意外と難しい）

　王太子妃候補として勉強の毎日だったアレクシアは、暇をつぶすという行為に慣れていない。

「図書室か、それとも庭を散歩してみる？」

　提案してみたが、ディナの反応は鈍い。

「この城の蔵書はかなり偏っていますよね、政治や軍事関係ばかりなんですもの。庭もこれといって見どころがありませんし。かといって城下町に行くには護衛をお願いしないといけませんからね」

　町を見て回るのは好きだが、忙しそうなルーサーを呼び出して護衛騎士の手配を頼むのは気が引けて足が遠のく。

「……天気がいいし、庭にしましょうか」

　結局、いい案が浮かばず、日よけの帽子を被り庭に出ることにした。

　アレクシアの部屋から見渡せる庭はかなりの面積があるが、これまで誰ともすれ違ったことがない。

　少し歩くと背が高く大きく枝を広げた樹々が見えた。木漏れ日の降り注ぐ森の入口のような雰囲気だ。

（公爵家の庭とは思えないけれど、のんびり散歩するにはいいのかもしれない）

　代わり映えのない景色をなんとなく眺めながら歩いていたそのとき、突然風が吹いた。

　アレクシアの日よけの帽子が空高く浮かび上がる。

「ああっ！」

　背後にディナの悲鳴を聞きながら宙を舞う帽子を目で追う。すると思いがけないものが視界に入った。

「……鳥？」

　羽を大きく広げた灰色の鳥らしきものが、かなりの速度でぐんぐんこちらに近づいてきているのだ。

「つ、墜落する？　アレクシア様、逃げましょう！」

　ディナが慌てふためきながらアレクシアの腕を引いた。

「え、ええ……」

　ふたりで逃げ出そうとしたが、間に合わなかった。

　鳥らしきものは、かなりの勢いで近くに墜落したようで、大きな衝撃音と風圧が体を襲う。

「きゃあ！」

　ディナとふたりで芝生の上に倒れ込んだ。

「すごい風……向こうに落ちたの？」

　舞い上がる砂埃に咳き込みながらも体を起こす。前方の芝の上に、先ほどまではなかった灰色のなにかを見つけた。

（あれは……）

　目を凝らし、観察する。

「……やっぱり鳥だわ、でもすごく大きい」

　灰色の鳥は、アレクシアの体の半分以上はありそうに見えた。

　怪我をしているようで苦しそうに地面に羽を広げもがいている。

「矢を射られたのかしら」

　アレクシアは見たことがない鳥だけれど、この辺りでは狩人の獲物になっているのだろうか。

　おそるおそる近づこうとすると、ディナが必死に止める。

「危ない、駄目です！」

「ただの鳥よ。怪我をしていて飛べないみたい」

「で、でもやたらと大きくないですか？　不気味な感じがしますし。なんていう鳥なんでしょうか」

「分からないけど、危険な鳥ではないはずよ」

　気をつけなくてはならない動植物については、ひと通り学んでいる。その中に目の前の鳥は当てはまらない。

　怖がるディナを置いて、そろそろと近づく。

　近くで見るとますます不思議な鳥だった。

（嘴くちばしが黒いのね……頭のとがっているものは、こぶ？）

　ざっと視線を巡らすと、右の羽が傷ついているのに気がついた。

　しかし矢ではなく、大きな爪痕のような傷跡だ。

（獣に襲われたみたい）

　とりあえず羽の傷を癒すために、手を差し伸べる。

　精神を集中して患部に魔力を注ぐと、辺りが白金の光りに包まれた。

　アレクシアの得意とする光魔法の中のひとつ、治癒の術だ。

　大きな傷ではないし、そう時間を置かずに癒える……はずが、予想外の反応が起きた。

　ジュッと燃えるような音を立てて、不思議な姿の鳥が跡形もなく消えてしまったのだ。

「ええっ？　ど、どうして？」

「今のなんですか！」

　隣で見ていたディナも、驚きの声を上げる。

「わ、分からない。普通に治癒の術をかけたんだけど……消えた？」

　そんなことがあるのだろうか。

　茫然としたままディナと顔を見合わせる。

「今まで何度も治癒の術は使って、動物にだってかけたことがあるけれど、こんな現象初めてだわ」

　まるで白昼夢のような出来事だ。

「どうしよう……あの鳥はどこに行ったの？」

　キョロキョロ辺りを見回したものの、なんの気配もない。

「分かりません。本当に一瞬の出来事でしたから。今のは普通の治癒魔法ですよね？」

「うん、とくに変わったことはしていないのに」

　もう一度、なにもない空間に手を翳し魔力を集める。白金の輝きはいつも通り。清涼な癒しの力を感じる。

「違和感はないですね」

　ディナがぽつりと言う。

「うん、私もそう思うわ。でもそれなら今のはなんだったのかしら」

　ふたり揃って幻覚を見た？　首を傾げながら辺りを見渡す。

　すると、ひと際大きな樹木の根本に、それまで気づかなかった、小さな白い花が咲いているのを発見した。

「これは……フィデルの花？」

　珍しい花なので、実物を見るのは久しぶりだ。

　毒があるので気をつけなくてはならないが、根の部分が薬にもなる。錬金術師や薬師にとっては貴重な花。

（でもどうして公爵家の庭に？）

　怪訝に思っていると、辺りが急に騒がしくなった。直後、大きな声が響く。

「アレクシア！」

　声の主はメイナードだった。なぜかひどく慌てた様子で駆け寄ってくる。

「旦那様？」

（どうしてここに？　魔物の盗伐に出ていたんじゃないの？）

　不在だと思っていた夫の登場に驚き戸惑うアレクシアのすぐ目の前で、彼は立ち止まった。

「無事か？」

「え？」

　メイナードの口ぶりは、まるで危険が間近に迫っていたかのようだ。ここは安全な城内だというのに。

（不思議な鳥は落ちてきたけど、旦那様は知らないはずだし）

　なにについて言われているのか理解できず、アレクシアは首を傾げる。

　メイナードは周囲を見回してから、再びアレクシアを見下ろした。

　見つめ合う形になったものの、今日も変わらず仮面を付けて顔を隠しているので、感情が読めない。

「一体どうされたのですか？」

「この辺りに魔獣が逃げ込んだ。危険があるからあなたは部屋に戻ってくれ」

「魔獣？」

　思いがけない言葉にアレクシアは目を見開く。同時にディナが小さな悲鳴を上げたのが聞こえた。

「逃げ込んだって、ここは城の中なのに」

　内向きの使用人は少ない城だが、門や城内の要所には常に騎士の姿がある。アレクシアの部屋に繋がるここまで入り込めるとは思えないけれど。

「鳥型の魔獣だ。こちらの攻撃で深手を負ったが空を飛んで逃げた。この辺りに落ちたはずだが」

　つまりメイナードは、逃げた魔獣をここまで追ってきたということだろうか。

「私は先ほどから庭にいましたが魔獣の姿なんて……あ、魔獣って、鳥型？」

　まさかさっき見かけた不思議な鳥は……。

「どうした？　なにか見たのか？」

　メイナードの声が鋭くなった。

「あの、怪我をした鳥なら見かけました。嘴が黒く頭にこぶがありました。空から急降下してきましたし、あれがそうだったのかもしれません」

　おかしな鳥だとは思っていたが、まさか魔獣だったとは。アレクシアたちを襲ってくる気配もなかったので、少しも思い至らなかった。

「それだ！　どこへ行った？」

　メイナードがアレクシアの肩を掴んで問う。ついびくりとすると、彼ははっとした様子で手を引っ込めた。

「すまない」

「いいえ、少し驚いただけです。それで鳥なんですが……実は消えてしまったのです」

「消えた？」

「はい。突然、跡形もなく。そのときの様子はディナも見ていました」

「……どういうことだ？」

　メイナードの声が一段低くなる。ちょどそのときルーサーが駆け寄ってきた。

「メイナード様！　いましたか？」

　彼も魔獣を追っていたのだろう。大急ぎでやって来たのか、かなり息が乱れている。

「ふたりが見かけたが、いきなり消えたそうだ」

「は？」

　ルーサーがぽかんと口を開ける。

　その間もなにか考えていた様子だった、メイナードが口を開いた。

「部屋に戻ろう。ここには見張りの騎士を置いてくれ」

「はい。アレクシア様にお話を伺うんですよね。俺も同席した方がいいですか？」

　ルーサーの問いに、メイナードは頷いた。

「では、一階の応接間で話しましょう。あそこならアレクシア様の私室にも近いですし。俺は騎士に指示を出してから向かいます」

「分かった。すまないが、ついて来てくれ」

　メイナードに言われ、アレクシアとディナは彼の後に続き、城内に入る。




　応接間は本来晩餐会の後などに客と歓談するための部屋だが、今はアレクシアが食後のお茶を飲むときにくらいしか使っていない。

　メイナードが部屋の中央のソファーに腰を下ろした。

　アレクシアは少し迷ってから彼とは別の椅子に座った。

　一応夫婦なので隣に並んで座るべきか悩んだが、メイナードから近寄りがたい気配を感じたのだ。

　彼はそんなアレクシアには見向きもせずに、黙ったままだ。

（ルーサーが来るまでなにも話さないつもりかしら）

　こちらからなにか話しかけた方がいいのだろうか。けれど、声をかけづらい。

　どうしようか悩んでいるうちに、意外と早くルーサーがやって来た。

「お待たせしました」

　ルーサーはお茶の用意が整ったワゴンを押していた。

「アレクシア様たちは外にいたようですから喉が渇いているかと思いまして、焼き菓子もありますよ」

「あ、私が用意します」

　ディアがルーサーからワゴンを引き取り、ポットのお茶をカップに注ぐ。

　テーブルに並べ終えると、ルーサーが口を開いた。

「アレクシア様への質問はまだですよね」

「ああ」

　メイナードが頷く。

　先ほどから感じていたが、ルーサーはメイナードを少しも恐れていないようだ。

　主君相手としては気軽な口調で、メイナードもそれが当然と受け止めている。

（私が思っている主従関係とは違う）

「ではアレクシア様にお伺いします。魔獣が消えたというのは間違いありませんか？」

「はい。一瞬で燃え尽きたような消え方でした。ディナはどう見えた？」

「私もそのように見えました」

　お茶を淹れ終えたディナは、そう答えてからアレクシアの背後に控える。

「燃え尽きた……そんな話は初めて聞きますね。メイナード様はどうですか？」

　ルーサーがメイナードを見遣る。

「ああ、俺も初めて聞く話だ……そのときの様子を初めから詳細に話してくれないか？」

　メイナードはルーサーに相槌を打った後、アレクシアに身体を向けた。

　仮面の向こうの黄金の瞳がアレクシアを真っ直ぐ見つめているのに気づいて、鼓動が跳ねた。

「あ、あの……ディナと庭に出て少し歩いていたら急に風が吹いて、帽子が飛んでいってしまったんです。そのときに空から大きな鳥が近づいてきているのに気づいて……」

　アレクシアは尋ねられた通りに、事細かに語る。

　黙って聞いていたメイナードだったが、治癒魔法について口にすると動揺したように肩を揺らした。

　ルーサーも驚いていたようで、椅子から腰を浮かす。

「アレクシア様は治癒魔法の使い手なのですか？」

「はい。ご存知ありませんでしたか？」

　メイナードとルーサーの驚きようを見るとそうとしか思えないが、結婚相手についてまるで調べていなかったのだろうか。

　ルーサーは浮かしていた腰を下ろし、戸惑った様子でメイナードに視線を送った。

「あなたについては、イライアス王太子とアークライト侯爵家から身上書を受け取っているが、治癒魔法については触れられていなかった」

「……そうなんですか」

（私を嫌っている生家と王太子殿下が用意した報告書など、ろくなことしか書いていなそう。それに旦那様がそれ以上のことをご自分で調べなかったのは、私に関心がないからね）

　やっぱり愛のない結婚なんだと実感して、塞いだ気分になった。

「治癒魔法をかけた途端に消えたんだな？」

「はい」

「見せてもらえるか？」

「治癒魔法をですか？　はい、大丈夫です」

　アレクシアは右手を翳し魔力を発現させた。光魔法特有の白金の輝きが溢れる。

「これは……素晴らしいですね。希少な光魔法な上に魔力量も多い」

　ルーサーが感心したよう目をアレクシアに向けた。

「王太子と侯爵家は、なぜ彼女の魔力について触れなかったんだ？」

　メイナードがぽつりと呟いた。それは独り言が思わず漏れたかのようなものだったが、それだけ彼が驚いているということだろう。

「我々が治癒魔法の使い手を探していると分かっていながら……ひどい話ですね」

　ルーサーは不快感を隠さない。王太子に対して不敬ではないかとアレクシアの方がはらはらしてしまう。

「あの……治癒魔法師を探しているというのは？」

「当家はその役目から戦闘機会が多いため、当然負傷者も多発します。治療をする者が必要なんですが、残念ながら優れた人材がいないのですよ」

　話題を逸らそうと出した言葉だったが、ルーサーの返事は意外なものだった。

　治癒魔法の使い手は珍しいとは言え、高位貴族なら専属の者を雇っている場合が多いというのに、最も必要としているところが人材不足で困っているなんて。

（旦那様の噂や、間の森の魔獣を恐れて誰も近づかないのかしら）

　しかし公爵家ならば、法外な報酬も出せそうだ。厳しい条件だとしても、報酬目当てにやって来る者がいそうなものだけれど。

　疑問だが、それよりもいい案を思いついた。

「魔獣の討伐で多くの怪我人が出ているのですね？　それでしたら私に治療をさせてください。致命傷までいかない程度の怪我でしたら私でも治せますから」

　アレクシアはやや身を乗り出すようにして告げた。

　嫁いできて以来ただ時間を潰すのみの日々だったが、自分にも役立てることがあるのだと、俄然やる気が湧いてきたのだ。

　しかし、それまで黙っていたメイナードが「それは駄目だ」と断言した。

　アレクシアは瞬きをした。

（どうして？　治癒魔法が必要なのでしょう？）

　困っているのならアレクシアの提案はむしろ喜ぶものであるはずなのに。

　その証拠に、ルーサーはアレクシアの申し出に乗りきのようで、メイナードに即座に反論する。

「メイナード様、アレクシア様のご厚意を受けるべきです。前線では今でも騎士が負傷しながら戦っているのですよ」

　しかしメイナードは側近の提言にも首を縦に振らなかった。

「彼女には関わりのないことだ」

　メイナードの言葉には、アレクシアを拒否する気持ちが滲んでいた。

　だからそれ以上、協力を申し出る勇気が持てなくなった。

（旦那様は私を信用していないんだわ）

　おそらく、できるだけブラックウェル公爵家の事情に触れさせたくないのだろう。

　予想していたこととは言え、実際拒否されると重苦しい気持ちになる。

　アレクシアが黙ると、メイナードが続きを口にする。

「魔獣が消滅した件だが、あなたの魔力が影響した可能性が高いと思う。ルーサーが原理を調べるから、できる範囲で協力してもらえると助かる」

「……はい」

「中庭に護衛兵を配置するが、当分は用心して部屋で過ごしてくれ」

　メイナードはそう言い残すと、足早に部屋を出ていった。




「メイナード様にも困ったものですね。アレクシア様に頼めばいいのに」

　ルーサーが疲れた様子で小さな溜息を吐いた。

「旦那様は、私が公爵家のことに関わるのを嫌がっているのではありませんか？」

「それはないと思うんですがね。でも結構頑固なところがあるので、しばらくは意見を変えないとは思います」

　ルーサーはやれやれと肩をすくめる。

「ルーサーは旦那様と仲がよいのですね」

　その言葉に、彼は目を丸くした。

「そう見えますか？」

　聞き返す声は、どことなく不満そうだ。

「違うのですか？」

「はい。毎日口論してばかりですからね。むしろ険悪です」

　しかしそう言いながらも、ルーサーの表情は柔らかいものだった。きっとふたりの間には深い信頼関係があるのだろう。

（よかった……）

　自然と笑顔になっていた。

　体に恐ろしい痣があり、そのせいで他人を寄せ付けないメイナードだが、彼に心を許せる家臣がいると分かって嬉しくなったのだ。

「とにかくアレクシア様を疎ましく思って関わらせないということではないので、ご安心ください」

「そうでしょうか」

　メイナードの態度はアレクシアを避けているように見えるけれど。

「はい。メイナード様はこれまでに辛酸を嘗める機会が多かったため用心深く、なかなか他人に心を開きません。むしろできる限り遠ざけようとします。しかし、もしアレクシア様が歩み寄ってくだされば喜ぶと思いますよ。簡単に顔には出さないかもしれませんが」

「……本当に？　旦那様は私を嫌っていないのですか？」

「もちろん。あんな態度ですので誤解されても無理はないと思いますが、王都から遠いこの地に嫁いでくるアレクシア様を心配して気遣っていましたよ。ああいうお方なのでうまく表に出せないだけなんです」

「そうなんですか……」

（旦那様が私を心配してくれていた。それならば……）

　まだ不安はある。けれどルーサーの言葉を信じたいと思う。

「私は夫婦になったからにはお互いを思いやり支え合いたいと思っています。旦那様の力になりたいんです。ルーサー、私にできることは本当になにもないですか？」

　アレクシアの言葉に、ルーサーは驚きの表情になったが、その後とても嬉しそうに微笑んだ。

「でしたら薬草を煎じて傷薬を作ってもらうことはできますか？」

「傷薬ですか？」

「はい。アレクシア様の母君の生家であるリリー子爵家は、優秀な錬金術師を輩出することで有名な家系ですよね。しかも治癒魔法の使い手が作った薬は効果が高くなると分かっていますから、適役だと思います。作り方は私がお教えしますよ」

「い、いえ……作り方は知っています。お祖母さまに教わりましたから」

　ルーサーの言う通り、リリー子爵家は貴族にしては特殊で、領地からの税収に頼らず錬金術を用いて作った魔道具や薬を売り成り立っている家だ。

　元々先祖がその技術を評価されて、時の国王より子爵位を賜ったのが家の始まりで、リリー子爵家の人間はほとんど例外なく、ひと通りの技術を教え込まれる。

　アレクシアの母も一流の錬金術師だった。アレクシア自身はそこまでではないが、基本的な知識は身につけている。

（傷薬だったら私でもできる……）

「ルーサー、任せてください。前線の皆さんのお役に立てるように頑張ります」

「それは心強い、メイナード様もお喜びになります」

「そうだといいのですが……あ、そう言えば」

　アレクシアはふと思いついて、両手を合わせた。

「どうしました？」

「庭にフィデルの花が咲いていたので、薬作りに使えそうだと思って」

「え、フィデルって、アレクシア様の中庭にですか？」

　ルーサーがなぜか顔を曇らせた。

「ええ。私の部屋から直接出られる庭の奥です」

「そうですか……分かりました。その花については、こちらで確認しておきますので、当分は作業場にある素材でお願いします。明日の午前中に作業場へご案内しますね」

「あの、私は今からでも」

「いえ、まだ準備が整っていないので。公爵夫人が使用するには少し乱れているんですよ」

「そ、そうですか」

　きっぱり断られてしまった。ものすごく汚れている作業場なのだろうか。

「では明日お迎えに上がりますので、細かな打ち合わせはそのときにしましょう」

「分かりました」

　ルーサーは丁寧にお辞儀をしてから部屋を出ていった。




「アレクシア様、薬作りなんて引き受けてよかったんですか？　公爵夫人の仕事とは思えませんけど」

　ふたりだけになった途端に、ディナが不満を零した。

「ええ。役目ができて嬉しいの。明日から楽しみだわ、ディナも手伝ってね」

「もちろん手伝いますよ、アレクシア様が嫌じゃないのなら、それでいいんですから。では明日に備えて今日は部屋に戻ってゆっくり過ごしましょう。お茶と軽食を用意しますね」

「ありがとう」

　メイナードとの関係は相変わらずだが、久々に前向きな気持ちになっていた。

（少し復習しておこうかな）

　持参した少ない荷物の中に、祖母から譲り受けた薬作りの基本を記した書物がある。

　アレクシアはウキウキしながら、翌日を待った。




◇◇◇




（なんて美しい人なんだ）

　彼女を初めて間近で見たとき、胸を突かれたような衝撃を受けた。

　絵姿よりも遥かに繊細で優美で、涼やかな声までもがメイナードを動揺させる。

　ただ、鼓動が鎮まり冷静さが戻ると、彼女がとても疲れている様子であることに気がついた。

　体力とは無縁の貴族令嬢が、長時間馬車に揺られてやって来たのだから無理もない。話したいこともあったが、まずは休むように伝え、儀式が始まる夜を待った。

　日が落ちた頃、ルーサーがアレクシアの準備が整ったと知らせにきた。

　メイナード自身もとっくに支度を終えていたので、すぐに城内の神殿に向かう。

　薄暗闇の中でもアレクシアの姿はすぐに見つけられた。

　どこか儚げで、メイナードの心をやけにそわそわとさせる。

　彼女が自分の妻になるのだと思うと、高揚するのを抑えられない。

（俺は、彼女との結婚を喜んでいるのか？）

　メイナードは自問したが、すぐに考える必要などないのだと気がついた。

　今、気持ちが浮き立ち、らしくもなく鼓動が乱れているのは、アレクシアに惹かれているからだ。

　司祭の前に並んで立つ。アレクシアの頭はメイナードの肩より下にあり、彼女の華奢さを痛感させた。

（優しく触れないと壊れてしまいそうだ）

　誓いの口づけのときがきて、メイナードは細心の注意を払ってアレクシアの繊細なヴェールを持ち上げた。

　そしてよりはっきり見えるようになった彼女の顔色を見て、驚愕した。

　血の気がなく真っ青で明らかに普通ではなかったのだ。

（どうしたんだ？　どこか具合が悪いのか？）

　心配でじっと見つめると、アレクシアはますます青ざめる。

　その瞬間、はっとした。

（彼女は俺を恐れているんだ）

　誓いのキスのために、人前では常に着けている仮面を外していたのだ。

　アレクシアには、メイナードの顔を覆う不気味な紋様が見えているはずだ。

　怖がり怯えるのは当たり前。悲鳴を上げないだけましだ。アレクシアはおそらく意思の力で感情を抑えているのだろう。

　そう察した途端に高揚していた気持ちは消え去り、代わりにずくりと胸が軋んだ。

　ルーサーに感化されたつもりはないが、心の底ではアレクシアがメイナードの中身だけを見て受け入れてくれるかもしれないと、無駄な希望を持ってしまっていたのだ。

（現実に、そんな都合のいい話があるわけがないというのに）

　メイナードは落胆しながらも、できるだけ早く、アレクシアにとっては苦痛でしかないであろう式が終わるように、素早く誓いのキスをするふりをした。司祭はふりで済ませたことに気づいただろうが、メイナードの事情を知る者のため見て見ぬふりをした。

　その後はすぐに仮面を付けて顔を隠す。

　儀式は無事に終わり、あとは礼拝堂を出るだけだ。

　そのとき式に出席していたルーサーがそっと近づき、耳元で囁いた。

「メイナード様、砦から上級クラスの魔獣が現れたとの報告が。騎士団長の派遣許可をお願いします」

　近くにいるアレクシアに気遣っているのか、ルーサーの声は小さく表情に表向き変化はなかった。

　しかし上級の魔獣と言えば、熟練の騎士が数人がかりでようやく討伐できるほどの強敵。だからこそ騎士団長の要請になるのだが、それでも油断はできない相手だ。

　メイナードはほんの数拍の無言の後に、顔を上げた。

「俺が行く」

「は？」

　ルーサーが仰天したように目を丸くする。

「あの、今夜は初夜ですよ？」

「元から彼女の部屋に行くつもりはなかった」

　こんな容姿の自分に抱かれるのは、嫌なはずだ。

　お前だって分かっているだろう？と目で訴えかける。

　ルーサーは気まずそうにしながらも、微妙に頷いた。

「ま、まあそれはもう少し打ち解けてからの方がいいとしても、夫婦で食事くらいはするべきでは？　なにもなかったらアレクシア様も避けられていると思って悲しみますよ？」

　ルーサーの返事を聞いて、一瞬ためらった。

　決して彼女を悲しませる意図はないからだ。しかし式での彼女の表情を思い出し、首を横に振った。

「……いや、むしろ俺は彼女の側にいない方がいいだろう。後のことはお前に任せる。十分に気遣ってやってくれ」

　ルーサーは空を仰ぐようにして溜息を吐いた。

「はあ……分かりました。でも出かけるという報告はご自分でお願いしますよ」

　アレクシアに近づいてまた怖がらせるのは嫌だから、できればルーサーに頼みたかったが、先に釘をさされてしまっては仕方がない。

　メイナードは礼拝堂から城内に戻るなり、アレクシアに外出を告げた。

　彼女は驚いてはいたものの、残念そうにはしていなかった。

　自分の判断は間違っていなかったと確信できた。しかしこの虚しさはなんだろう。

　メイナードは憂鬱な思いを抱えながら手早く支度を整えた。そして精鋭の部下を引き連れて、間の森へ向かったのだ。




　間の森はサザラント城から、騎士が駆る馬で半日程度の距離にある。

　その規模は広大だ。

　光すら届かない森の奥には、まだ把握できていない箇所がいくつもある。

　馬を飛ばし、半日もかからずに森にたどり着いたメイナードは、ブラックウェル公爵家の騎士たちが活動の拠点とするために建造された砦に入った。

　小規模だが堅牢な石作りの砦だ。

　入り口近くの大部屋には、負傷した兵士が大勢集められていた。

　起き上がれないほど、傷が深そうな者が呻き声を上げている。

　比較的軽傷な兵士は重傷者の世話をしていたが、どう見てもよくない状況だった。

「公爵閣下！」

　負傷兵たちの様子を確認しながら指示を出していた壮年の騎士が、メイナードに気づき駆け寄って来た。

　騎士団長の次に力を持つ騎士で、この砦に常駐し部隊の指揮を執っているレンツ隊長だ。

「かなりの被害だな。状況を説明してくれ」

　メイナードはレンツ彼を促し、砦の奥の作戦室に向かった。

　部屋に入り大きな机の上座の位置にある席にメイナードが座ると、レンツ隊長は深々と頭を垂れた。

「公爵閣下自らお出ましいただく事態になったこと、大変申し訳なく思っております」

「上級クラスの魔獣が出たのなら無理はない。それで状況は？」

「はい。グリフォンが突如出現し、警戒に当たっていた兵士を襲いました。総員で応戦しましたが、追い払うので精一杯でした」

　グリフォンはライオンと鷲両方の特徴を持った魔獣だ。

　飛行能力があり、戦闘力がとんでもなく高い。しかし間の森の奥深くに生息し、人が立ち入る一帯まで出てくることは滅多にない。

「グリフォンが出たのならそうするしかないだろう。防衛線はどこだ？」

「金の泉の近くです」

「分かった。俺が行く」

　グリフォンに限らず、魔獣はとても執念深い生き物だ。

　自身に傷を負わせた相手を決して忘れず、報復しようとする。

　それゆえに戦闘になったら、必ず仕留めなくてはならないと言われているのだ。

　メイナードは立ち上がり、今来たばかりの砦の門を目指す。

（なんとしても見つけなくてはならないな）

　金の泉はその名の通り、水面が金色に光る泉のことだ。

　砦と森の最奥のだいたい中間地点にあり、その辺りまでは兵士ならば気軽に行き来できるという目安となっている。

　しかし安全だという概念は崩れたと考えた方がいいかもしれない。

　魔獣の活動区域が広がっている。万が一砦の防衛線を超えて町にまで至ったら、領民に甚大な被害が出る。

　それに……メイナードの脳裏に、白いドレスを纏ったアレクシアの姿が思い浮かんだ。

　美しい青い瞳は、怯えたように揺れていた。

　いずれ彼女に瑕疵がないと証明した上で離縁をして、どこか好きなところに行かせようと考えている。

　手放すときのことを想像すると苦しさを感じるが、そうするのが一番いいのだ。

　そのときまでは、アレクシアには余計な心配をかけず安全に過ごさせてやりたい。

　決して魔獣の恐怖など味わわせたりはしない。

　メイナードは隊長と彼の部下の数人を引き連れて、泉に向かった。




　グリフォンが現れるまで辛抱強く待つつもりでいたが、相手は予想外にメイナードたちを待ち伏せするかのように泉のほとりに悠然と座っていた。

「構えろ！」

　レンツ隊長の号令で、騎士たちが剣を構える。

　メイナードもゆっくりと剣を鞘から抜き放った。

　人間の強さが分るのだろうか。グリフォンはメイナードだけをじっと見据えている。

　まるでほかの者は眼中にないとでも言うように、決して目を離さない。

「……俺がやる。手を出すな」

　反論したそうな隊長を目で制して、メイナードは前に進んだ。

　敵との距離が徐々に近づく。威嚇するような唸り声が響き、その直後、グリフォンが大きな羽を広げて舞い上がった。

　背後で騎士の怒号が響くが、メイナードは慌てることなく、すっと右腕を前に出した。

「消え去れ」

　低く告げた途端に、右手の掌に魔力が集まる。

　まるでメイナードの体に走る紋様のような漆黒の光が力の高まりと共に輝きを増し、やがて宙に浮かぶグリフォンへ怒涛の勢いで襲いかかった。

　黒光が宙で爆発した直後、甲高く耳障りな悲鳴が響き、魔獣が跡形もなく砕け散った衝撃波が地上を襲う。

　しばらくすると、辺りは静寂を取り戻し、メイナードの魔力も消えてなくなった。

　隊長も騎士たちも我に返ったようで、メイナードの下に駆け寄ってきた。

「閣下！　ご無事ですか？」

「ああ、問題ない」

　頷き、剣を腰に掲げた鞘に戻す。

「……閣下の魔力を久々に見ましたが、さすがです。あのグリフォンを跡形もなく葬るとは。最強と名高い騎士団長ですら、一撃で倒すのは難しいでしょうに」

「忌々しい力だがな」

　メイナードの魔法は闇の力だ。敵を焼き尽くす攻撃魔法で、最上級の魔獣とて耐えられないほどの威力を持っている。

　メイナードは人の力を超えるこの魔力を、十年前に呪いと引き換えに手に入れたのだ。

　間の森を監視するブラックウェル公爵としては必要な力かもしれないが、メイナード個人としては……。

「ほかに魔獣がいないか、周囲を調査しろ」

　浮かんだ考えを打ち消してメイナードは言った。




　調査のために森に滞在して十日が経った。

　グリフォンの襲撃以降は問題になるような出来事はなく、メイナードは砦を離れサザラント城への帰路についた。

（彼女はどうしているのだろうか）

　馬を駆りながらも思い出すのは、婚儀の日に別れたアレクシアのこと。

　ときどき来るルーサーからの報告では、とくに問題はないようだが、慣れぬ城で不自由はしていないか気がかりだ。

　彼女に早く会いたい。けれど自分と会うのを嫌がりはしないだろうか。

　また怖がらせてしまうかもしれない。

　彼女の為には距離を置いた方がいいと頭では分かっている。それでも顔を見たかった。

　道中は至って順調だった。連れているのは精鋭の部下数人のみなので移動が早い。

　しかしそろそろ城下町に着くという頃、鳥型の魔獣が空を旋回しているのを発見した。

（あれは……森から出てきたのか？）

　危険度のランクは低い魔物だが、空を飛ぶだけに行動範囲が広い。

　しかもあの個体はかなり小さそうだから、砦の監視の目をかいくぐって来たのかもしれない。

　それにしても、魔獣が砦にいる騎士たちを無視して町に向かうなんて初めてのことだった。

（どうなっている？）

　咄嗟に攻撃魔法を放ったが、距離が遠すぎるため、わずかに衝撃波が届いただけで致命傷には至らなかった。

　しかも普通なら反撃してくるはずの魔獣が、なぜか速度を上げて逃げ出してしまったのだ。

「追え！」

　騎士たちに命じて鳥の後を追う。町に入る前に攻撃可能範囲に追いつき、倒さなくては。行方を目線で追っていたメイナードは、魔獣が城の方向に向かっているのに気づき、舌打ちをした。

「まずいな……」

　魔獣は城の東の方に向かい、そのまま地上に急降下した。

（あの方角は！）

　アレクシアの居室の辺りだ。

　メイナードは馬の速度を限界まで上げる。部下たちが追いついてこないが、待っている時間はない。

　必死に馬を駆り、城門を駆け抜ける。

　城を守備する騎士たちが、驚いたようにメイナードを見ていた。

（気づいていないようだな）

　建物の前で馬から飛び降りる。丁度そのとき騒ぎに気づいたルーサーが飛び出してきた。

「メイナード様！」

「いったいどうしたのですか？」

「魔獣を追っている」

　メイナードはそれだけ言うと駆け出した。

「魔獣？　まさかこの城に？」

　ルーサーの慌てる声が背後から聞こえたが、脇目も振らずアレクシアの居室を目指す。

　回廊を駆け、アレクシアの住む棟に着くと中庭に向かった。

　しばらくして、緑の樹々の中にキラキラと輝く金色の髪が見えた。

「アレクシア！」

　普段は口にしない名前を思わず叫ぶと、彼女が勢いよく振り返る。

　近づくにつれて顔がはっきりと見えてきた。彼女は驚いたのか、空色の瞳を丸くした。

「旦那様？」

　アレクシアのすぐ目の前で立ち止まる。

「無事か？」

「え？」

　彼女は戸惑っているが恐怖を感じている様子はない。どうやら魔獣に遭遇はしていないようだ。

「いったいどうされたのですか？」

「この辺りに魔獣が逃げ込んだ。危険があるからあなたは部屋に戻ってくれ」

「魔獣？」

　アレクシアはひどく動揺した様子で、目を見開く。彼女の侍女が小さな悲鳴を上げた。

「逃げ込んだって、ここは城の中なのに」

　魔獣など見たこともないであろうアレクシアは茫然としている。

　しかし事情を聞くうちに、彼女が先ほどの魔獣とすでに遭遇していたことを知った。怪我をした鳥だと思い込んでいたそうだ。

　しかも傷を癒そうと治癒魔法を使ったら消滅してしまったと言う。

　生まれてからこの地で暮らし、誰よりも魔獣に詳しいメイナードですら聞いたことがない事象だった。

（調べる必要があるな……それにしても、彼女の魔法について隠されていたのはなぜだ？）

　王家と侯爵家から届いた身上書の中にあった彼女についての情報には、そのような内容は一切なかった。

　ルーサーが王都に出向いて身辺を調べたときにも、耳に入ってこなかった情報だ。たしかアークライト侯爵家のメイドと接触して尋ねたと言っていた。侯爵令嬢と直接かかわることがない立場のメイドだったとしても、屋敷勤めの者が知らないのは不自然だ。

　光魔法や治癒魔法は希少価値が高く、周りに誇れる力だからだ。

　普通ならば当主が大々的に周囲に触れて回り、娘の価値を上げるはず。ということは。

（侯爵は彼女の価値を上げる必要がないと判断したということか）

　もしくはなんかの事情であえて周りに知らせていなかった可能性もある。

　ただ本人は、力を隠すつもりもないようだ。

　ブラックウェル公爵家で治癒魔法の使い手を必要としていると聞くと、手伝いを申し出てきたくらいだ。

　正直、喉から手が出るほど欲しい能力だったが、彼女を危険な砦に連れて行くわけにはいかない。

　護衛を付けたとしても、絶対に安全とは言い切れないのだ。

　だから申し出を断ったのだが、アレクシアが悲しそうな顔をしたのが気になった。

　かといって、気の利いた台詞が言えるメイナードではないし、恐れている相手に、しつこく声をかけられては迷惑だろう。

　メイナードはそう結論付けて、早々に会話を切り上げ、部屋を後にした。

　自室に戻る途中、嫌な予感に苛まれていた。

（鳥型の魔獣もグリフォンも、これまでとは違う行動をしている）

　なにかがおかしい。

　しかしいくら考えても、原因は思い浮かばない。

　私室に入りひとりきりになると、さすがに疲れを感じ始めた。

　砦の滞在中、まともに眠っていないのだから無理もない。

　メイナードは浴室で体の汚れを落としてから、ベッドに横たわった。

　すぐに瞼が重くなり、抗いがたい睡魔が襲ってきた――。




　メイナードの母イザベラがほとんどの時間をベッドで過ごすようになって、一年以上が過ぎていた。

　だから戦に出るために側を離れるとき、次に会うことが叶うのかと不安で仕方がなかった。

　敵兵と命をかけた戦いをしているときよりも、母がいなくなってしまうと考える方が恐ろしかった。

　前線に出て一年と少し。ようやくサザラント城に帰還したメイナードは、真っ先に母の部屋に向かった。

　母は城で一番日当たりのいい居心地のいい自室で、その日も横になっていた。

『母上、ただいま戻りました』

　枕元に近づき声をかけると、閉じていた目を開く。黄金の瞳がメイナードを見つめ、柔らかく微笑んだ。

『お帰りなさい、メイナード。無事で本当によかったわ』

『はい。御覧の通り傷ひとつありません。母上のくださった御守りのおかげです』

　そう答えると、母は嬉しそうに目を細めた。

『あなたが優秀だからよ。でも体は無事でも心は疲れているはずよ、しばらくはゆっくり休みなさい』

『はい』

　母は常にひとり息子のメイナードの身を案じていたが、自身の体は日々弱っていくばかりだった。

　真っ白な肌には、不気味な黒い紋様が浮かんでいる。

（前よりも濃くなっているな）

　残酷な現実に、メイナードは唇をかみしめた。

　母は王家の姫であったが、公爵である父に嫁いでくるよりも前から体に奇妙な紋様があったそうだ。

　その頃は背中の一部だけだったが、些細な傷でも身分の高い令嬢の縁談には響く。

　王女でありながら、傷のせいで嫁ぎ先がなかなか決まらなかった母に熱心に求婚したのが父だった。

　ブラックウェル公爵家は、最高の爵位と最大の領地と資産を持つ大貴族である。

　しかしそれまで王族が嫁いできたことはなかった。

　それはブラックウェル家の特殊な役割ゆえだった。

　魔物が生まれる発生源の間の森を見張り、出て来た魔物から王家を守る盾。それがブラックウェル家の生業だ。

　誰もが敬遠する非情に危険な役割の対価として、最高の爵位を与えられたのだ。

　だから、どんなに高い地位や身分を得られると分かっていても、大切な王女の嫁ぎ先にしたいと思う王はいなかった。

　もし母に痣がなければ、父との結婚は許されなかっただろう。

　結婚相手として敬遠された者同士が夫婦になった。社交界ではそんな口さがない言葉を囁かれながらも、両親はお互いを慈しみ、結婚一年後にはメイナードが生まれ、家族三人と信頼のおける家臣に恵まれ幸せに過ごしていた。

　しかし――数年前から母の様子がおかしくなった。

　常に体調が優れず寝込みがちになり、一度寝込むとなかなか起き上がれない。父は高名な医師を呼び寄せ治療に当たらせたが、原因は判明しないままだった。

　日に日にやつれていく母が心配で、不安な日々を送っていたが、そのうち異変に気がついた。

　母の顔に黒い痣がぽつりとできたのだ。それが少しずつ大きくなり、今ではなにかの文字のような複雑な柄となり顔を覆っている。

　母を知らない者なら逃げ出すような禍々しいものだった。

　家臣の中には、魔獣の呪いだと言い出すものもいた。

　大量の魔獣を葬ってきた、ブラックウェル公爵家にかかった呪いだと。

　父は学者や神官などあらゆる伝手を使って呼び寄せ治療に当たらせたけれど成果はでない。

　そのうち母は表に出ずに、メイナードが王命で隣国との戦に駆り出される頃には、部屋で寝た切りになっていった。

『母上。王都でどんな病でも治すという医師の噂を聞きました。なんとしてでもここに連れてきますので、あとしばらく辛抱してください』

『メイナード、ありがとう。でも無理をしないで。私のことはもういいのよ』

　母が微笑みながら言う。その様子があまりに儚くてメイナードは母の手を握り、力強い声を出す。

『無理なんてしていません！　王都では多くの人々との繋がりができました。親しくもなりました。医師の紹介を頼むのなんて簡単です』

　実際戦で活躍をしたメイナードは、王都の人々に熱狂的に迎えられた。

　平民から貴族まで、メイナードに憧憬の眼差しを向けてきたし、中には娘を娶ってほしいと言い出す貴族もいた。

（味方になってくれる人は大勢いる）

　メイナードはそのときは本気でそう思っていた。

　しかし、医師を呼ぶ直前に、母の容体は急変した。

　弱りながらも容態は安定していたはずなのに、なぜ。

　間の森から父が急ぎ帰還した頃には母は虫の息で、嘆く父とメイナードに感謝と別れの言葉を告げると力尽きるようにその人生を終えた。

　母の体は、まるで闇に呑まれるように、漆黒の模様でおおわれていた。




　葬儀を終えた数日後。信じられないことが起こった。

　メイナードの腕に、母の顔にあったものと似たような黒いなにかが浮かび上がってきたのだ。

　見つけたとき、背筋が凍るような衝撃が襲ってきた。

　父も驚愕したが、治す方法があるのならとっくに母は元気になっている。きっともうどうしようもないのだ。

　黒いものはやがて顔にも浮かび、初陣ですら怯むことのなかったメイナードを戦慄させた。

　たまり兼ねて城を飛び出し王都に向かった。

　なんでも治すと言う医師に縋ろうとしたのだ。

　休まず馬を飛ばし、以前医師の紹介を請け負ってくれた貴族の下に向かう。

　娘をもらってほしいとまで言っていたのだ。力を貸してくれると信じていた。

　しかし彼はメイナードの顔を見た途端に、態度を一変させて突き放した。

　それどころか王都にブラックウェル公爵家の呪いの噂を流し迫害してきたのだ。

　誰もがメイナードから背を向けた。

　母の実の兄である国王も、メイナードとの謁見を許さなかった。

　メイナードは失意の中、サザラント城に戻るしかなかったのだ。

　父は悲しそうな顔で迎えてくれた。メイナードの身に起きたことを知っていたようだ。

　血が出るほど唇をかみしめて泣きわめくのを堪え、狂いそうになるのを必死に耐えた。

　けれど、メイナードの中で確実になにかが変わっていた。

　母から息子に移った呪いを恐れ離れていく家臣を見送るときにも悲しくはなく、ただ仕方がないと思うだけ。

　もう誰にも期待はしない。

　そう心に決めたのだ。

　それから数年後、魔獣討伐で受けた傷が原因となり父が亡くなった。

　突然の死だったが、常に危険に身を置くブラックウェル公爵としては珍しくない。

　メイナードは二十歳で公爵家の当主になり、ひたすら魔獣の討伐に明け暮れた。

　そして気がついた。自分が格段に強くなっていることに。

　隣国との闘いで実戦経験を積んだからだけではない。

　魔力自体が上がっていた。しかもそれまで使えなかった闇魔法までも自在に扱えるようになったのだ。

　力を使うほど、紋様が広がっていく気がしたし、メイナードの凄まじい破壊の力を見た者が怯えさらに悪評が流れたが、どうでもよかった。

　このまま朽ち果てるならそれでもいいとすら考えていた――。




　目が覚めると、辺りはすっかり薄暗くなっていた。

　ひどい喉の渇きを感じた。

　枕元に置いてある水差しからコップになみなみと水を注ぎ、一気に飲み干す。それを三回くり返しようやく渇きが癒される。

　昔の夢を見た後はいつもこうだ。

　当時感じた苦痛が蘇る。決して忘れてはならないと思う心が見せる夢なのだろうか。

　孤独で頑なな人間。

　そんな自分の下に嫁いできたアレクシアは、なんて不幸なのだろう。

　うまく離縁するのと、自分が死ぬのとどちらが先かは分からないが、彼女がなるべく傷つかないでほしいと思う。

　メイナードを裏切り拒絶した者たちと、彼女に違いなんてないかもしれない。

　けれど、姿絵を見たときから、彼女を守ってやりたいと思うのだ。

　不本意ながら嫁いできたのだとしても、彼女が自分の妻だからなのか。

　それは理屈では説明できない、感情の動きだった。










幕間　王太子と婚約者




　オールディス王国王太子イライアスは、部下からの報告書に目を通しほくそ笑んだ。

　なにもかもが自分の思い通り進んでいる。

「婚礼の儀は終わったか……ここまでうまくいくとはな」

　報告書を暖炉に放りこんで灰にしてから、自室を出る。

　登城している婚約者のオーレリアに会いに行くためだ。

　癖ひとつない艶やかな黒髪に、神秘的な翡翠の瞳の美しい女。ひと目見て手に入れたいと思った。

　残念ながら彼女は子爵令嬢で王太子の婚約者になるには身分が低く、慎重な根回しが必要だったため苦労したが。

　今、思い返しても忌々しい日々だった。

　とくに婚約者だったアレクシア・アークライト侯爵令嬢はその存在自体が不快だった。

　容姿だけはなかなかのものだったが、なにもかもがイライアスとは合わなかったのだ。

　なにかと綺麗ごとを言うし、無礼を働いた下女に罰を与えたときなどは、あからさまに顔をしかめた。

　家格と、母の実家の希少な特技を考慮すると、王太子妃にもっとも近い令嬢ではあるのだが、排除したいと前々から思っていた。

　しかし、アレクシアにはこれといって問題がなく、婚約破棄する大義名分が見つからないでいた。

　事態が動き始めたのは、オーレリアに悩みを打ち明けられたあの日――。




『アレクシア様は私を嫌っているようです。イライアス様と親しくしている私の存在が不快なのは仕方がありませんが、侯爵家の権力を使い迫害までされては……このままでは私は殺されてしまうかもしれません』

『まさかそんなことが！　おとなしそうな顔をしてなんという悪女だ！』

　項垂れるオーレリアの言葉を聞き、憤慨した。誰であろうと美しい彼女にひどい仕打ちをするなど許されないというのに。

　しかも元々目障りなアレクシアの仕業となれば、怒りは倍増する。

『俺の婚約者の立場を笠に着てやりたい放題だな。しかしいくら身分高い貴族といえども、同じ貴族に危害を加えるのは犯罪だ。あの女を糾弾して裁判にかけよう、もちろん婚約破棄を突き付ける』

　裁判をして皆の前で、化けの皮を剥がしてやるのだ。

　イライアスは意気込み早速行動に出ようとしたが、当のオーレリアが止めてきた。

『いけません。裁判になどしたらアレクシア様の将来に傷がつきます。内内の話で収めることはできませんか？』

　傷つけられたにもかかわらず、加害者を気遣うオーレリアはなんて情け深いのだろうと感心する。

『オーレリアは本当に優しいのだな。しかしそれでは婚約破棄は難しい。とんでもない悪女でも侯爵令嬢だ。婚約破棄をするためには誰の目から見てもあの女が悪いと思うような理由が必要なんだ。』

『でしたら私に考えがあります。うまくいけば婚約解消が叶いますので、アレクシア様には、王都から遠い領地を持つ家に嫁いでいただいたらいかがでしょう？　そうすれば私たちと顔を合わせる機会もなくなりますわ』

『追放して辺境に嫁がせるということか？　それでは生ぬるくないか？』

　愛しいオーレリアを害した罪はそんなものでは償えない。嫁いだらあの女が幸せになってしまう可能性があるではないか。

『私はアレクシア様に不幸になってほしいわけではないのです。ただ、やはり顔を合わせるのは怖いので……でも、辺境と言っても伯様など名のある貴族のご子息にはすでに婚約者がいらっしゃいますよね。かといって侯爵令嬢のお輿入れ先に男爵家などでは……』

　困ったように目を伏せるオーレリアは、ぞくぞくするほど美しく、イライアスは熱に浮かされたような気分になる。

『あいつには男爵家でも十分だ。それどころか商人でもいいのではないか？』

『イライアス様、そんなことを言ってはいけませんわ』

『構わない。しかしオーレリアがそこまで言うなら嫁ぎ先を考えてみるか。いやそれより先に婚約解消をせねば。良い案があると言っていたな。聞かせてくれ』

　オーレリアは頷き、イライアスに身体を寄せた。人払いをしているのでふたりきりだが、彼女は警戒したように声を潜めて耳元で囁く。

『今、民の間ではある芝居が流行っているのです。それを利用してはいかがでしょう。まずは王都に噂を流して……』

　イライアスは彼女の完璧な案を聞き気持ちを高ぶらせた。

『なるほど！　民を扇動してあの女の悪評を流すとはよく考えたな、さすがオーレリアだ！』

『いいえ、本当はこのようなことはしたくはなく、心苦しいのですが』

『なにを言う！　本来なら処刑するところを救ってやるのだ。オーレリアの慈悲で生き残ることができるのだから感謝しかないだろう。よし、早速嫁ぎ先を決めなくてはな……』

　二度と戻ってこられないような僻地が望ましい。豊かな暮らしをさせるつもりはさらさらない。

　どこか条件に合うところは……記憶を探っていたイライアスは、浮かんだ妙案にぱっと顔を輝かせた。

『オーレリア！　よいところがあるぞ！』

『まあ、それはどなたなのですか？』

『ブラックウェル公爵家だ！』

　アレクシアと同じか、いやそれ以上に忌々しい相手。

　イライアスの二才年上の従兄で、現当主でもある男が治める辺境の地。

『え……公爵家といえば、メイナード様ですか？　なぜ……』

　オーレリアはそれまで浮かべていた微笑みを消し、困惑している。

『オーレリアは下賤な噂など知らないようだな。ブラックウェル家の領地は公爵といってもとんでもない僻地にあるんだ。しかも城の近くには魔物が出る森があり常に危険にさらされている。さらに公爵本人は呪われている。ひどいだろう？　あの女には似合いの嫁ぎ先だとは思わないか？』

　イライアスは得意げに目を細めた。

『で、ですがアレクシア様を危険な地方に送るというのは……アークライト侯爵様が許さないのでは？』

　優しいオーレリアはあまり気が乗らないようだ。けれどイライアスは意思を変えるつもりはなかった。

　父である国王を説得する自信はある。アークライト侯爵とアレクシアの母の生家リリー子爵家が口出ししてきたら多少面倒だから、王命を出すようにうまく頼み込もう。

　問題はメイナードだが、幸い向こうにはイライアスの手の者を送り込んである。慎重に動けばなんとかなるだろう。

　まずは、アレクシアを呼び出して……オーレリアのなにか言いたそうな気配を感じながらも、イライアスは、断罪の日を思い浮かべ胸を躍らせていた――。




　それからは呆気ないほど事がうまく運んだ。

　心配していたメイナードはとくに異議を申し立てることなく、王命ゆえか侯爵家からも子爵家からも反対がなかった。

　ひと月も経たずに、アレクシアとメイナードの婚儀は終了したのだ――。




　応接間ではオーレリアが優雅にソファーに座っていた。

　イライアスの贈った深紅のドレスがよく似合っている。

「オーレリア、待たせたな」

「イライアス様、ごきげんよう」

　オーレリアは、近ごろますます美しさに磨きがかかっている。

　イライアスは彼女の隣に腰を下ろし、ほっそりした肩を抱き寄せた。

「喜べ、あのふたりの婚儀が無事に終わった。これでもう王都に戻ってくることはない」

　オーレリアは大喜びすると思っていた。しかし彼女は、イライアスからさり気なく体を離して目を伏せる。

「そうですか」

「罪悪感でもあるのか？　オーレリアは優しいからな、だが気にすることはない。こうなったのは自業自得なんだからな」

　イライアスは再び彼女を抱き寄せた。

「自業自得とおっしゃいましたが、メイナード様には関わりのないことでした」

「いや、あいつもアレクシアと同じだ」

「……イライアス様はメイナード様がお嫌いなのですか？」

「ああ」

　オーレリアの問いに、イライアスは迷わず答えた。

「顔を見るのも忌々しい、もっともあいつは、呼び出しても王都には出てこないがな」

　それでも存在していると思うだけで不快だった。

　イライアスがメイナードを初めて見たのは、いつだったか。

　覚えていないが、物心がついた頃には、皆がメイナードをほめていた。

　あらゆる面で優れた従兄だった。ブラックウェル公爵家の特徴と言える黒髪に、オールディス王家の金の瞳が美しいと多くの人々に褒め称えられていた。

　その名声がもっとも高まったのは、戦勝時期だ。

　多大な活躍をして帰還した彼を、民や貴族は熱狂して迎えた。

　王太子であるイライアスよりも、遥かに人々に愛されていたのだ。

　許せなかった。イライアスだって戦に出ればメイナードより活躍したはずだ。

　ただ次期国王という身分と、年齢の問題で出陣できなかっただけだというのに。

　不満で仕方なかったが誰もイライアスの怒りを理解してはくれなかった。

　それどころか、次期王にはメイナードこそ相応しい、などと言う者まで現れたのだ。

　誰かがメイナードを褒める度に憎しみが募っていった。

　だから呪いにかかり領地に引っ込んだと聞いたときは、快かい哉さいを叫んだ。

　一生、辺境で魔獣退治に明け暮れて死んでいけ。決して口には出さなかったが、そう思い続けていた。

　イライアスに対して、冷めた目を向けていたアレクシアも運命を共にすればいい。

　ふたりの苦境を想像し、ほくそ笑んでいたイライアスの耳に、小さな声が届く。

「メイナード様がお気の毒ですわ。私たちのために魔獣と戦ってくださっていると言うのに。奥方様には支えになるような優しい女性が相応しかったのです」

　初めてオーレリアに苛立ちを感じた。けれどメイナードが結婚によりさらに不幸になるのはよいことだ。

「オーレリアが慈悲深いのは分かっているが、メイナードに情けはかけるな。名前も二度と口にするな」

　オーレリアの体が強張った気がした。強く言いすぎたか。

「そうだ。婚約式は十日後に決まったぞ。婚儀は半年後だ」

「まあ！　そんなに早く？」

　彼女の表情がぱっと明るくなった。うまく気分を変えられたようだ。

「ああ、早く夫婦になりたいからな。多少無理を通してしまったが」

「嬉しい……半年後には正式に王太子妃になれるのですね。イライアス様ありがとうございます」

　熱のある視線を向けられ、イライアスの機嫌はすっかりよくなった。

「婚儀が終わったら、イライアス様の王位継承も考えなくてはなりませんわね」

「即位しろと言うことか？　それはまだ早いのではないか？」

　思いがけないオーレリアの言葉に驚愕する。

「いいえ、国王王妃両陛下のお身体を思えば、できるだけ早くイライアス様が公務を引き受けるべきですわ。それが親孝行というものですし、民も安心するはずです」

「親孝行……そうだな。国民を安心させるために俺も覚悟を決めなくてはならないようだ」

　義父母にも慈悲を示す一方で国のことを考えるオーレリアの有能さに、イライアスは感心していた。すばらしい女性を妃に選んだ自分を褒めてやりたい。なんて気分がいいのだろう。

　不快な者のことなど忘れてしまおう。

　これからはオーレリアとの日々が待っているのだ。

　イライアスはオーレリアの顎に手を添えて、そのまま唇を貪った。










第三章　希望の薬




　中庭に魔獣が現れた日の翌日。

　約束していた通り、ルーサーが薬作りの作業場に案内してくれた。

　サザラント城の一画にあるそこには、三人の男女が働いていた。

　若い男性ふたりに、高齢の女性がひとり。

　男性は騎士で、薬作りの手伝いのために交代で来ているらしい。高齢の女性は名をマナカといい、以前は隣国で薬師をしていたとのこと。

　十年前の敗戦以降の国内政治に不満を持ち、オールディス王国の王都に移り住んだものの、隣国出身ゆえに雇ってくれるところが見つからず、紆余曲折を経てこの城にやって来たそうだ。

（お祖母様に雰囲気が似ているわ）

　前リリー子爵夫人である祖母は、貴族夫人というより、錬金術師の側面が強かった。

　頑固で妥協を許さない厳しさを持ち、同時に情が深い人だった。

「公爵夫人のアレクシア様とお付き侍女のディナ殿です。本日からこちらで薬を作っていただきます」

　ルーサーが彼らにアレクシアを紹介する。

「よろしくお願いしますね」

　アレクシアは微笑んだ。できるだけ皆と仲よくしたいと思ったからだ。

　しかし、老婆が拒絶するように目を険しくした。

「私は反対だよ！　薬作りは貴族の奥方の娯楽じゃないんだ！」

　アレクシアは驚き、ぴしりと固まった。まさかここで手痛い歓迎を受けるとは思っていなかったのだ。

「マナカさん、落ち着いて！」

「奥方様、申し訳ありません」

　騎士ふたりが慌てて彼女を止めに入る。公爵夫人に無礼を働いてはまずいと思ったのだろう。

　アレクシアは心を落ち着けると、できるだけ穏やかに見えるように心がけながら口を開いた。

「マナカさんがおっしゃることは当然です。薬作りは軽い気持ちではできませんから。ですが私は祖母が薬師で幼い頃に教えを受けています。興味本位と言うわけではありません」

「……公爵夫人になるくらいだ。元々貴族令嬢だろ？　その祖母の教えじゃたかが知れている」

「私の祖母は、リリー子爵家の女主人です」

「リリー子爵家？」

　マナカの顔色が明らかに変わった。

「じゃ、じゃああの家、秘伝の薬の作り方を？」

　リリー子爵家は錬金術師と薬師にとっては特別な存在で、誰もがその技術を学びたがる。

　しかし弟子入りは狭き門で、誰もが学べるわけではない。

　それだけに憧れの存在とも言えた。

「へえ、だったら是非腕前を見てみたいね。早速なにか作ってくれないか？」

「はい、そこにある材料を使用してもいいですか？」

　アレクシアは部屋の端の棚に置かれた素材に目を遣りながら問う。

「ああ、好きにしていいよ」

「では……」

　ディナに目配せしてから、棚に近づきざっと確認する。

（処理済のカリスがあるわ。あれを使おう）

　てきぱきと素材を吟味して、作業台に並べる。

　ディナに手伝ってもらいながら、洗って刻み天日干しにしてあったカリスの実を煎る。その後水で成分を溶かし、日陰干しにしてあるカリスの葉を煎じたものと合わせた。

　途中聖水を加えると澄んだ液体ができ上がる。最後に魔力を込めて完成。

「できました、疲労回復薬です！」

　アレクシアの作業をじっと見守っていたマナカが近づき、薬を手に取った。

　少し離して眺めたり、匂いを嗅いだり、最後には指で掬って舐める。

「これは……」。

　マナカは目を見開く。

「どうですか？」

（多分大丈夫だと思うんだけど）

　それでも少し緊張しながら答えを待つ。

「うまくできてるよ、手際がよくないからどうかと思ったけど、品質はいいよ。さすがにリリー家の一族だね、先ほどは頭ごなしにひどいことを言って悪かった、謝るよ」

　マナカは深く頭を下げる。

「いえ、分かってもらえてよかったです。どうか頭を上げてください」

　経験は少ないながらも知識はあると認めてもらえたようだ。ほっとしていると、黙って成り行きを見守っていたルーサーが割り込んできた。

「どうやら大丈夫そうですので、私はこれで失礼します」

「ええ、忙しいのに、案内してくれてありがとう」

「とんでもない。薬作りは公爵家にとっても重要なことですから。部屋の外にも護衛を配置しますので、安心して作業に専念してください。困ったことがあれば、そこのふたりに申し付けてください」

　ルーサーは騎士ふたりをちらりと見遣りながら言う。

「分かりました」

「では、失礼いたします」

　ルーサーが部屋を出て行くと、アレクシアはデイドレスの袖をまくった。

（がんばろう！　たくさん薬を作ったら旦那様も喜んでくれるかもしれない）

「そっちの作業台を自由に使っていいよ」

「ありがとうございます」

　専用の作業台も与えられたので、はかどりそうだ。

「ディナ、がんばりましょう！」

「はい、こうなったらとことんやりましょう！」

　ディナもついにやる気になってくれたようだ。久々の仕事にふたりとも熱中した。

　薬作り一日目。時間は瞬く間に過ぎていき、あっという間に夕方になった。

　休憩時間には、マナカと騎士とおしゃべりをして、少しだけ仲よくなれた気がする。




　それからあっと言う間に半月が過ぎた。

　アレクシアとディナは作業場での時間にすっかり馴染んでいた。

　マナカはもちろん交代の騎士とも打ち解けて、忙しいながらも楽しく働いている。

　ある日、熱湯で煮詰めた薬草が冷めるのを待っているときに、マナカが思いついたように言い出した。

「ねえ、今度ふたり合作の薬を作ってみないか？」

「合作？」

「そう。シアのリリー家直伝の技術もすごいけど、それに私が出身の隣国の手法のいいところを合わせてみたら面白いんじゃないかと思って」

　マナカはアレクシアの名前が長すぎると、いつの間にか〝シア〟と呼ぶようになっていた。

　騎士たちは無礼じゃないかとハラハラしていたようだが、愛称で呼ばれた経験がないアレクシアにとって、くすぐったくなるような嬉しいものだった。

「たしかに面白いかも。意外な相乗効果が生まれるかもしれないし」

　乗り気のアレクシアに、マナカは満足そうにする。

「それにシアの治癒魔法も組みあわせたら、もっとすごいものができるかも。よし、とりあえずお互い構想を練ってそれをすり合わせて、よさそうなものの試作品を作ってみよう」

「ええ！」

（楽しそう！　それにすごい効果の薬ができたらみんなが助かる）

　メイナードとブラックウェル公爵家の役に立てたら嬉しい。そう思うとウキウキしてきた。

　嫁いできてそろそろひと月になる。イライアスに追放を告げられたときはどうなることかと思ったが、むしろ実家での生活よりも、毎日が充実していた。

　サザラント城の少数精鋭の家臣たちは皆人柄がいいし、なによりも特技を生かし誰かの役に立てるというのは、アレクシアにとって喜びになった。

　メイナードとの関係が夫婦とは言えないことについては気になるけれど、こればかりは夫の気持ち次第なのでどうにもできない。




　マナカと協力しての新薬作りについては試行錯誤が続いていた。

　なかなかうまくいかないけれど、なにかに夢中になる時間は楽しい。

　いいアイディアがないかと考えながらも、日々の薬作りはしっかり行っていた。

　決まって作るものは、傷薬と疲労回復薬だ。

　効果はそこまで高くないものの、素材と作る手間が少なくてよいものを大量に生産していた。

　ルーサーが言うには、でき上がるとすぐに間の森近くに建つ見張り砦に届けられるとのこと。

　怪我をしている騎士が大勢いるので、とても役に立っていると言われた。

　そうやって褒めてもらうとますますやる気になって、仕事に熱が入る。

　ルーサーに作業場を使う時間を決められていなければ、眠る時間も忘れて薬作りに熱中していたのかもしれない。

「アレクシア様、お迎えに上がりました」

「え？」

　突然近くから声がした。アレクシアがはっとして顔を上げると、いつの間にかルーサーが作業台の向こうに佇んでいた。

「ルーサー……もうそんな時間？」

　かなり集中していたのか、時間の感覚がおかしくなっていた。

　驚くアレクシアに、ルーサーが頷く。

「はい。随分と精がでますね」

　ルーサーが作業台の上に所狭しと並ぶ薬草と器具に視線を向けながら言う。

「ええ。傷薬がもうないと聞いたから」

「ありがとうございます。騎士たちも喜びますよ」

「そうだといいのだけれど」

　アレクシアは、衣装が汚れるのを防ぐために付けている前掛けを外した。

　ルーサーとディナと共に、作業室を出る。

　部屋から少し離れたところで、先を歩いていたルーサーが歩みを止めて振り返った。

「実は、メイナード様からお話があるそうです」

「旦那様が私に？」

　アレクシアは、瞬きをした。

　普段の生活でメイナードと顔を合わせる機会はほとんどない。

　寝室はもちろん、食事すら別。形ばかりの夫婦だから、それを当たり前と受け止めていたが、そんな状況で突然呼び出すとは、いったいなにがあったのだろう。

　まるで見当がつかない。しかし呼ばれたからには行くしかない。

「分かりました。いつ伺えばいいですか？」

「よろしければ今からでも」

「大丈夫です。ディナは部屋に戻っていて」

「では、ご案内します」

　ルーサーに連れられて、回廊を進む。中央棟の二階、東の方に向かっているようだった。

「旦那様はどちらにおられるのですか？」

「メイナード様の執務室です。ああ、アレクシア様はまだ入られたことがありませんでしたね。この突き当たりの部屋です」

　突き当たりに着くとルーサーは扉を叩いた。

「アレクシア様をお連れしました」

「入れ」

　返ってきた低い声は、メイナードのものだった。

　顔を合わせるのは半月ぶりだ。にわかに緊張がこみあげて、冷や汗が流れる。

　メイナードは応接間のソファーに腰を下ろしていた。

　いつも通りの仮面と肌を隠す衣装。

　ルーサーに促されて正面の席に座る。アレクシアのために用意してくれていたのかテーブルの上には、飴色のお茶が注がれたカップがふたつあった。

「突然呼び出してすまなかった」

　ルーサーが退出するなり、メイナードの方から声をかけてきた。

「いいえ、大丈夫です。お話があると伺いましたが」

　少し素っ気ない返答な気もするが、あまり馴れ馴れしくするのもよくない気がする。

（旦那様との距離がうまくつかめないわ）

「薬を作っていると聞いた」

「はい、城内の作業場を使わせてもらっています」

　アレクシアはゆっくり言葉を選びながら答えた。

（薬作りを反対されるのかしら）

　一応、公爵夫人である。

　世間体を考えれば、アレクシアが作業場に出入りしたり、騎士たちと気軽に会話をするのはよくないだろう。

（でも、薬作りを辞めたくない）

　ようやくできることが見つかったのだ。マナカとも親しくなり、これからというところなのに。

　なんと言えば、見逃してもらえるのか。

　自分の手元に視線を落としながらあれこれ考えていると、メイナードが動く気配を感じた。

　顔を上げたアレクシアは、驚きに目を見開いた。

「ありがとう」

「だ、旦那様？」

　メイナードがアレクシアに対して、深く頭を下げたのだ。

（な、なんで？）

　わけが分からない。いったいどういう反応をすればいいのか。

　アレクシアの動揺に気づいていないであろうメイナードは顔を上げ、口を開く。

「あなたの尽力に感謝する」

「え……」

「前線で戦う騎士たちの多くは、常日ごろ傷を抱えている。しかしあなたの薬でかなり苦痛が緩和できている」

　メイナードは至極真面目に、前線の兵士たちの様子を語り出す。

　彼の話によれば、最近とくに魔獣の出現が増えており、戦う機会が多くなっている。そのためアレクシアの薬は大活躍しているとのことだった。

　ひと通り話し終わると、メイナードは改まった様子でアレクシアを見つめる。

　仮面越しで表情は見えないものの、彼が自分に悪い印象を持っていないようなのは、感じ取れた。

「今回の件の礼をしたい。希望のものがあればなんでも言ってくれ」

「欲しいものですか？　いえ、とくには……」

　元々それほど物に対する執着はないうえに、突然聞かれても答えられない。

「遠慮は不要だ。王都でしか手に入らないものでも、大丈夫だ。なんでも言ってくれ」

　メイナードはやけに熱心だった。

（どうしてこんなに贈り物をしたがるのかしら）

　褒美だとしても、ルーサーに命じて適当になにか手配すれば済むというのに。

　わざわざアレクシアの好みを聞き出して用意するという面倒なことをしようとしている。

　普通の夫婦の夫ならおかしくないだろうが、婚儀からほとんど交流のない夫婦間では違和感がある。

　どういった心境の変化なのだろう。

　怪訝に感じ考え込んでいたアレクシアの頭に、ふとある考えが思い浮かんだ。

（もしかして……旦那様は私をそれほど嫌がっていない？）

　胸がドキドキする。抑えようとしても期待が生まれるのを止められない。

「どうした？　遠慮なく言ってくれ」

「あの……欲しいものはありません。ただ、旦那様に聞きたいことがあります」

「俺に？」

　メイナードがわずかに首を傾げた。

「はい」

「どのようなことだ？」

　とりあえず聞いてくれるらしい。アレクシアはごくりと息を呑み、覚悟をした。

「旦那様は、私を疎ましく思っているのではないのですか？」

　カップを持ちお茶を飲もうとしていたメイナードは、アレクシアの言葉にぴたりと動きを止めた。

　かなり驚いているように見えた。

「なぜ……そう思う？」

　心底不思議と感じているような声音だった。

「婚儀の日から今まで、旦那様は不在がちですし、城にいるときも一緒に食事をしたことさえありませんから。特殊な状況で嫁いだ私ですから、避けられても仕方がないのだと思っていました。ですが……」

「そ、それは違う！」

　メイナードはがちゃん！と音がなるほど強くカップをソーサーに戻した。

　相当慌てているようなその態度に、アレクシアは内心首を傾げる。

（どうしてこんなに動揺しているのかしら）

　同時に、顔は見えなくても意外に感情が伝わってくるものだと、妙に感心していた。

「俺はあなたを疎ましいなど思っていない。俺の妻になどされて申し訳なさを感じてはいたが」

「え……それは、本当ですか？」

「ああ、俺は嘘をつかない、真実だが……どうしたんだ？」

　俯いてしまったアレクシアに、メイナードが慌てて声をかける。

　心配してくれているのだと、今度は素直に信じられた。

「旦那様、嬉しいです」

「嬉しい？」

　メイナードはますます困った様子で、落ち着きがなくなる。

　アレクシアは微笑んだ。喜びで自然にそうなってしまったのだ。

「私は旦那様と仲よくしたいと思っていたのです。だから嫌われていないと知って本当に嬉しいです」

「は……いや待て。なにを言っているのだ？　どうして俺なんかと」

　メイナードは無意識だろうが、顔を隠すように右手で顔半分を覆っている。

　その仕草は彼の心の傷の表れのように感じた。

「礼拝堂で俺の顔を見たとき、恐怖を感じただろう？」

「礼拝堂？」

　婚儀でのことを言っているのだろう。そう考えてアレクシアははっとした。

　たしかにあの夜は、その場の雰囲気とまだ会ったばかりのメイナードに対する不安が大きくて、びくびくしていた。

　そんな中、初めて彼の素顔を見て動揺してしまったのだ。

　決して悪気はなかったが、メイナードはアレクシアのわずかな反応も見逃さなかったようだ。

（誤解を解かなくては）

「あの、旦那様に対して怖がっていたわけではないんです。夜の礼拝堂は初めてでしたし、風の音がすごかったので……」

「……そうなのか？」

　メイナードは、呆けたように呟く。

「はい」

「俺の顔を見ただろう？　不快ではないのか？」

「正直に言えば驚きましたけれど、不快だなんて思いません。ただ心配はしています。あの……お医者様には？」

「医者では治せないんだ」

　メイナードは即答した。おそらく、もう何人もの医師の診察を受けたのだろう。

（噂通りなのね）

　お互い、思い考えることがあるからか、部屋には沈黙が降りる。

　しばらくするとメイナードが先に口を開いた。

「怖がらせたくなかったから、できるだけ会わないようにしていた。だが決して避けているわけではなかった。もしあなたが迷惑でないのなら、ときどき話す時間を持とう」

　メイナードの声音は、どこか素っ気なかった。しかしアレクシアを受け入れてくれているのだと伝わってきた。

「はい！」

　嬉しくてニコニコしながら、冷めてしまったお茶を飲む。

　部屋に入ったときの緊張感はもうない。

「旦那様は、普段お食事はどうされているのですか？」

「部屋で取っている」

　メイナードは先ほどよりリラックスしているようだが、それでもしっかり背筋を伸ばしている。

「そうなのですか。私はダイニングでいただいています。あの、もしよければ、ときどきは一緒に食事をしませんか？」

　嫌われていないのだと分かったばかりで厚かましいかとも思ったが、次に話せるのがいつになるか分からないため、思い切って提案してみた。

　食事をしながらお互い近況報告をしたらいいのではないかと思ったのだ。

　しかし、メイナードの反応は鈍かった。

「それは難しい」

「……そうですか。申し訳ありません、厚かましいお願いを」

　しょぼんと沈むアレクシアに、メイナードが慌てて言い募る。

「謝らないでくれ。怒っているわけじゃない。ただ食事のときは仮面を外す。きっと気分を害してしまうだろうから、断ったんだ」

「え、それだけですか？」

「大事なことだ」

「いいえ、たいしたことじゃないと思います。気になるようでしたら食事中は人払いをすればいいのですし」

　メイナードは俯いた。

「本当に……俺が怖くないのか？」

「はい。旦那様には感謝しています。王太子殿下に婚約破棄された私を受け入れ、なに不自由ない暮らしをさせてくださって……本当にありがとうございます」

　それはアレクシアの本心だった。

　考えてみれば、かなり好きにさせてもらっている。

「……分かった。では五日に一度、夕食を共にしよう」

「はい」

　提案を受け入れてもらえたことが嬉しくて、アレクシアは顔を輝かせた。

「ありがとうございます、旦那様」

「ああ……」

　メイナードは戸惑った様子ながらも、頷いた。




　約束通り、ふたりは定期的に食事を共にし始めた。

　はじめは仮面を外すのを躊躇っていたメイナードも、素顔を晒しても平然としているアレクシアと接しているうちに慣れてきたのか、ふたりでいる間は、仮面をずっと外すようになっていた。

　そうすると彼の表情は意外によく変わるのだと気がついた。

　アレクシアに対しては、戸惑っていたり、照れている場合が多い。

　多分、近い距離感に慣れないのだろうが、そんな自然な姿を見せてくれると、ふたりの距離が近づく気がする。

　メイナードの顔には、古代文字のような漆黒な紋様が多数刻まれて、それが大きな痣のようになっているが、顔の作り自体は極上だった。

　完璧なアーモンド形の瞳は黄金で、その目にじっと見つめられるとアレクシアは頬が熱くなるのを感じた。

　すっと通った鼻筋、丁度よい厚さの唇。すべての配置が絶妙で、本来なら王都一の美男だっただろう。

　治す方法がないと言っていたから、アレクシアはそういった外見の話は一切、口に出さないと決めていた。

　けれど、ふとした拍子に夫にときめいてしまう自分がいて、そんなとき誤魔化すのに苦労するようになっていた。




「旦那様、今日の人参のクリームスープは、料理長の自信作だそうですよ」

　アレクシアはそう言いながら、メイナードの席に白磁のスープ皿を置く。

「人参か……」

　メイナードの凛々しい眉が、ほんの少しだけ下がる。

「苦手でしたか？」

　これまで彼が好き嫌いをしているのを見た覚えがない。しかし誰にでも苦手なものはあるだろう。

「いや、そうではない、大丈夫だ」

　明らかに気が乗らない様子でスプーンを運ぶメイナードを見ながら、アレクシアは心の中で呟いた。

（絶対嫌いなんだわ）

「今後、人参はメニューから外すよう料理長に伝えましょうか？」

　本来はとうに伝えていておかしくないのだ。

「いや、本当に大丈夫だ。たしかにあまりうまいとは感じないが、選り好みをするのはよくない」

　どうやら無理をして食べるようだ。

（旦那様は本当に真面目な人だわ）

　会話をするようになって、感じたことだ。

　執務でも、魔獣の討伐でも日々の生活の細々したことでも、彼はなんでも真剣に取り組む。

　一見すると、冷めた人物に思えるが、実際はそんなことはない。

　おそらく、容姿の変化が起きてから性格が変わったのだろう。

　詳しいことは聞いていないが、人間不信になるような出来事があったようだ。

　メイナードの心は深く傷つき、そして今もその傷は癒えていない。

　彼の苦しみを思うと胸が痛んだ。

　なんとかして癒してあげたいと思う。ただその術はなくてやるせなさが募った。

「どうした？」

　つい暗い顔をしてしまっていたのか、メイナードが心配そうに問いかけてきた。

「いいえ、なんでもありませんよ」

「……本当か？」

　夫は優しい。人を寄せつけず避けているけれど、それは相手を怖がらせないためと、自分を守るためなのだとアレクシアはとっくに気がついている。

　優しい夫に余計な心配はかけたくない。

「今日のお肉料理は、旦那様の好きなソースで味付けをしてありますよ。楽しみにしていてくださいね」

　メイナードの表情が明るくなった。早く肉を食べたいのか、人参スープを消化するスピードが上がる。




　穏やかな食事が終わり、食後のお茶を飲んでいると、メイナードが改まった様子で言った。

「騎士の間で、あなたの薬が高く評価されている。必要量が多く苦労をかけるが、これからもよろしく頼む」

「本当ですか？　皆の役に立てているなら私も嬉しいです。最近新しく作った薬は、効果はそこまで高くないものの、傷と体力どちらも回復を促すものなんです」

　マナカと合同で開発し、ようやく完成した薬だ。致命傷のときなどは使えないが、小さな怪我のときには便利だろう。

「ああ、聞いている。砦の隊長はもっぱらその薬の世話になっていると言っていた」

「砦を守る部隊の責任者の方ですね」

　多分、とても強い力を持っていて、大きな負傷をしないのだろう。だから新薬の方がはまるのだ。

「そうだ。これまでよりいい働きができると張り切っていた」

「よかった。あの、旦那様はお使いになっていないのですか？」

　メイナードの感想も聞いてみたいのだけれど。

「俺は日ごろから戦いに出ているわけではないからな」

「そうですか。怪我をせずに済むのならそれが一番です」

　メイナードは、先の戦の英雄で、相当の強さを誇っていると聞いている。戦いに出ても負傷しないというのもあるのだろう。

（薬は、怪我をしやすい一般の兵士向けのものの方が必要とされているのね、それならば）

「旦那様、実は近いうちに間の森に行きたいのですが」

　余程驚いたのか、メイナードの目が大きく見開く。

「あなたがか？」

「はい」

「なぜ？　あそこはあなたのような令嬢が足を踏み入れるような場所ではない。危険だ」

　メイナードの眉間には深いしわが寄っており、断固反対の意思が見て取れた。

（これは簡単に許してもらえそうにない）

　アレクシアはひと息ついてから口を開いた。なんとか説得するのだと決意のもとに。




「つまり……間の森に、最上級の傷薬を作るための、素材があるということか？」

　説明を終えると、メイナードが腕を組みながら呟いた。

「はい、そうです。金の泉のほとりの野草と、泉の水。このふたつがあれば、高位の治癒魔法に匹敵する薬が作れるはずです」

　マナカの経験と、アレクシアが祖母より受け継いだ知識。それらをすり合わせたどり着いた結論だ。

「ならば必要なものは俺が取ってこよう」

　そう言われるかもしれないと思っていたため、アレクシアはすぐさま反論する。

「いいえ。とても見分けが難しい草なんです。それに大地から離れても鮮度を保つには、日光代わりの光魔法が必要です」

「騎士に光魔法の使い手はいない。空間魔法使いならいる。時間の流れを極端に遅らせる空間を作ることができるそうだが、それでは駄目なのか？」

「空間魔法？　かなり珍しいものだと思うのですが、この城に使い手がいらっしゃるのですか？」

「ルーサーだ。それでどうなんだ？」

　アレクシアは少し考えてから首を傾げた。

「絶対大丈夫とは言えません。そういった前例を聞いたことがありませんから」

　問題ないように思うが、駄目だった場合せっかく採取した素材が無駄になってしまう。

　メイナードはしばらく考え込み、それから諦めたような溜息を吐いた。

「分かった。素材を上手く持ち帰るのにはあなたが行くのが一番いいだろう。護衛には俺がつく。用意もあるから三日後の出発でどうだ？」

「！　旦那様自ら？　ありがとうございます！」

　思いがけずメイナードと出かけることになった。

　三日後が楽しみだった。




　アレクシアの準備はすぐに整った。

　素材の採取に関して知識はあるものの経験が少ないので、本当はマナカにも一緒についてきてほしかったが、メイナードの許可が下りなかった。

　護衛対象が増えると危険が増すと言われたら、従うしかなかった。

　そして三日経った早朝。アレクシアは素材を入れるための袋と瓶を持ち、メイナードが待つ広間に向かう。

　広間にはすでにメイナードがいた。いつもの軍服姿。腰には大きめの剣を帯びている。

「旦那様、お待たせしました」

　アレクシアが近づくと、メイナードは素早く視線を動かした。

「大丈夫そうだな」

　どうやらアレクシアの服装を確認していたようだ。

「はい。ルーサーに動きやすい服を用意してもらいました」

　今日のアレクシアは、動きやすいワンピースにロングブーツ。丈夫な皮の外套を羽織っている。長い髪は邪魔にならないように、しっかりまとめている。

「行こう」

　メイナードに促され、広間から城の外に向かう。

　間の森の砦までは本来馬で半日かかる距離だが、今回は乗馬が苦手なアレクシアがいるので、ルーサーの転移魔法で送ってもらうことになった。

　厩きゅう舎しゃ近くの広場に、メイナードと彼の愛馬と共に並ぶ。

「アレクシア様、心の準備はできましたか？」

　初めての転移魔法に緊張するアレクシアに、ルーサーがくすりと笑いながら声をかけてくる。

「ええ。でも少し緊張しているわ。転移ってどんな感じなのかしら」

「なにかを感じる前に着いていると思いますよ。目を開けたら辺りは森になっているので、驚かないでくださいね」

「分かったわ」

　アレクシアが答えると、ルーサーは頷いた。

「では目を閉じて。おふたりともお気をつけて。いってらっしゃいませ」

　その言葉と共に体がフワリと浮いた感覚がしたが、次の瞬間には、「もう目を開けて大丈夫だ」というメイナードに声をかけられた。

　目を開くと、目の前には深緑色の森がどこまでも広がっている。

「わあ……すごい」

　アレクシアは広大な森の光景に圧倒されながら、くるりとうしろを振り返った。

　無骨な砦がそびえている。石壁にはいくつか傷跡のようなものがあり、ここで激しい戦闘があったのだということを物語っていた。森とはまた違った迫力があった。

　もう一度くるりと回り、再び森を見遣る。

「ここが間の森……なんて広いの？」

　思わず呟くと、メイナードがアレクシアの隣に寄りそうように立った。

「初めて見たときは俺も圧倒された」

「そうですよね、想像していたよりもずっと大きい」

「金の泉は向こうだ。普通に歩いていけば昼頃には着く。すぐに出発して日が暮れる前に戻ってこよう」

「はい」

　アレクシアが返事をしたちょうどそのとき、砦からふたりの屈強そうな騎士が出てきた。

「公爵閣下。お待たせしてしまい申し訳ございません」

　騎士はメイナードよりも少し年上のように見えた。将校の軍服であるから、かなりの地位の騎士なのかもしれない。

「こちらが早く来すぎた。もう出られるか？」

「はい、もちろんです」

　メイナードは騎士の返事を聞くと、アレクシアに顔を向けた。

「彼らに今日の護衛を任せる」

「え？　旦那様は？」

「もちろん俺も行く。だが強い魔獣が現れたときに、あなたを守る者がほかにも必要だ」

「金の泉の辺りには強い魔獣が出ないと聞いていたのですが」

「以前とは少し状況が変わったんだ、もし不安なら中止にするか？」

　メイナードが気遣うように言う。

「いいえ、行きます。皆さんよろしくお願いいたします」

　アレクシアははっきり答えてから、護衛のふたりに声をかけた。

　実際魔獣がどれほどの強さなのかアレクシアには分からないけれど、メイナードが一緒なら大丈夫だと思えた。




　金の泉までの道のりは順調だった。

　ときどき護衛のふたりが離れることがあったからアレクシアが気づく前に、近づく魔獣を討伐していたのだろう。

　ふいに樹々が途切れた。明るさを増した光景にアレクシアは目を細めた。

　ようやく目的地に着いたのだ。目の前には名前の通り黄金の泉が広がっている。

　向こう側の岸は遥か向こうで、泉と言うよりは湖のようだった。

　護衛騎士が周囲の安全を確認している間、アレクシアはキョロキョロと辺りを見て回った。もちろん側にはメイナードが付いている。

「目当てのものはありそうか？」

「ざっと見た限りではないですね……でもここにあるのは間違いないと思います。記録にもありましたし、マナカも見たと言っていたし」

　少し前までは、マナカ自ら採取に森に入っていたのだが、ここ最近メイナードが間の森への出入り禁止令を出したらしい。

　おそらく先ほど言っていた、状況が変わったことが原因なのだろう。

　今回はアレクシアが直接頼みこんだことで、こうして採取できる運びとなったのだけれど。

　やはり採取に関して素人のアレクシアでは簡単に見つけることは難しいようだ。

「長い茎から一列に白い花がぶら下がっているんです」

　形は比較的珍しいが、花弁の色はごくありふれた白のため、遠目には分かりづらい。

　しばらくの間、目を凝らして探していると、水辺にほど近い木の根本でそれを見つけた。

「あ、これかもしれない」

　しゃがみ込んでしっかり確認する。緑の蔓につり下がった四つの白い花。

　アレクシアは持ってきていた採取用の袋を鞄から取り出して、光魔法で覆った花を大切にしまう。

「その花を探せばいいんだな？」

　一連の作業を見ていたメイナードが言った。

「はい。あと十個は欲しいです」

　次にいつ来られるか分からないから、ある程度は欲しい。

「それだけで足りるのか？」

　メイナードが怪訝そうにする。

「たくさんあるに越したことはありませんが、採りすぎると種がなくなって次の年から花が咲かなくなるから、ほどほどにしないといけないんです」

　祖母から教えられたことだ。

　父が再婚して少し経った頃、、アレクシアは母の実家リリー子爵家に住まいを移し、そこで面倒を見てもらっていた。

　後妻のパメラが体調を崩し、アレクシアの世話ができないからと言う理由だったけれど、おそらく体よく追い出されただけだ。アレクシアとしては冷たい空気が流れる実家よりも、祖父母の家の方が、居心地がよくて好きだった。

　祖父母の屋敷にいる間には、いろいろな経験をした。

　一般的な貴族令嬢の礼儀作法や勉学は当然として、実践を含む錬金術の修行など。

　アレクシアには錬金術の才能があまりなかったようで、覚えもできも平凡だったけれど、光魔法を使えることから薬作りには適していた。

　いつでも採取に出られるように、市井に仮の住いで祖母と暮らした日々は短いながらも、かけがえのない思い出だ。

　楽しかっただけではなく、普通の貴族令嬢よりもタフになった。

　そのせいで、追放同然の結婚をするように命じられたときも、そこまでショックを受けないですんだのだ。

　アレクシアの幼い頃を知らない弟のルイはたいそう心配していたけれど。

（……ルイは元気にしているのかな）

　ブラックウェル領には、王都の情報はあまり入ってこない。

　商人の出入りが盛んではないのも原因だが、王族や都の様子を気にして話題にするような人もいないのだ。

　メイナードは立場上それなりに情報収集しているだろうが、さすがにルイがどうしているかなんて気にもしていないだろうから知っているはずがない。

（手紙はちゃんと届いているのかしら）

　婚儀の後に、ルーサーがアレクシアからだと分からないように細工をして手紙を送ってくれたけれど、ルイからの返事はない。

　受け取ってはいるが、周りの目をして、追放された姉になんて返事を出せないのだろうか。

（それならいいけれど）

　もしなにか手紙をかけない事情があるのだとしたら……。

　考えに沈みそうになり、アレクシアは小さく首を振った。

　最近はふとしたきっかけでルイのことを思い出して、物思いにふけってしまう。

（今は素材集めに集中しないといけないのに）

　護衛がいるとは言え、危険な森からは一秒でも早く出た方がいいのだから。

「それらしい花がある。見てくれ」

　片膝をついて地面を見ていたメイナードが、顔を上げて言う。

　彼の示す茂みの先には、白い花が密集して咲いていた。

「間違いありません！　さすが旦那様、こんな簡単に見つけるなんて」

　アレクシアが笑顔で言うと、メイナードはふいっと顔を逸らした。

「俺が摘んで大丈夫か？」

「はい、お願いします」

　アレクシアは微笑んで頷いた。

（旦那様、照れているみたい）

　領主としても騎士としても完璧な彼だが、なぜか褒められるのに慣れていないようだった。

　いつもアレクシアが感心して褒めると、逃げるように目を逸らすのだ。

（かつては英雄とまで言われた人だというのに……）

　自分は褒められる存在ではないと思い込んでいる。それは間違いなく体の問題だ。

　アレクシアが重い気持ちになっている間にも、メイナードは大きな手でせっせと小さな花を積み、アレクシアに差し出した。

「ありがとうございます」

　受け取ったアレクシアは、先ほどと同じようにすべてに光魔法をかけ、鞄にしまった。

　メイナードのおかげで収穫はあっさり終わった。

「後は泉の水を汲まないと」

　持参した瓶を取り出し、水辺に近づく。

　離れていると光を反射して金色に輝く水面は、間近で見ると青みがある。

「綺麗……底まで見えるのね」

　岸の近くはそれほど深くないようだ。

　水底のさらさらとした砂と小石に手が届きそうだった。

　瓶をそっと水面に近づけて沈める。想像以上にひんやりとした水が少し火照った体を冷ましてくれた。

「これくらいでいいかな」

　大分重くなった瓶を両手で持ち上げて、持参した布で周りを拭く。もちろん光魔法をかけるのも忘れない。

「必要なものは揃ったな？」

　側で見守ってくれていたメイナードに問われ、アレクシアは頷いた。

「ではそろそろ引き上げよう」

　メイナードはさっと右手を上げて、周囲の警戒をしている部下に合図を送る。

　清涼で美しい泉のほとりは、間の森の中とは思えないほどに平和に感じるけれど、メイナードはかなり警戒している様子で、護衛騎士を呼び寄せた。

「こちらに来てくれ」

　メイナードと、駆けつけた護衛騎士に守られ、来た道を引き返す。

　ところがそのとき、聞いたことのないような甲高い獣の鳴き声が辺りに響いた。

「な、なに？」

　アレクシアはびくりと体を震わせて、キョロキョロと辺りを窺う。

　メイナードはそんなアレクシアの腕を掴むと、冷静な声音で「大丈夫だ」と言った。

　けれど、彼の表情は険しく、簡単な状況ではないのが見て取れる。

（もしかしてさっきのは魔獣の鳴き声？　こちらに近づいてきているの？）

　遭遇の可能性は高いと分かっていたし覚悟していたはずなのに、いざ戦闘になるかもしれないと思うと不安になる。

　それでも足手まといにならないように、口を閉ざし息を潜めた。

　アレクシアの緊張の高まりと比例するように、鳴き声が近づいてくる。

（もうすぐ側にいるみたい）

　ただどちらの方角から来るのか、分からない。

　周りでは樹々が風に揺らいでざわざわと音を立てていて、感覚を鈍くするのだ。

　高まる緊張の中、メイナードが冷ややかに告げた。

「来るぞ」

　護衛ふたりが彼の言葉に応えるように前に出て、剣を構える。とそのとき、激しい突風が巻きあがった。

　砂煙が襲ってきてアレクシアは目を瞑る。ぎゃあと悲鳴のような獣の絶叫がした。

　風が収まるのを肌で感じ、アレクシアは恐る恐る目を開いた。

「……っ！」

　思わず声にならない悲鳴を上げた。視界の先には屈強な騎士の二倍はありそうな大きな四つ足の獣が、横向きに倒れていたのだ。腹部からはどす黒い液体が流れ大地に吸い込まれていく。

　生まれて初めて見る魔獣と、その凄惨さに血の気が引いた。

「大丈夫か？」

　メイナードに心配そうに問われても、問題ないと微笑むことができない。

　引きつった顔で頷くだけで精一杯だった。

（魔獣とは本当に恐ろしいものなのだわ）

　頭では分かっていたつもりだけれど、それでも甘く考えていたのだ。

　少し前まではマナカでも出入りできた森だということと、それに以前城の庭で遭遇した鳥型の魔獣が、それほど恐ろしいものではなかったからかもしれない。

（旦那様が警戒する理由がやっと分かった）

　アレクシアが間の森に近づくのを嫌がる理由も。

　彼に手を引かれて、森を進む。

　遠目に出口が見えてきた。森から出れば砦まであと少しだ。

　ほっとして油断したときだった。

　突然目の前の空間に黒い靄が生まれ、何事かと驚いている間にぐにゃりと歪みはじめたのだ。

「え……」

　アレクシアは恐怖に目を見開いた。

　黒い霧が先ほど倒した獣の形に変化したからだ。

　それは一瞬のことだったし、いったいなにが起きているのか分からなかった。

　魔獣は人の胴体ほどもある腕を振り上げ、アレクシアに襲いかかる。

　とてもよけるなんて不可能だった。瞬時のことだし身が竦んでなにもできない。

「きゃあ！」

　体に衝撃を受けて、地面に叩きつけられた。

　混乱した怒号が響く中、アレクシアは痛みに耐えながらぶるぶる震える手を地面について、体を起こした。

　意外にもどこにも傷を負っていないようだった。

　てっきり怪我をしたのだと思っていたが、感じた痛みは地面に倒れたときの衝撃なのだろう。

「アレクシア、無事か！」

　不意に肩を掴まれた。目の前ではメイナードが心配そうにアレクシアの顔を覗き込んでいる。

「は、はい……なんとか」

「怪我は？」

「ないです。今のは？」

　なんだったのか聞こうとしてメイナードの方を向いたアレクシアは顔を強張らせた。

「旦那様、お怪我を！」

　彼の左腕が血に染まっていた。

「も、もしかして私を庇って？」

　咄嗟に目を瞑ってしまったからなにが起きたのか分からないが、そうでもなければアレクシアが無傷なわけがないと思う。

「ごめんなさい！　ああ、どうしよう……」

「大丈夫だ、慌てなくていい」

　相当な痛みがあるはずなのに、メイナードは顔色ひとつ変えない。アレクシアの方が真っ青になっている。

「公爵閣下！」

　部下の騎士もメイナードの状態に動揺していた。

「問題ない。それより倒した魔獣に変わったところはないか、見張っておいてくれ」

「はい」

　命令を受けて、騎士たちはかなり遠くに横たわる魔獣の下に向かう。

「あれは…」

「俺が飛ばした。捕らえたかったが、うまく手加減できなかったから死んでいるかもしれない」

　そう言いながら、メイナードは傷の止血を始めようとする。

「あ、旦那様、私が」

　茫然としてしまい動けなかったが、ここで治癒魔法を使わなくていつ使うと言うのだ。

　かなり深い傷のようだから、強い魔力を込めなくては。

　手のひらに力を集中する。すぐに白金のまばゆい輝きが辺りを照らした。

　メイナードが驚いたように目を見開く中、アレクシアは彼の傷に癒しの力を注ぎこんだ。

　これで完全とまでは言わないが、少しは癒えるはず。

　しかし光の中、メイナードが苦し気に顔をしかめた。

「っ！」

「え？」

　アレクシアは驚き、翳していた手を引っ込める。

　するとメイナードの表情も穏やかになった。

「そんな……治癒魔法が効かない？」

　いや、効き目がないというよりも逆に痛みを伴っていたように見えた。

（どうして？）

　茫然とするアレクシアの前で、メイナードは先ほどやっていたように自ら止血をする。その様子をただ眺めていた。

　治癒魔法の使い手のはずが、夫の危機になにもできずに突っ立っているだけだなんて。

　幾重ものショックで、頭がうまく回らない。

　そんなアレクシアを、止血を終えたメイナードが優しく促し砦に向かった。




　負傷したメイナードの姿を見た砦の責任者であるレンツ隊長は、たいそう驚きながらも、傷薬や包帯を素早く用意した。

　自分でやると言うメイナードをなんとか説き伏せて、アレクシアが手当をすることになった。

　皆には部屋から出てもらいふたりきりになると、メイナードが上着を脱いだ。

　逞しい上半身が露わになり一瞬どきりとする。しかしすぐに腕についた血を見て、それどころではなくなった。

　まずは傷を清潔な水で洗い流さなくては。

「しみるけど我慢してくださいね」

「ああ」

　できるだけ丁寧に血を落としていく。

（手当の仕方を習っておいてよかった）

　知識だけで経験が不足しているため手元はおぼつかないが、それでもどうすればいいのか手順はわかる。

　傷口を綺麗にした後は、傷薬を塗る。これはアレクシアが作ったものだ。

　薬の瓶を手にしたとき、ふと不安になった。

「どうした？」

　メイナードが訝しそうにする。

「先ほど旦那様には治癒魔法が効かなくて、むしろ苦しそうにしていました。なぜでしょうか」

「俺にも分からない。城に帰ったらルーサーに聞いてみよう。あいつは魔法についてかなり詳しい」

「はい。それからこの薬なんですが私が作ったものなんです。つまり私の魔力が少し入っているので、これを旦那様に使って大丈夫か心配です」

　治癒魔法が害になったのだから、同じ魔力入りの薬もよくないのではないか。

　メイナードは今度はしばらく考えてから、口を開いた。

「塗ってみてくれ。異変があったら言う」

「いいのですか？」

「ああ。薬も使えないのかはっきりさせるためにも、今確かめておきたい」

「……分かりました。では初めは少しだけ」

　アレクシアは薬を少量、小さな木べらに取りメイナードの傷口にそっと塗る。

「どうですか？」

　心配で恐る恐る問いかける。

「なんともない」

「本当に？」

「ああ、さっき感じたような衝撃はまったくない」

　彼の表情を見ても無理しているようには思えない。

　安心して残りの傷薬を塗り、包帯を巻き手当を終えた。

「痛くないですか？」

　メイナードが上着を羽織るのを見ながら聞いてみる。

「大丈夫だ」

　アレクシアは居住まいを正した。

「旦那様、先ほどは守ってくださりありがとうございました。私が足手まといなせいで怪我までさせてしまって本当に申し訳ありません」

　頭を下げようとするのをメイナードが制した。

「気にしなくていい。妻を守るのは当然だ」

「妻……そ、そうですね」

　こんなときなのに彼のひと言で鼓動が乱れてしまった。

　自分がメイナードの妻で守るべき相手であるという事実が、落ち着かない気持ちにさせる。

（旦那様は真面目だから、義務としておっしゃっているのでしょうけど）

「あなたは怪我をしていないか？　先ほどは咄嗟に突き飛ばしてしまったが」

「大丈夫です。旦那様のおかげで、傷ひとつないですよ」

　微笑みながら答えると、メイナードがさり気なく視線を逸らした。

　ふたりきりの今、彼は仮面を外しているため、表情がよく分かる。

　アレクシアは手当に使った薬などを片付けてから、メイナードが座るソファーの隣に腰を下ろした。

「治癒魔法が効かなかったのは初めてなのですか？」

　あのとき、彼も驚いていたように見えた。

　メイナードは頷いた。

「と言っても、最後に治癒魔法を受けたのは十年以上前なんだ」

「十年？　……もしかして隣国との戦のときですか？」

　彼は当時十四歳だったが、国王の命令で初陣を飾ったと聞いている。

「そうだ。まだ経験が少なく、戦闘技術も未熟だったからよく怪我をしていたんだ。同行していた治癒術師には頻繁に世話になっていた」

「そうだったんですか……ではなぜ今は治癒魔法を受け付けないのでしょうか」

　メイナードの体質が変化したか、あるいはアレクシアの魔力に問題があるのか。

「……闇魔法のせいかもしれない」

「え？」

「光と闇は反発すると言う。だからアレクシアの魔法が合わなかったのだろう」

「でも、メイナード様は炎の魔法を使うのではないのですか？」

　国の英雄だった彼についての情報は、過去に関して言えばかなり多く知れ渡っている。

　業火で敵を焼き尽くし、国を救ったと称えらえていたはずなのに、闇魔法とはどういうことだろう。

　メイナードは躊躇うように目を伏せたが、数秒後には覚悟したようにアレクシアを見た。

「この痣ができ始めてから闇属性の魔法を使えるようになったんだ。大きく広がるほど闇の魔力が高くなっていった。元から仕える炎の魔力に変化はないというのに」

「闇の魔力だけが痣の大きさが比例しているということですか？」

「そうだ、理由は分からないが。治癒魔法を受けなかったのは、強くなり滅多に怪我をしなくなったのが大きいが、他人にこれを見せるわけにはいかないからだ」

「……」

　メイナードは負傷してない方の袖をまくった。

　古代文字に似た黒い柄が、まるで蔦のように肌の上を走っている。

「あなたは俺の素顔を見ても顔をしかめないな。先ほどもこんな普通ではない腕を平然と手当していた……怖くないのか？」

　アレクシアに比べ逞しい体躯で、魔獣すら倒すメイナードは誰よりも強い。しかし今、彼は不安を感じているように見えた。

　なにかに怯えるように、アレクシアの返事を待っている。

　アレクシアは彼の腕にそっと触れた。

「怖くなんてありません。旦那様は優しい方だと私はもう知っていますから」

　メイナードの顔が痛みに堪えるように歪んだ。

　けれどアレクシアを離すどころか、負傷した方の手を重ねてきた。

　アレクシアは夫の手をぎゅっと握った。

「でも心配しています。この紋様を消す方法はないとおっしゃっていましたね。害がないのならそれでいいと思っていましたけど、いざというときに治癒魔法を使えないのは危険です」

　いくら強くても絶対はない。もし深い傷を負い、今のように休む時間がない状況だったら。

　本来治癒魔法で癒すところ、それができないのは致命的だ。

「この紋様はいったいなんなのですか？　原因は？」

　今なら彼が心を開いてくれているような気がした。

　踏み込んではいけないと思って聞けずにいたことを、口にする。

　メイナードは暗い表情を浮かべたものの、アレクシアを突き放したりはしなかった。

「これは母上から俺に移ったものだ」

「え？」

　唖然とするアレクシアに、メイナードは戦から帰還してから母が亡くなるまでの出来事を語ってくれた。

　それはにわかには信じられないような出来事で、しばらくの間言葉を発することすらできなかった。

　メイナードの話が終わると、部屋に沈黙が広がる。

　アレクシアははあと大きく息を吐き、それからなんとか口を開いた。

「つらいことなのに、話してくださりありがとうございました」

「いいんだ」

「あの、母君は紋様が広がるにつれ弱っていたとのことですが、旦那様は大丈夫なのですか？」

　見たところ彼の文様は全身に広がっているから、心配だった。

「俺は平気だ。母上となにが違うのかは分からないが、不調どころか力が強くなっている」

「……病とは思えませんね」

「ああ」

（でも、だったらどういうことなの？）

　本当に世間で噂されるような呪いだとでも言うのだろうか。

　原因が分からないのは怖い。もし急にメイナードの体に異変が起きたら。

　想像すると背筋が凍った。

（本当に治せないの？）

　メイナードは諦めているようだが、アレクシアは割り切れない。

　どうしても彼を治したい。そし安心してふたりで暮らしていけたら……。

（ああ、私は旦那様が好きなんだわ）

　いつの間にか、彼との未来を夢みるようになっていた。

　本当の夫婦に、家族になりたいと願っている。

　そのためには、どうすればいいのだろう。

「旦那様、これからも怪我の手当は私にさせてくださいね」

「手間だろう？　自分でできるから大丈夫だ。ルーサーに任せることも……」

「いいえ、やりたいのです。だって私はあなたの妻なのですから」

　恥ずかしかったけれど、勇気を出してはっきりと言った。

　メイナードは驚いたように目を見開いた。

　すぐにふいと視線を逸らされたが、耳に赤みがさしている。

「好きにしてくれ。妻の言うことには従わないといけないからな」

　嬉しくて、アレクシアは破顔した。

「ありがとうございます、そうさせてもらいますね」

　そっぽを向かれても、メイナードの隣は居心地がよかった。

　しばらく寄り添っていると、視線が合った。

　アレクシアは幸せな気持ちで微笑んだ。メイナードも同じ気持ちだったらいいと願いながら。




　サザラント城には、メイナードが駆る馬で帰還した。

　アレクシアを気遣うゆっくりした進みだったので通常よりも時間がかかり、途中の街で一泊した。

　安全のために同室だったものの、当然のようにベッドは別々。夫婦らしい雰囲気にはならなかったが、お互いの子供の頃の話などをして理解が深まったと思う。

　翌日城に戻り、その日は休んで翌日から通常の生活が始まった。




　午前中には作業場に入ったアレクシアは採取して来た素材をマナカに渡してから、自室から持ち込んだ分厚い本を広げた。

　ほくほくした顔で受け取った収穫物を見ていたマナカは、しばらくするとアレクシアの本を覗き込んできた。

「なんの本なんだい？」

「これはお祖母様がくれたものなんですが、魔法について詳しく書かれているんです」

「魔法？　光魔法以外も学ぶつもりなのか？」

「はい、解呪魔法について勉強したくて」

　そう答えると、マナカははっとした顔をした。

　アレクシアがなぜ解呪魔法を調べているのか、その理由に察しがついたのだろう。

「解呪魔法ってのは難しいよ。知識を得たからといって簡単に使えるものじゃないと聞いている」

「マナカは使い手を知っているの？」

　アレクシアは本から視線を上げて、マナカを見る。

「隣国にいた頃にひとりだけ。その解呪士は呪いを解くのと同時に病の治療もしていたから、ときどき薬を買いにきてたんだよ」

「その人と連絡を取ることはできない？」

　メイナードを見てくれたらなにか分かるかもしれない。それが駄目でも、解呪について、本に載っていないようなことを知っている可能性がある。

　一気に期待を膨らませたが、マナカにあっさり断られてしまった。

「連絡が取れても、公爵様の治療は無理だよ。前公爵様が生きていた頃、何人もの解呪士がこのサザラント城を訪れたそうだ。理由は分かるだろう？　でも誰も手に負えなかったそうだ」

　前公爵は妻子の体の異変をなんとか治したくて、あらゆる手段を取ったのだろう。それでもだめだったから、メイナードはすっかり諦めてしまったのか。

（でも私はまだ諦めないわ、なにか方法があるかもしれないもの）

　アレクシアは密かに決意を固めた。

　マナカの入手した素材を使い効能の高い薬作りの研究をしているとルーサーが迎えにきた。

　私室まで送ってもらう間に、彼に質問をしようと決めていた。そのため今日はディナには別の用事を頼んでいる。

「ルーサー、聞きたいことがあるのだけど」

「改まってどうしました？　込み入った話でしたら応接間に移動しますか？」

「ええ」

　ディナを連れていない時点でなにかあると察していたのか、ルーサーは戸惑う様子もなく普段から使っている応接間に向かった。

「先ほどおっしゃっていた聞きたいこととは、メイナード様についてですか？」

　ソファーに座るなり、ルーサーが言った。

「ええ。ルーサーは魔法に詳しいと聞いたから」

「たしかに詳しい方ですね。ですが魔法とメイナード様がどうかしましたか？」

「聞いていませんか？　旦那様にかけた私の治癒魔法が効かず、逆に苦痛を与えてしまったのです」

　ルーサーは事情を知っていたようで、ああと軽く相槌を打った。

　詳しい説明は不要と判断して、話を進める。

「そのときに、旦那様の体について伺い、症状から病ではないと思いました。だとしたらほかに考えられるのは……」

「世間で囁かれているとおりに、呪詛をかけられているとか、ですか？」

　アレクシアが一瞬口ごもった言葉を、ルーサーが口にする。

「可能性はあると思います。はっきりそうだと言い切れるわけではありませんが」

「アレクシア様は呪いの存在を信じているのですか？」

「正直今まで信じていませんでした。でも隣国には呪いを解く力を持った人がいたようだし、あるのだと思い始めました」

　ただそうだとしたらいったい誰が、メイナードに呪いを？

　人がかけた術が、人の手で解けないのはおかしいと思う。

　なぜならそれだけ突出した力を持つ人物が存在するとは思えないからだ。

　ルーサーはアレクシアを黙ってじっと見つめていたが、しばらくすると口を開いた。

「結論から申し上げると、呪いはたしかに存在しますよ」

「え、本当に？」

　あまりにあっさり回答がきたので、逆に驚いてしまった。

「メイナード様の呪いは血筋に対するものでしょう。だから母君から伝わったのです」

　アレクシアは目を見開いた。

「そんな！　では旦那様はなにも悪くないのに、生まれの問題だけで被害を？」

「そうですね。でも呪いをかけた方は関係ないとは思わないんでしょう。末代まで呪ってやるって台詞を聞いたことないですか？」

「外国の物語にそんな話があったような。でも、そうだとしたらどうすれば……旦那様の母君はいったい誰のどんな恨みを買ったのでしょうか」

　それが分からない限り、解呪の手がかりを掴むのも難しい。

「アレクシア様、血筋にかかった呪いと言ったでしょう？　メイナード様の母君も受け継いだものなのかもしれないですよ」

　ルーサーはアレクシアを探るような目で見つめながら言った。

「え、それってつまり」

　メイナードの母はオールディス王国王女。現国王の妹にあたる女性だ。

「王家がなにかをしたの……」

　アレクシアの震える声が、頼りなく部屋に響いた。




　オールディス王国は建国二百年。

　現国王は、第十二代の王になる。

（初代王のときの出来事がきっかけだったら、どうしよう）

　王家が呪われているなんて、そんな話は聞いたことがないが、実際メイナードには異変が起きているのだし、否定はできない。

　ただ、二百年前なら術者はもういない。かけた本人に解いてもらうという手段はなくなったということだ。

「旦那様を治してあげたいのに」

　口にはしないけど、不安がないはずがない。

　メイナードの気持ちを思うと、心が沈んでしまう。

　悲しい気持ちが顔に出ていたのか、一日の執務を終えてアレクシアの部屋にやって来たメイナードが怪訝そうな表情をした。

「なにかあったのか？」

「いいえ。なんでもないですよ」

　ニコリと笑って答えたけれど、メイナードは納得いかなそうに見えた。

「旦那様、もう汗は流されたのですよね。新しい薬を塗りますね」

　アレクシアはメイナードを椅子に座るよう促し、薬と包帯の用意をする。

　彼の傷の治りはかなり早く、もう塞がってきている。

　あと三日も薬を塗れば完治しそうだ。

「旦那様、少し腕を上げてください」

「ああ」

　メイナードはアレクシアの言う通り、逞しい腕を少し上げる。

　同じ体勢を維持するのは大変だが、彼は微動だにしないので、手当てがしやすく助かっている。

「では、包帯を巻きますね」

　清潔な布に傷薬をたっぷり塗り、傷を覆うとき、アレクシアは違和感を覚えた。

　些細な変化ではあった。けれど、見逃してはいけないこと。

「これは……」

　ごくりと息を飲むアレクシアに、メイナードはすぐに気がついた。

「どうした？」

　アレクシアはメイナードと目を合わせ、それから再び傷のある腕を見て言った。

「腕の痣が薄くなっています」と。

　普段あまり動じないメイナードもさすがに驚いたようだ。

「薄く？　まさか……あり得ない、今までそんなことはなかった。母上もそうだ」

　動揺するメイナードを見ているうちに、アレクシアも自信がなくなってきてしまった。

　そのため、アレクシア以外でメイナードの肌を見慣れているルーサーの意見も聞こうと、ディナに彼を呼びにいってもらった。

「メイナード様、急ぎの用と聞きましたけど」

　部屋の外まで転移で来たのか、予想より断然早くルーサーが到着した。

「ルーサー、旦那様の腕を見てほしいの」

　アレクシアが彼を迎えながら、用件を伝える。

「腕、ですか？」

　訝しげなルーサーに、椅子に座ったままのメイナードが答える。

「腕の痣が薄くなっていると、アレクシアが言っているんだ」

「え？」

　ルーサーはさっと顔色を変えて、メイナードの下に駆け寄った。

　そして遠慮なく腕を掴み、顔を近づけじっと見つめる。

「これは……」

　先ほどのアレクシアのように、ルーサーはごくりと息を呑んだ。

「薄くなったんじゃありません」

「え、そんな……」

　やはりアレクシアの思い違いなのだろうか。騒ぎ立ててしまった罪悪感がこみ上げる。

　けれどルーサーが続けた言葉で、そんな気持ちは吹きとんだ。

「狭い範囲ではありますが……紋様が完全に消えてなくなっているんです」

　驚きすぎると声が出ないのか、誰も言葉を発しない。

　どれくらい過ぎたのか、メイナードが動揺も露わに口を開いた。

「そんなことはあり得ない。そうだろう？」

　二の腕の側面が問題の箇所のため、自分ではよく見えないようだ。

　アレクシアは薬箱の中に入れておいた鏡を取り、メイナードに見えるように腕を映した。

　ルーサーが補足するように言う。

「メイナード様、見えますか？　ここの部分。やけに空白が大きいと思いませんか？」

　小さな黒い文字が集まり痣になっている中で、一部途切れて本来の肌が見えている。アレクシアは痣が薄くなったように感じたが、正確にはまるまる一部の文字が消えているのだそうだ。

　メイナードは明らかに戸惑っていた。

「空白はあるが、元々どうだったか覚えていない。こんな痣、まじまじ見たりはしないからな」

　変化をどう説明しようかと悩んでいたところ、ルーサーが平然と答える。

「そうですか。それなら気づいていないと思いますが、メイナード様の体に刻まれた紋様にはある一定の法則があるんです。よく見ると同じ文字のような柄の繰り返しなんですが、明らかにここだけ途切れています」

　根拠のある説明に、メイナードも疑う気はなくなったようだ。

「そうか」と呟き、落ち着かないように視線を下に向ける。

「だが……なぜ消えたんだ？　今まで広がることはあっても、消えたことなど一度もないというのに」

　メイナードが不審に感じるのは当然だ。

　なにしろ高名な医師や司祭の誰も、消すことのできないものなのだから。

（消えた理由をなんとかして解明したい。そうしたらほかの部分も消せるかもしれないのだから）

　メイナードも同じ気持ちなのだろうか。顔にわずかながら焦りが見える。

　そんな中、ルーサーがまたはっきり言い切った。

「俺は、アレクシア様が関係していると思いますよ」

「え、私？」

　あまりに思いがけない言葉だった。

「ど、どうしてですか？　私は痣を消す力なんてありませんけど」

「ルーサー、どういうことか説明しろ」

　メイナードも追及に加わる。

「考えてみると、アレクシア様が嫁いできてからいろいろなところで変化が起きているんです」

「変化ですか？」

　まるで見当がつかない。

「ええ。初めは婚儀の日です。間の森でそれまで見かけなかった強力な魔物が現れました」

　その話は知っている。だからメイナードは初夜もなにもかも投げ出して、砦に向かったのだ。

「その後も、魔物の活動が活発になりました。そのとき、理由は分かりませんでしたが、アレクシア様の治癒魔法で魔物が消滅したと聞いたときにある仮定が立ったんです」

「仮定？　そんな話聞いてないが」

　メイナードの眉間にしわが寄る。機嫌を悪くしたのが伝わってきたが、ルーサーは飄々と受け流した。

「確証がなかったから言わなかったんですよ」

「話すべきだった」

「アレクシア様が魔物を呼び寄せているなんて話したら、メイナード様は動揺したでしょう？」

　聞き捨てならない台詞に、アレクシアは目を見開いた。

「わ、私が魔物を？」

「申し訳ありません、言い方が悪かったですね。アレクシア様に刺激された魔物が現れたということです」

　ルーサーはメイナードに対するときよりも格段丁寧に説明をしてくれた。

　安心させようとしてくれていると気づいたものの、全然安心できない。

「特別なことをしているつもりはなかったのですが」

「そうですね。アレクシア様は魔物がどこから生まれるかご存知ですか？」

「間の森の奥ですよね？」

「そうです。森の奥に、異界との門があり、そこを通って魔物がやって来ると言われています。そうやって現れた魔物は光魔法を嫌う性質を持っています」

「え？　それは初耳です」

　光魔法の使い手は少ないが、王都にはアレクシアのほかにも何人かいるはずで、それなりに研究が進められている属性なのだ。

　しかし魔物への特攻的な効果は知られていない。

「そもそも間の森を守るのはブラックウェル公爵家の役割で、王都の貴族は関わらないものですからね、情報が少なくて当然です。こちらからも光魔法の使い手を送ってほしいなど要請を出していませんでした。メイナード様だってアレクシア様の力が分かってからも、そんなことは言わなかったでしょう？」

「ええ、それはたしかに」

「魔物はほかの属性の魔法でも剣技でも倒せます。攻撃手段に乏しい光魔法使いを護衛しながら連れて行くほどのメリットがないのですよ。メイナード様の場合はただ心配なだけでしょうから」

　メイナードをちらりと見る。彼は居心地が悪そうに、ルーサーに続きを急かした。

「しかし治癒魔法で魔物が消滅したと聞いて気づきました。アレクシア様には、おそらく通常の光魔法使いの数倍、魔物を退ける力がある、言うなれば〝天敵〟なのでしょう。魔物の活動が活発になったのは天敵の存在に気づき、排除しようとしているからなのかもしれません」

「まさか……いや、だからあのとき、突然襲われたのか？　しかも空間魔法を使うほどの高位の魔物だった」

　メイナードが言うのは、素材の採取に行ったときのことだろう。なにもない空間が歪み、突然魔物が現れ真っ直ぐにアレクシアを攻撃してきた。

「ええ、おそらく」

「そんなに危険だと知りながらなぜ止めなかった？　彼女が傷ついていたかもしれないんだぞ！」

　メイナードが怒りを滲ませ声を荒げる。

「今の話の確証を得るためにも、アレクシア様が森に入ったら魔獣がどんな反応をするのか確認する必要があったんです。もし攻撃を受けてもメイナード様がついていれば問題ないと思いました。なにがあっても必ず守るだろうと。実際アレクシア様は傷ひとつ負っていないじゃありませんか」

「それは結果論だ！」

　メイナードは怒りを吐き出すように息を吐いた。

「彼女になにかあったら俺はお前を許さなかった」

　ルーサーは微笑んだ。

「メイナード様にとってアレクシア様が大切な存在になったことには気づいてました。嬉しく思っていたくらいです。でも俺にとってはメイナード様が一番大事なんです。あなたの悩みを消し去る可能性があるのならなんだってやりますよ」

　ルーサーからは強い信念のようなものを感じた。それはメイナードを思う忠誠心からくるもの。

　だからか、メイナードのためならアレクシアを犠牲にすると言われたようなものなのに、怒りは少しも湧いてこなかった。

　大切な人を守りたいという気持ちは共感できるから。

「ルーサーは、私が旦那様の体を治せるかもしれないと考えて、いろいろな可能性を探っていたのでしょう？　これからもそれでいいと思います。私も旦那様の役に立てた方が嬉しいですから」

「なにを言うんだ……」

　メイナードが唖然とした表情になる。

　ルーサーへの怒りは消えて、ただ困っているように見える。

「旦那様、十年解決の道が見つからなかったのに、ようやく希望が見えたのかもしれないのです。今はルーサーの言う通りなんだってしましょう」

「だが危険が……」

「そうですけど実際怪我をしたのは旦那様ですよ？　ルーサーに怒るとしたらご自分が怪我をして痛かったからということになりませんか？」

　そう言うとメイナードはぐっと言葉に詰まった。

　屁理屈だと跳ねのけられるかもしれないと心配だったけれど、引いてくれたようだ。

「アレクシア様が勇気と柔軟性のある方で助かりました」

「はい。目的のためなら多少のことでは怯みませんよ」

　市井暮らしも、蔑ろにされる日々も経験済みだ。簡単にはへこたれない自信がある。

「それでルーサー、旦那様の腕の変化はどう見てますか？」

「これについてはまだ仮定ですよ。これから詳しく調査する必要がありますが」

　ルーサーは前置きをしてから言う。

「アレクシア様の治癒魔法に、痣、つまり呪いを消す力があると考えています」

「わ、私に解呪の力が？」

「この場合に関しては。先日メイナード様に治癒魔法をかけたら苦しんだと言ってましたよね。メイナード様、正直に答えてください、かなりの痛みがあったんじゃないですか？」

　メイナードはアレクシアを気遣うように視線を寄越しながらも、「ああ」と頷いた。

「そこから考えられるのは、メイナード様の肌を覆う紋様は魔物と同じ性質があるということです。だから天敵であるアレクシア様の治癒魔法で消滅させられそうになって反発し、強いダメージを受けた」

「魔物と同じ……」

　それは思いもしない発想だった。信じがたい。だけど辻褄は合う。

「直接治癒を行うと反発でメイナード様がダメージを受けてしまいますが、薬にわずかに混ぜた魔力なら大丈夫だったようですね。効果も少ないですが」

「傷を治すのと同時に、この痣を消したと言うことか」

「その可能性が高いです」

　メイナードの言葉に、ルーサーは頷いた。

　アレクシアは思わずふたりの会話に割り込んだ。

「でしたら薬をもっと広範囲に塗れば？　薬自体も効果の高いものを作ります」

　マナカに協力してもらえば、なんとかなりそうだ。

「いえ、当面は今の薬でほんの少しだけ範囲を広げてみましょう。あまり強いものだと効き目が強すぎて、逆にメイナード様の体に障るかもしれないので」

「あ、そうですね。ごめんなさい、つい焦って」

　ルーサーは微笑んだ。

「アレクシア様は優しいですね。焦るほどメイナード様を心配してくださっているのですから」

「それは当然です」

「では後はおふたりで話してください。私はここで失礼して調査を続けますから」

「ああ」

「よろしくお願いします」

　ルーサーはうやうやしくお辞儀をしてから部屋を出ていった。




　ふたりきりになると、メイナードは気まずそうに口を開いた。

「危ない目に遭わせて悪かった」

「その話はもういいんですよ。それよりも旦那様の悩みが晴れる可能性があることが嬉しいです、がんばりましょうね」

　心から伝えると、メイナードは俯き、ぐっと拳を握った。

「旦那様？」

「ありがとう……」

「え？」

　よく聞こえなくて聞き返すと、メイナードは顔を上げて再び言った。

「感謝している。本当にありがとう」

「え、そんな……だって当然です。私は旦那様に嫁いできたのですから」

　こんなにはっきりと感謝を伝えられるのは初めてで、メイナードの真っ直ぐな心が現れているような黄金の瞳に見据えられると、鼓動が高鳴りどうしていいのか分からなくなる。

「俺はよい夫とは言えない。自分が世間でなんと言われているのかも理解している。そんな男のところに嫁ぐことになったあなたは不幸だと思っていた」

　初めて聞くメイナードの本音。アレクシアは驚きと焦りで混乱した。

「私は、不幸だなんて思っていないです。だって私は……」

　旦那様が好きなんです。そう伝えたいのに、勇気が出なくてなかなか言い出せない。

　そんなアレクシアの葛藤に気づくはずもないメイナードが告げた。

「でも俺はあなたを妻にできて幸せだと感じている。本当にありがとう」

「だ、旦那様……」

　それはアレクシアに少しは好意を持ってくれているということだろうか。

「これからは、名前で呼んでくれないか？　俺もあなたをアレクシアと呼ぶ」

「な、名前？」

「ああ、メイナードと」

　アレクシアの心臓はどきどきと激しく波打ち、気が遠くなってしまいそうなほどだった。

　あのメイナードが優しく微笑み、名前を呼べと言う。

（嬉しいけど緊張してしまう）

　気恥ずかしくて顔に熱が集まってるのが分かるので顔を上げられない。

　それでも夫の希望に応えて口を開いた。

「……はい、メイナード様」

　メイナードは本当に嬉しそうに微笑んだ。










幕間　王太子の結婚




　オールディス王国の王都は、王太子イライアスの婚儀を翌日に控え、どこもかしこも賑わっていた。

　王国中の貴族が婚儀に参列するために続々と集まってくる。式の後のパレードをひと目見ようと、田舎からやって来る一般人も少なくなく、小高い丘に建つ白亜の城を期待の眼差しで眺めていた。




　王宮の奥深く、王族の居住区画の一室。

　王太子イライアスは窓辺に寄り、城下町を見下ろしていた。

　その表情は穏やかで、彼の機嫌のよさが現れている。

「殿下。このようなところで、いかがなさいましたか？」

　イライアスより年上と思われる女官が、そっと近づいてきた。

「……セラか。町を眺めていたのだ。」

「町を、でございますか？」

「ああ、もうこんな時間だというのに、眠る様子はない。皆気が高ぶっているようだな」

　セラはイライアスの言葉を受けて、窓の向こう側に視線を向けた。

「殿下のご結婚を祝っているのでしょう」

「あまり羽目を外すと、明日のパレードを見られなくなるぞ」

　イライアスはにやりと笑った。

　大勢の民が、自分の婚儀に熱狂しているのは悪くない。

「町では今夜、眠らない者もいるでしょう。ですが殿下はそろそろお休みください。明日は朝から休む間もないほどの忙しさです。体がもちませんよ」

「そうだな。そろそろ休むか」

　イライアスは上着を脱ぎ、セラに渡す。

「オーレリアはどうしている？」

「明日の式の最終確認をされていましたが、先ほど寝室に入られました」

「そうか。オーレリアは真面目だな」

　多少、間違えたとしても、自分達に文句を言えるものなどいないと言うのに。

「国中の貴族が集まる式ですから、慎重になるのは当然かと思いますが」

　セラはイライアスのベッドを、いつでも寝られるように手早く整えた。

「そうなのか？」

「はい。誰も口にしませんが、心の中ではアレクシア様と比較しています。オーレリア様もそれをよく分かっているのでしょう」

　イライアスは笑みを消し、眉根を寄せた。

「比べられたからなんだと言うのだ。オーレリアがアレクシアに劣るはずがないだろう」

「殿下や世間の評価は別として、高位貴族の令嬢として生まれ育ったアレクシア様の振舞いは完璧です」

　イライアスはますます機嫌を損ねた。

　不快な発言をするセラを追い出してしまいたくなったが、ぐっと堪えた。

　元々セラは母である王妃がイライアスに付けた女官なため、下手なことをするとすぐに告げ口をされて、あとあと面倒な小言が待っているのだ。

　しかしその母も父と同時期に体調を崩して以来、なかなか体力を取り戻せないでいる。

　明日の婚儀も国王と王妃は、婚礼の儀式に顔を出すだけでその後の祝宴には出ない予定だ。

　その分、イライアスとオーレリアに注目が集まり気が休まる暇はないだろう。

　セラに不満をぶつけている暇はない。

　イライアスは溜息を吐いてからベッドにもぐりこんだ。

「お休みなさいませ」

　セラは礼をして部屋の灯りを消す。

　パタンと扉が閉まる音がして、人の気配がなくなり、イライアスは目を閉じた。

　しかし、こびりついた不快感が気持ちを重くさせる。到底眠れる気がしなかった。

「セラめ……あいつが余計な発言をするからだ」

　せっかく気分がよかったのに、嫌なことを思い出してしまったではないか。

　イライアスのもっとも嫌うふたり。メイナードとアレクシアの姿を。

　明日の婚儀にふたりは参列しない。

　不本意ながら招待状を送ってはいるが、メイナードは魔物の動きが活発なため領地を出られないと、返事を寄越してきた。

　アレクシアは王都に近寄ることを許していないので、当然招待状を送っていない。

「野蛮なメイナードには王都よりも魔物退治がお似合いだ。あの陰気な女は、怪我人の手当でもしていればいい、治癒魔法くらいしか長所がないのだからな」

　と言っても、イライアスはアレクシアの治癒魔法について、メイナードに知らせていないから、気づいていればの話だが。

　報告では城の作業場で薬作りをしているらしいから、魔法についてはなんらかの事情で隠しているのかもしれない。それにしても薬作りとは。

「はは、侯爵令嬢が落ちぶれたものだな」

　あれこれ考えていたら、気分が上がってきた。イライアスは満足して目を瞑り眠りに落ちた。




　これからの幸福を示すような快晴の日。

　王太子夫妻の結婚式は盛大に挙げられた。

　花嫁衣裳姿のオーレリアの美しさは格別で、イライアスは心が浮き立つのを止められなかった。

　初夜への期待が否が応でも高まる。

　パレードのときは、民に見せつけるように腰を抱き寄せ頬に口づけた。オーレリアは一瞬驚いた顔をしたものの、王太子妃らしく平然としたまま民に手を振っていた。

　さすが自分が見初めてた妃だと感心せずにはいられない。

　セラはあれこれ言っていたがどう考えても、アレクシアよりもオーレリアの方が優れている。民だって皆、羨望の眼差しで彼女を見ているではないか。

　王太子夫妻の誕生に、誰もが熱狂している。

　遥か昔の英雄と、つまらない女の影はもうどこにもない。

　イライアスは満足して、民に大きく手を振ってみせた。




　婚礼の儀と市中のパレード。そして夜は王太子夫妻を主役とした貴族との盛大な晩餐会。

　一日中動き回りさすがに疲れていたが、これからはついに待ちに待ったオーレリアとの初夜だ。

　イライアスは張り切って入浴をして香水をまとい、新たに作った夫婦の部屋に向かった。

　オーレリアは居間のソファーに優雅に腰をかけ待っていた。

　純白の夜着に、濃紺に金の刺繍が施されたガウンを羽織っている。

　普段の美しさに妖艶さが加わり、イライアスの頭を沸騰させた。

「オーレリア……綺麗だ」

　彼女の隣に座り、肩を抱き寄せる。

「イライアス様」

　オーレリアが微笑みながら、イライアスの体をそっと押す。

「オーレリア？」

「休む前に、少しお話をしてもいいですか？」

「あ、ああ、そうだな。今日はゆっくり話せなかったからな」

　少しガツガツし過ぎたか。初夜も大切だが心の交流も疎かにできない。

「イライアス様がお好きなワインを用意しました。どうぞ」

　オーレリア自ら、グラスに注いだワインは血のような赤。

「いいワインだな」

　口に含むと感じる芳醇な香り。さすがオーレリアの選択だ。

「気に入った、どこのワインだ？」

「母の生家で作っているものです。よろしければ取り寄せますが」

「ほお。それはいいな、頼もうか。王家御用達にしてもいい」

「まあ、ありがとうございます。母もきっと喜びますわ」

　オーレリアは顔を輝かせる。こうやって喜びを素直に表すところに惹かれているのだとイライアスは感じていた。

　感謝をされると嬉しくなる。もっともっと喜ばせてやりたいと思う。

「オーレリア、明日から離宮で過ごそう」

「離宮？　黄おう金ごん宮きゅうのことですか？」

「そうだ」

　黄金宮はオールディス王家特有の黄金の瞳を意識して建てられた、規模は小さいながらも煌びやかな城だ。

　オーレリアも、離宮を気に入っていたはずだ。

　だから大喜びするかと思っていた。

　しかし予想外に、オーレリアは戸惑いの表情になった。

「明日は、公務が入っているのではありませんか？」

「そうだが、オーレリアのためなら放棄していい。黄金宮でふたりきりで過ごそう。きっと楽しいはずだ」

　うきうきと語るイライアスは、そのときオーレリアの顔を見ていなかったが、当然喜んでいるだろうと思っていた。

　幸せで舞い上がり、勧められるままに酒を飲んだ。そしていつの間にか眠りに落ちていた。




「う……ここは？」

　目を開けたとき、辺りは薄暗かった。体が怠くて億劫だったが、上半身を起こして辺りの様子を窺う。

　どうやら夫婦の寝室のベッドで眠っているようだった。

「オーレリアはどこだ？」

　たしかふたりでワインを飲んで楽しく話していて……その後の記憶があやふやになっている。

　呼び出しのベルが見当たらず、イライアスは仕方なく自ら燭台に火を点けた。

　オールディス王家の人間は炎の魔力があるので、容易いことだ。

　部屋は明るくなったものの、体のだるさは治まらない。

　そのとき、ずきんと激しい痛みが体を襲った。

「くぅ！」

　経験したことのない痛み。混乱しながらも、とくに痛みのひどい腕を見る。

　知らない間に傷を負ったのかと考えたのだ。

　けれど、イライアスの視界に入ったのは予想外のものだった。

「な、なんだこれは！」

　イライアスは悲鳴のような叫びをあげた。

　その声が聞こえたのか、「イライアス様？」と高い声と同時に扉が開き、オーレリアが飛び込んできた。

「どうしたのですか？」

「い、いや、なんでもない、来るな！」

　思わず叫んだイライアスに驚きながらも、オーレリアは近づいてくる。

「腕をどうかされたのですか？」

　イライアスが必死に隠そうとしているせいで、逆にそこに異変があると察したようだ。

「止めろ！」

　制止にもかかわらず、オーレリアはイライアスの手を取ってしまった。その瞬間「きゃあ！」

　と甲高い悲鳴が上がり腕を離される。

　彼女は震えながら大きく目を見開き、イライアスの腕を凝視していた。

「呪いが……」

　その呟きに、イライアスは殴られたような衝撃を覚えた。

　恐る恐る、腕に目を向ける。

　そこには蔦が絡まるように複雑怪奇に入り混じった、漆黒の文字が刻まれていた――。










第四章　呼び出し




「メイナード様、どうぞ」

　アレクシアは、楽な室内着姿で寛ぐ夫に、丁度いい温度で淹れたコーヒーのカップを差し出した。

「アレクシア、ありがとう」

　メイナードは微笑み、カップを受け取る。

　ここはサザラント城、城主の私室。

　旦那様から名前呼びに変わってからしばらくして、アレクシアはメイナードの私室に出入りをするようになった。

　眠る前のひととき、その日あったことなどをお互い報告しあうのだ。

　とくになにもなかった日は、子供の頃の思い出などお互い思いついた話題を口にする。

　要はただのおしゃべりなのだが、アレクシアはこの時間を毎日とても楽しみにしていた。

「お顔の痣はほとんど、消えましたね」

　ふと会話が途切れると、アレクシアはメイナードの顔を見つめながら言った。

　初めて見たときは、黒いもので覆われていた彼の顔は、今は白く滑らかなものになっていた。

　漆黒の髪に、高貴な黄金の瞳。凛々しい眉とすっと通った高い鼻。薄すぎず厚すぎない絶妙な口元。

　改めて見る夫の美貌に、アレクシアは度々心の中で感嘆の溜息を吐いている。

　メイナードは目元を和らげ優しい目でアレクシアを見つめた。

「アレクシアが毎晩薬を塗ってくれたおかげだな」

「私は大したことは……でもお役に立ててよかったです」

　嬉しくなって隣に座るメイナードに身を寄せる。最近の夫はそんなアレクシアを優しく受け入れてくれるようになっていた。

「もう仮面を付けなくてもいいのに」

　メイナードは、ふたりきりの時は素顔でいるが、外では未だに仮面をつけている。

「しばらくはこのままでいる。いずれ時期を見て、外していこうと思っているが」

「そうなんですか？」

「あまりイライアスを刺激したくないからな」

「王太子殿下を？」

　なぜここで王太子の名前が出てくるのだろう。そう言えば、メイナードとイライアスについて話したことがほとんどなかったことに気がついた。

　アレクシアの中で、イライアスの存在がほとんど消えていたからだ。

　勝手な理由で追放したイライアスに怒りを覚えたときもあったが、目まぐるしく過ぎる毎日や、メイナードをはじめとしたサザラント城の人々との幸せな暮らしで、すっかり存在が霞んでいたのだ。

「メイナード様と王太子殿下は従兄弟同士でしたね。ふたりの間になにかあったのですか？」

　仲がよくないだろうとは、なんとなく気づいていた。

　メイナードの口からもイライアスの名前は出たことはないし、確信したのは数日前に行われた王太子の婚儀の招待を断ったときだ。

　たしかに魔獣の活動が活発にはなっているが、ルーサーの転移の魔法があるのだから、行けなくはない。

　体の方はまだまだ残っているものの、顔の紋様はほとんど消えているのだ。堂々と儀式に出席できる。

　それなのに、悩む様子もなくあっさりと行かないと決断した。

　少なくとも血縁としての親しみはなさそうだ。

「とくになにかがあったわけではないが、あいつとは馬が合わないようで、子供の頃からなにかと目の敵にされている」

「そうなんですか……」

　メイナードは人との間に壁を作っており一見冷たい雰囲気だが、心は温かい人だと思う。

　イライアスと顔を合わせていた頃は、もっと親しみを持てる人物だっただろうと想像できる。

　いったい彼のなにが気に入らなかったのだろう。

（分からない……でも王太子殿下が誰かを嫌うのに、理由なんてないのかもしれない）

　アレクシアが追放されたのだって、オーレリアに危害を加えたためとの建前だったが、それよりも前から、嫌われていたと思われる兆候はあった。

　相手は王太子なので神経をすり減らしながら慎重に接し、決して不快感を与えないように努力していたというのにだ。

　つまり、感性が違うのだろう。

　メイナードもそう感じているから、なるべく関わらないようにしているのかもしれない。

「それよりも、弟とは連絡が取れたか？」

「あ、はい。メイナード様とルーサーのおかげです。元気にしているようで安心しました」

　弟のルイに、アレクシアからだと分からないように送った手紙でも返事が来ないのでずっと心配していたところ、メイナードがルーサーに指示をして、直接届けてくれたのだ。

　もちろんブラックウェル公爵の側近としてではなく、適当な偽名を使ったとのこと。

「前の手紙は、アークライト侯爵が握りつぶしていたのか？」

　メイナードが不快そうに眉をひそめる。

「はっきりしないのですが、父よりは継母の可能性が高いと思います。父はあまり屋敷にいませんから」

　ルイ宛ての手紙をいちいち気にして取り上げるほど、暇ではないはずだ。

「アークライト侯爵の後妻か……手紙を隠したのはアレクシアからだと気づいたからだろうな。ブラックウェル公爵夫人からの手紙に手を出すとはいい度胸だな」

「私は公爵家に嫁いだといっても、王太子殿下の怒りを買った身ですから。もし露見しても、なにもできないと思ったのでしょう」

　元々アレクシアを下に見ていたのだ。今さら大した罪悪感はなさそうだ。

「アレクシアの冤罪も近いうち晴らさないといけないな」

「……それは無理じゃないでしょうか。王太子殿下はオーレリア様の件がなくても、私を嫌っていたようですし、王都で私の評判は地に落ちていますから」

　アレクシアとしては、今のままでいいと思っている。

　悪評はそのうち忘れられるだろうし、この期に及んでイライアスと関わり合いになんてなりたくない。

　できれば二度と会いたくないくらいだ。幸い王都には立ち入るなと言われている身なので、無礼にはならないはず。

　しかし、そう伝えてもメイナードは納得できないようだった。

「気持ちは分からないでもないが、名誉の問題だ。俺はアレクシアが不名誉な扱いを受けるのは許せない。たとえ王太子だとしても、罪のない人間を不当に扱うのは許しがたい」

　メイナードの声には力がこもっていた。

「ありがとうございます。私のために怒ってくださって。メイナード様は、正義感が強いんですね」

「……正義感だけで言ってるんじゃない」

「そうなのですか？」

　メイナードは一瞬ためらったものの、アレクシアを真っ直ぐ見つめた。

「俺は君を傷つける者は許せないんだ」

「メイナード様……」

　真摯に見つめられて鼓動がせわしなくなる。

　メイナードがアレクシアを大切に想ってくれているのを実感して、喜びと気恥ずかしさがこみあげる。

（メイナード様……好きです）

　王太子の婚約者として、常に慎み深くあれと教育されたアレクシアにとって、はっきりと口にするのはとても難しいけれど、それでも心の中ではいつも訴えていた。

　メイナードはそんなアレクシアを見て、少し困ったような顔になる。

「そろそろ休もう」

　メイナードがこう言ったときが、会話の時間が終わりを迎える合図だ。

　アレクシアは自分の部屋に戻って眠ることになる。

「……そうですね」

　もう少し話したかったと内心がっかりしながら、アレクシアは使ったカップをワゴンに下げた。

　アレクシアの部屋まではメイナードが送ってくれる。

　すぐに部屋に到着してしまい、扉の前で彼は言った。

「おやすみ、アレクシア」

「おやすみなさいませ、メイナード様」

　アレクシアが部屋に入り扉を閉めると、足音が遠ざかっていった。




「アレクシア様、どうしたのですか？」

　扉の前でぼんやりしていると、ディナに声を掛けられた。

「い、いえ、なんでもないの」

　アレクシアは早歩きで部屋の中央のソファーに行き、腰を下ろした。

「なんだか様子が変ですね。公爵閣下とのお話でなにかありましたか？」

　ディナは心配性なので、まあいいかと流すことをしない。

「本当になんでもないの。メイナード様とは、今夜は珍しく王太子殿下の話をしたわ」

「王太子殿下ですか？」

　ディナの顔色が一気に曇った。

「あんな人、話題に出す必要なんてないのに」

　王宮の人間が聞いていたら、確実に不敬罪に問われそうなことを、ディナはあっさり口にする。

「ディナ……それ、みんながいるところで言ったら駄目よ？」

「それはもちろん分かってます。でもアレクシア様にひどい扱いをした王太子を崇めるなんてしたくありません」

「気持ちは嬉しいけど、もし王太子殿下の部下に聞かれでもしたら、ただじゃすまないから」

　メイナードも刺激したくないと言っていたくらいだ。油断してはいけない。

「権力者が性格悪いって、周りは悲劇です」

　ディナは口をとがらせ言う。

　実はアレクシアも同じ気持ちだけれど、同意したら悪口でも盛り上がってしまいそうだ。

「そうだ。先ほどルーサー様がこちらをお持ちになりました。ルイ様からの便りです」

「え、この前来たばかりなのに？」

　弟からの手紙なら毎日届いても大歓迎だ。白い封筒とペーパーナイフをディナから受け取り、ウキウキしながら開封する。

　余程急いで書いたのか、いつも流麗なルイの文字が乱れており、アレクシアは眉をひそめながら手紙に目を通す。

【姉上。とても急いでいるので、前置きなしに要点だけ伝えます。

王宮の様子がおかしいのです。王太子殿下が関わる公式行事はすべて中止になり、オーレリア妃ひとりが表に出ています。それだけならよいのですが、表に出なくなったはずの王太子殿下から、父上がかなり強引に呼び出されました。その後三日経っても父は戻って来ず連絡が取れません。できる範囲で調べたところ、姉上の母君の実家であるリリー子爵家にも同じような呼び出しがあったようです。明らかに様子がおかしく、姉上にも関係している可能性がありますので、どうか気をつけてください】

「……どういうこと？」

　思わず呟きが漏れてしまう。

「ルイ様の知らせは、よくないことだったのですか？」

　ディナの問いに、アレクシアは首をかしげる。

「いえ、この手紙だけではまだなにも分からなくて」

　結婚したばかりなのに姿を隠した王太子。そして公式行事にひとりで臨む王太子妃。

（王太子殿下なら、ふたりで行動したがりそうだけど）

　イライアスは相当オーレリアを気に入っていたのだから、片時も離れたくないと考えるだろう。

　それに、父とリリー子爵家に呼び出しがかかったというのも気になる。

　その両家の接点は、アレクシアくらいしかないからだ。

（ルイの言う通り、私が関係しているのかしら）

　だとしたら今さらなんだと言うのだ。

　強引に追放しておきながら、今さら用があるとでも？

　考えると気分が沈む。

「アレクシア様、大丈夫ですか？」

　ディナが心配そうに聞いてくる。

「ええ。王太子殿下の様子がおかしいとルイが知らせてくれたの。よく分からないから明日、メイナード様に相談してみるわ」

「そうですか……」

　ディナはなにか言いたそうにしながらも、黙ってアレクシアのベッドを整えてから部屋を出ていった。

（ディナには心配ばかりかけているわ）

　それに、華やかだった王都からブラックウェル領に来て、毎日の仕事と言えばアレクシアの身の回りの世話と薬作りの手伝い。

　彼女が得意な髪を結ったり、ドレスと装飾品のコーディネートなどの仕事の機会は今のところない。

　アレクシアにとって満足なここでの暮らしも、ディナにとってもはつらいものだろう。

（一度今後についてしっかり話そう）

　もしディナが王都に帰りたいと言ったら、そのときは快く送ってあげなくては。

　寂しいけれど、彼女の希望通りにしてあげたい。

　ルイからの手紙の内容、ディナの今後。そして、メイナードとのこと。あれこれ考えながら、アレクシアは眠りについた。

　翌朝。身支度をしていると、メイド長がやって来た。

「奥方様。公爵閣下ができれば朝食をご一緒にとのことですが、いかがいたしましょうか？」

「もちろん行きます。そう伝えて」

　アレクシアは驚きながらもすぐに返事をした。

　メイナードは仕事の都合で、朝食の時間がまちまちだ。

　そのため、普段は一緒に取らない。

　急な誘いは、なにか大切な用件があるからだろう。

　ルイからの手紙について相談したいけれど、そんな余裕はないかもしれない。

　アレクシアは急ぎ支度を整えて、メイナードの私室に向かった。

　彼の部屋の居間のテーブルには、配膳したばかりだとみられる、ふたり分の料理が並んでいた。

「アレクシア、急に呼び出してすまない」

「おはようございます、メイナード様。私なら大丈夫ですから気になさらないでください」

　アレクシアはメイナードが引いてくれた椅子に腰を下ろす。

　彼は正面の椅子にキビキビとした動きで座り口を開いた。

「王都にいる部下から気になる知らせがあった。それはアレクシアにも関係する可能性がある」

　メイナードの言葉でピンときた。

「もしかして、王太子殿下の件ですか？」

　王宮からの知らせとやらは、ルイの手紙の内容と同じではないかと思ったのだ。

　メイナードは意外そうに目を見開く。

「なにか、聞いているのか？」

「昨日、ルイから手紙が届いたのです。それによれば王太子殿下は婚儀の直後姿を隠し、公務はオーレリア様ひとりで行っているのだとか。さらに王太子殿下はお父様とリリー子爵家を強引に呼び出したと」

　メイナードは頷いた。

「弟君は王太子の行動に不信感を持ったんだな」

「そうだと思います。母の実家であるリリー子爵家も関わっているため、私にも関係するかもしれないと言っていました」

「俺が手に入れた情報もだいたい同じだが、イライアスがアークライト侯爵を呼び出す前に、何人かの医師や薬師が王宮を出入りしていたらしい」

「それは……」

　アレクシアは瞬きをした。メイナードはそうだとでも言うように頷く。

「王宮でなにかが起きている」

「……いったいなにが」

　アレクシアが王都にいた頃のイライアスは、病気とは無縁だった。

（王太子殿下が病気の可能性は少なそう。では国王陛下が？）

　以前から体調を崩されていたし、悪化したのだろうか。

　イライアスはその対応で通常の公務にまで手が回らないのかもしれない。

　それにしても結婚してすぐに問題が起こるだなんて、オーレリアはひどく落ち込んでいるだろう。そんな中、健気に公務に勤しんでいるのは立派だ。

（やっぱりオーレリア様が王太子妃になったのは正しかったわ）

　イライアスの言動は同意しかねることばかりだったが、結婚相手を選ぶ目だけはたしかだったようだ。

「王家の動きについては部下に引き続き探らせている。ただイライアスがアークライト侯爵とリリー子爵家に接触しているのが気になる。アレクシアに対してなにか言ってくるかもしれない」

「そうですね」

「もし直接知らせがあったら必ず俺に知らせてほしい」

　メイナードは真剣な眼差しで言う。

「はい、もちろんです」

「アレクシアはブラックウェル公爵夫人だ。たとえ王太子でも勝手な振舞いは許されない」

　メイナードはかなり警戒している様子だった。

（今の話以外にも、気になる報告を受けたのかしら）

　アレクシアをあまり不安にさせないように、伏せている情報もありそうだ。

　なにかよくないことが起きているのかもしれない。考え込むアレクシアに気づいたのか、メイナードが表情を和らげた。

「すまない怖がらせてしまったな」

「いいえ、大丈夫です」

「食事にしよう」

　メイナードの言葉で、少し冷めてしまった食事を取りはじめる。

　ふたり共幼い頃から厳しいマナー教育を受けてきているので、どんなときでも所作は優雅で美しい。

　しばらく静かに食事を続け、食後のコーヒーの時間になるとアレクシアは先ほどから気になっていることを聞いてみた。

「王都にいる部下は、ブラックウェル公爵家の間諜なのですか？」

　王家には情報収集能力に特化した部下がいると聞いたことがある。このブラックウェル公爵にもそのような役割の家臣がいるのだろうか。

「ああ。少数だが要所に潜り込ませている。なにかあったときに情報がなくて対応が遅れては命取りになるからな」

「そうなのですか。あ、だから私が嫁いできたときも、最新のドレスや家具が揃えられていたのですね」

　突然決まった結婚なのに、よくこれだけのものを用意できたものだと当時不思議に感じたのを覚えている。

　王都の店で買ったにしても、ブラックウェル公爵領まで運ぶのには何日もかかるものだからだ。そのため王命が下る前に、情報を得て動いていたと考えるのが自然だ。

　しかしメイナードは苦笑いを浮かべながら否定した。

「残念ながらアレクシアの件について、情報を掴めていなかった。イライアスの身辺を探るようになったのは、俺たちの結婚が決まった後なんだ」

「では、あの準備は？」

「王命を受けた後に、ルーサーを王都にやって少し調査をしたんだ。そのときに花嫁を迎えるのに必要なものは揃えて持って帰った。ルーサーの空間魔法を使ってな」

　アレクシアは目を丸くした。

「そんなことができるものなのですか？」

「大した負担にはならないと言っていたが」

　荷馬車何台分もの荷物を軽々と収納できる空間魔法を軽々と……本当に普通の人間にそんなことが可能なのだろうか。

　以前、メイナードとアレクシアを同時に転移させたことと言い、ルーサーの力は一般の人の力を遥かに超えているように感じる。

　メイナードの呪いのように、外部からの影響を受けている様子もないのにどうして……。

「ルーサーは不思議な人ですね」

　アレクシアの言葉に、メイナードはわずかに首を傾げた。

「そうか？　幼い頃から共に過ごしているせいか気にならないな」

「幼い頃？　ルーサーはどのような経緯でブラックウェル公爵家に来たのですか？」

「いつだったかははっきりとは覚えていないが、母上が俺の友人にと連れてきたんだ。幼い頃は共に学び、成人してからあいつは家令の役割を務めるようになった」

「そうなんですか……」

　記憶があやふやなほど昔から一緒にいた。だからメイナードはルーサーを誰よりも信頼しているのだろう。

　アレクシアがディナを大切にしているように、メイナードにとってはつらい時期を支えてくれたかけがえのない存在なのだ。

　正直、ルーサーの人間離れした能力にはなにかがありそうで気になってしまう。

　けれど、メイナードにそれを伝えはしなかった

　ルーサーの優れた人間性はアレクシアだって分かっているのだから、気にしすぎるのはよくないのかもしれない。

　きっと今は神経質になっているだけなのだ。

　その後話題を変えて、少し会話をしてからメイナードは仕事に向かった。

　今日は、悪天候の影響で領内の税収が落ちていることについて、対策を検討するそうだ。

　アレクシアは、いつも通り作業場に行き、薬を作るつもりでいる。

　魔獣の動きは、依然として活発だった。ただ、ある一定のレベルに達するとそれ以上に悪化することはなく、砦の騎士たちでなんとか対応できている。




　ディナと共に、サザラント城の広々した回廊を進み、作業場に向かう。

「おはようございます」

　部屋の扉を開き普段通りに挨拶をした。しかし返事がない。

　作業場をぐるりと見回してみると、いつもはアレクシアよりも先に来ているマナカと手伝いの騎士ふたりの姿が見えず作業場は無人だった。

「みんなはどこに行ったのでしょうか」

　ディナは怪訝そうに呟き、窓の方に向かう。

　閉じていたカーテンを開き、作業場から続く庭の方に目を向けた。

「あ、あそこにいますね。なにをしているんでしょう」

　アレクシアもディナの隣に立ち、視線を庭に向ける。

　黒いローブを纏ったマナカが地面にしゃがみこみ、少しうしろに騎士ふたりが控えていた。

「なにか落ちていたのかしら？」

　様子を窺っていると視線を感じたのか、騎士のひとりがこちらを振り返る。

　アレクシアに気づいたようで、深々と頭を下げててからマナカたちに声をかけた。

　マナカはゆっくりと振り向き、それからおいでとでも言うように手招きをした。

「私たちも来いってことですかね？」

　ディナが戸惑ったようにアレクシアに言う。

「そうみたい。行ってみましょう」

　アレクシアとディナは作業場を出て、早足で庭に向かった。

「マナカ、どうしたの？」

　マナカは先ほどと同じような体勢で座ったまま、アレクシアを出迎えた。

「これを見てごらん」

　彼女は地面を指差している。そちらに視線を向けてアレクシアは「デルフィ？」と声を上げた。

　効果の高い薬草の原料となる花・デルフィ。薬師なら誰もがひと目で分かる花だ。

「朝咲いているのを見つけたんだ。シアも以前庭に咲いているのを見たって言っていただろう？」

「ええ。嫁いできて間もない頃だったと思うわ。ディナも見たわよね？」

　同意を求めると一緒に覗き込んでいたディナははっきり覚えていたようで頷いた。

「はい、たしかに見ました。あの後魔獣が現れて大変だったのですよね」

「そう。混乱していたけど、花はルーサーに渡したはずよ」

　庭に咲かないはずの花があるのはおかしいので調べると言っていた。

　あれからいろいろなことが起きていたのですっかり失念していたが、結局どうなったのだろうか。

「ふーん。じゃあ後でルーサーに確認してみよう。これは作業場に持ち帰ろうか」

　マナカは器用に花を根本から掘り起こし、持っていた布で包んだ。皆で庭を進み作業場に向かう。

　その途中、アレクシアはふとうしろを振り返った。

「奥方様、どうかなさいましたか？」

　騎士が反応して声をかけてくる。

「いえ、なにか妙な音がしたような気がしたから」

　甲高くて耳障りな、なにかの悲鳴のような。

　けれど視線の先には晴れ渡った青空が広がっているだけで、不審な点は一切ない。

「気のせいだったみたい」

「早く行くよ」

　マナカに急かされて、先を急ぐ。

　作業場に着いた頃には、妙な鳴き声のことはすっかり頭から離れていた。




◇◇◇




　その頃メイナードは剣をひと振りし、黒い波動を空に飛ばしていた。

　サザラント城に近づいていた、鳥型の魔物たちは一瞬にして塵となり姿を消す。

　少しの負担もなく魔物を討伐したメイナードは、眉間にしわを寄せた明らかに不機嫌な顔で剣を鞘に収めた。

「メイナード様、すべて片付いたようですよ」

　周囲の様子を伺っていたルーサーが告げる。

　砦から魔物の数が増えていると連絡を受けたのは、ほんの少し前のことだった。

　ルーサーと状況を確認しようと、話していたところで魔物の接近の気配を感じ急ぎ迎撃に出た。

「今度はアレクシアの作業場の方に向かっていたな」

　以前、魔物が降り立ったのも彼女の私室に繋がる庭。

　やはり偶然ではなく、アレクシアを狙っているのだろう。

「ルーサー、魔物の異変の原因は分からないのか？」

「アレクシア様の魔力に反応しているのはたしかだと思うんですけどね、今日に限って暴れたのにはまた別の要因があると思いますよ。城内に変化がなかったかどうか聞いてみましょう」

　メイナードは苦々しい思いで、手を握りしめた。

（このままではアレクシアが危険だ）

　早く原因を知り、取り除かないと落ち着かない。

　苛立ったまま城に戻ったメイナードのもとに、数少ない使用人のひとりである侍女が駆け寄ってきた。

「公爵閣下」

「なんだ？」

　メイナードは足を止めて、侍女の言葉を待つ。

　彼女は目が合うとびくりと震え、慌てた様子で目を逸らした。

　明らかにメイナードを恐れているのが見て取れる。

　その様子に気づいたのか、ルーサーがメイナードに代わって質問をした。

「なにか問題が？」

「はい。オールディス王家より使者がまいりました。公爵閣下に至急お目通りしたいとのことです」

「王家から？」

　ルーサーが意外そうに眉を上げる。メイナードは嫌な予感に顔を曇らせた。

「はい。謁見用の部屋でお待ちいただいております」

「分かった。ご苦労だった」

　メイド長は用が終わったとばかりに、足早にその場を立ち去る。

　メイナードはルーサーと目が合うと、早口で告げた。

「ルーサーはアレクシアのところに行っていてくれ。おそらくイライアスからの使者だ」

　ここ最近のイライアスの様子を思えば、アレクシアに接触してきてもおかしくない。

「分かりました。誰も近づかせませんのでご心配なく」

　メイナードの不安を察したルーサーは、頼もしい返事をした。

　彼と別れ、謁見用の部屋に向かったメイナードを待っていたのは、思いがけない人物だった。




「公爵閣下、お久しぶりです」

　部屋に入ると、座っていたソファーから立ち上がり完璧な礼をしたのは、メイナードも見知った昔から王太子の側仕えをしている女官だった。

　たしか現王妃の一族の出身でセラという名前だったか。イライアスに対して堂々とした言動が印象的だったため、覚えている。

　てっきり使者はイライアスの側近あたりだろうと思っていたので、意外だった。

　なぜならこのブラックウェル領は、間の森の存在により国内でも危険な土地として知られているからだ。

　王都から来る使者も商人も、男か戦闘訓練を受けた女性で、どうしても一般の女性が来なくてはならない場合は、十分な護衛をつける必要がある。

　アレクシアが嫁いできた際も、精鋭の騎士が馬車を囲い鉄壁の守備の道中だった。

　しかしセラはとくに鍛えている様子がない、普通の女性だ。

（イライアスはなにを考えている？）

　アレクシアになんらかの要求があるのだとしても、この女官を使う意味は？

「本日は王太子殿下の名代としてまいりました」

「用件を伺おう」

　メイナードは様々な可能性を思い浮かべながら、椅子に深く腰かけた。

　セラは仮面をつけたメイナードの前でも怯える様子はなく、むしろ微笑みながら口を開いた。

「ブラックウェル公爵夫人・アレクシア様に、王都にお出ましいただきたいのです」

　ある程度予想はしていたものの、メイナードはぴくりと反応した。

「なぜだ？」

「王太子殿下が、公爵夫人との対面を望んでいるためです」

「妻は、その王太子から王都への出入りを禁止されているはずだが」

　冷え冷えとした声を出すメイナードに、セラは目を細めて微笑んだ。

「その件についてですが、お喜びください。王太子殿下は、公爵夫人をお許しになるとのことです。今回の件を深く反省し、王家への忠誠を誓うのならば、王都に戻るのも可能でしょう」

　メイナードはすっと目を細めた。

「妻は反省しなくてはならないような罪を犯していない。それゆえに王太子に許される筋合いはない」

　セラは今日初めて動揺したように表情を変えた。

「アレクシア様は王太子殿下の寵愛を受けるオーレリア様を卑劣な手段で攻撃したのです。犯罪行為は王太子殿下の婚約者と言えども許されません。本来ならば二度と王都に足を踏み入れることも許されない身なのです。それを特別に許すと王太殿下がおっしゃっているのです。もちろん国王陛下への根回しもいたします」

「もう一度言うが、アレクシアは無実だ」

　セラは納得できないように首を横に振った。

「いいえ。民たちにまで悪役令嬢と蔑まれるほど、アレクシア様の所業はひどいものなのです」

「無責任な噂など信じるに値しない。話はこれで終わりだ。アレクシアは王都に行かせない」

「それはいけません！」

「いけない？」

　メイナードの声に怒りが滲む。

「誰に口を利いている？　なぜ俺が侍女のお前に指図をされないといけないのだ？」

　普段、アレクシアには決して見せない、冷酷な言動と威圧。

　さすがにセラも緊張感を滲ませたが、それでも彼女は引き下がらなかった。

「私は王太子殿下の名代としてここにいます。たとえ公爵閣下のご命令でも頷けません」

「王太子の命令だとしても、言われたまま妻を差し出すつもりはない」

　王太子と争うことも厭わないメイナードの決意を感じとったのか、セラが動揺を見せる。

「ですが、どうしても公爵夫人に来てもらわなくてはならないのです！」

「ならばその理由を述べよ。行くか行かないかは俺が判断する」

「そんな……」

　セラは葛藤しているようだった。おそらくメイナードの反応が予想と違っていたのだろう。

　部屋に沈黙が訪れた。

　セラは唇を噛みしめて、俯いている。

（これ以上は無駄だな）

　メイナードは椅子を鳴らして立ち上がった。

「言いたくないならそれでいい。だがアレクシアの王都行きは諦めろ」

　そう言い残し部屋を立ち去ろうとした。そのとき、

「お待ちください！　話します」

　セラが追いすがってきた。

　メイナードはそのひどく慌てた様子を一瞥してから、再び椅子に座る。

「……実は王太子殿下の体調が思わしくないのです」

　メイナードはわずかに目を瞠った。しかし仮面があるのでその変化をセラは気づかないまま、話を続ける。

「これまで病気ひとつしてこなかった王太子殿下が、婚儀のあと突然体調を崩されました。すでに多くの医師と高名な治癒術師が治療に当たりましたが、手の施しようがない状態なのです」

　それはメイナードも初めて聞く話だった。

（医師が出入りしていたのと、人前に出なくなったのはそれが原因か。だがまさか本人が病に罹っていたとはな）

　しかしセラが言った通り、イライアスは健康に恵まれており、これまで病になったなど聞いたことがない。

　突然の病状に違和感を覚える。

「王太子の状況は分かった。だがなぜアレクシアを呼ぶ必要があるんだ？」

「それは……アレクシア様の治癒魔法を試してみたいからです」

「すでに高名な治癒術師が診たあとだと言っていただろう」

「はい。国一番の強い治癒力を持つ術師も、手が出ない病です。だからこそアレクシア様のお力が必要なのです」

　国一番の術氏が癒せない病。そんなものはひとつしか思いつかない。

　だが、まさかと思う。

「高名な者たちができないことを、妻が成し遂げるとは思えないが」

「いいえ！　アレクシア様の力ならば。現に公爵閣下の呪いの痣もアレクシア様を娶ってから消えてきているではありませんか」

　メイナードは小さな溜息を吐いた。

「公の場で素顔を晒した覚えはないが……当家の内情に詳しいようだな」

「え？　いえ、それは……」

「今さら誤魔化さなくていい。王家の間諜が紛れていることには気づいていた」

　セラが信じられないとでも言うように、目を見開く。メイナードは構わず続けた。

「俺の呪いの痣が消えたのはアレクシアのおかげだと考えているようだが、その彼女を必要としているということは、王太子は俺と同じように呪われでもしたのか？」

　可能性は半分くらいだった。鎌をかけたのだ。

　そしてセラの反応は、確定だと物語っていた。

「なるほどな……王太子が」

　原因は不明だが、イライアスにもメイナードと同じ漆黒の紋様が現れたのだ。

「事情は分かった。妻と話し合った後に返事をしよう」

　メイナードは複雑な感情を隠してそう言い、祈るように両手を合わせるセラを置いて部屋を出た。




「え、王太子殿下に、メイナード様と同じ黒い痣が？」

　セラとの話を伝えると、アレクシアは大きな目をさらに見開き、それから落ち着きなく視線をさまよわせた。

「そんな……どうして？」

　余程驚いているのだろう。

　メイナードだって、最初はかなりの衝撃を受けたからその気持ちはよく分かる。

　混乱している様子のアレクシアを落ち着かせるために、彼女の隣に腰を下ろした。

「原因は分からない。だが、イライアスはアレクシアの力を必要としている。俺のこの痣を消した力はたしかなものだ。きっと助けられるだろう」

　アレクシアはゆっくりとメイナードを見つめた。

「でも……私は王太子殿下に会うのが怖いです」

「それは分かってる。無理をしなくていい。断るならそれでいいんだ」

　メイナードはセラに対していたときとは比べようもないほど、優しい声で告げた。

　この〝呪い〟の苦しさは誰よりも分かっているが、アレクシアに無理強いをして苦痛を味わわせたくない気持ちが大きかった。

　そのためなら、イライアスを見捨てることも、王家との関係が悪化するのも構わない。

　そう思うほど、メイナードは自分の妻に心を寄せていた。

（まさか、こんなふうになるなんてな）

　押し付けられた妻のはずだった。

　それでも初めから、姿絵を見たときから彼女に好感を持っていた。

　誰もが避ける自分と結婚しなくてはならないことに同情したのと同時に、嬉しくも思っていたのだ。

　それは一生独りで生きていくと決意したメイナードが、心の底で寂しさを抱えていたからだろう。

　彼女を特別な存在だと感じるのは自然な心の動きだった。

　そして、人柄を知るにつれ、好意が愛情に変化していった。

　大切で、愛おしくて手放せない。メイナードにとって唯一の女性。

　だからどんなときでも彼女の心も体も守りたい。

　アレクシアは迷っているようだった。けれどしばらくすると吹っ切れたようだ。

「メイナード様、私王都に行ってきます」

　メイナードは頷いた。

「王太子殿下と顔を合わすのは怖いけど、このまま無視をしたら後で後悔すると思うんです」

「分かってる」

　アレクシアらしいと思った。彼女が決めたことなら反対はしない。メイナードの役目は彼女を支えて守ることだ。

「心配しなくていい。俺も一緒に王都へ行く」

「え？　でも」

「イライアスがなにをしてくるか分からないからな。大切な妻をひとりで送るなんて俺にはできない」

　アレクシアは、頬を真っ赤に染めた。

「メイナード様」

「出立は三日後にする。用意は間に合うか？」

「はい。ディナも連れて行っていいですか？」

「構わない。王都では弟君にも会えるように段取りしよう」

「ありがとうございます」

　アレクシアはとても嬉しそうに微笑んだ。




　セラに王都行きの承諾の返事をすると、彼女は喜び休む間もなく旅立っていった。

　それからは、非常に慌ただしく動くことになった。

　道中の護衛を任せる騎士の選定。

　メイナードひとりならば護衛など必要ないが、アレクシアがいるとなるとそうもいかない。

　ルーサーの転移の術を使うことも考えたが、複数を飛ばすには遠すぎて難しい。

　調整を続けようやく形になったのは出発前日の日没前だった。




　その日の夜、メイナードはアレクシアの私室を訪れた。

「旦那様？　どうしたのですか？　今夜はもうお顔を見られないかと思ってましたのに」

　アレクシアは突然の訪問に驚きながらも、笑顔で部屋に迎え入れてくれた。一緒にいた侍女のディナは気を利かせたのか、部屋を出て行く。

「急にすまない、支度中だったか？」

　いつになく物が散乱した様子の部屋を見て、メイナードが言うと、アレクシアは笑いながら首を振った。

「もう終わったところですから大丈夫ですよ。ディナとふたりでなにをもっていこうか悩んでいたら散らかってしまいました」

　その作業が楽しかったのか、アレクシアは機嫌がよかったが、メイナードは気まずい思いになった。

　今まで気づかなかったが、彼女には実家から連れてきた侍女がひとりしかいないのだ。

　城の侍女には、事情がありアレクシアとは関わりのない役目を与えている。それなのに別の者を雇うこともしていなかった。

　公爵夫人としてあり得ない待遇だし、名門侯爵家出身の令嬢が自ら荷物の整理をするなど普通なら考えられない。

　自分の気の回らなさに嫌気がさした。

「すまない。俺のせいでこの城には使用人が少なくて苦労しただろう？」

　アレクシアはきょとんとしたように目を丸くした。

「え……いいえ？　そんなことはないですよ。私は満足しています。困っていることなんてありません」

「本当か？」

　彼女は優しいから気を遣っているのではないだろうか。

「はい。あ、でもディナには苦労をかけてしまっています」

　アレクシアは顔を曇らせて言う。

「彼女は私の幼馴染でもあるんです。メイナード様にとってのルーサーのような存在ですね。王太子殿下の件が片付いたら、ディナの今後について相談させてください」

「ああ、もちろんだ。ディナの望むようにできる限りのことをしよう」

　メイナードの返事にアレクシアはにこりと笑った。




　すぐに引き上げるつもりでいたが、少し話したいと言うアレクシアに促されソファーに並んで座った。

「明日、出発ですね。久しぶりの王都だと思うと緊張します」

　そう言いながらも、アレクシアは嬉しそうだった。

「俺ほど久しぶりではないだろう？」

「そうですね」

　アレクシアは納得したように頷く。

「俺が最後に王都に行ったのは公爵位を継いだときだ。遠巻きに眺められ、陰口を叩かれて、煩わしかったのを覚えている」

　その頃にはいちいち傷ついたりしなくなっていたが、不快ではあった。

　面倒事は嫌だったので、顔に出したりはしなかったが。

「王都では素顔をお見せになるのですか？」

「今のところは考えていない。顔を隠しても出しても注目されるのは変わらないからな。それなら最初から他人が近づかないようにした方が都合がいい。俺が王都に行く目的はアレクシアを守り、イライアスの様子を探るためだ。なぜあいつに症状が現れたのか調べることで、この呪いの秘密が分かるかもしれない」

「承知しました。メイナード様がそれでいいのなら、私はなにも言いません」

　アレクシアがさらりと告げた言葉には、メイナードへの愛情と信頼が窺えた。そんな彼女に対する愛おしさがこみ上げる。

「アレクシア」

　改まって名前を呼ぶと、アレクシアは首を傾げた。

「はい」

「この件が無事片付いたら、結婚式をやり直さないか？」

「え？　どうして？」

　瞬きをするアレクシアに、メイナードは気まずい思いで答える。

「夜の礼拝堂での式が怖かったと言っていただろう？　俺の意向で暗闇での式にしたが、アレクシアの希望はなにひとつ聞いてやらなかった。後悔しているんだ」

　あの頃は、いずれ離縁するつもりでいたから大々的にしたくなかったことと、自分の顔を明るい日の光の下で晒すのが嫌だったから、夜の式を強行した。

　しかし、今のメイナードに、アレクシアと離縁をする気はない。

　結婚式をやり直すなどおかしなことかもしれないが、ふたりにとって幸せな想い出にしたいのだ。

　アレクシアはメイナードの申し出にひどく驚いた様子だが、しばらくすると首を横に振った。

「いいえ、大丈夫です。結婚式をやり直さなくても私は幸せです」

「しかし……」

「それよりも、私は……」

　アレクシアはなぜか頬を赤くする。

「どうした？」

「あの、私はメイナード様と……」

　言いづらいのか、アレクシアの声は小さくなって消えてしまった。

　心配になってよく顔を見ようと見つめれば、アレクシアはますます赤くなって俯いている。

「アレクシ……」

「メイナード様が好きです！」

　呼びかけるよりも早く、アレクシアが高い声をあげた。まるでやけになったような大きな声。だけど彼女の顔は真剣で、目には涙が滲んでいる。

「だから……ほんとうの妻にしてほしいです」

　メイナードはショックを受けて目を見開いた。

　なんてことを言わせてしまったのだと、激しい後悔が襲ってきたのだ。

　その台詞は自分から言うつもりでいた。それなのにアレクシアが言い出す気配に気づかず遅れをとった。

　女性から、しかも高位貴族令嬢として育ったアレクシアから口に出すのは、どれほどの勇気が必要だったことだろう。

　自分だって、かなりの決意の下に伝えるつもりだったのだ。

　後悔してもしきれないし、挽回は難しいかもしれないが……。

「メイナード様、私は……」

「アレクシア」

　彼女の言葉を、メイナードは遮った。

「はい……」

「不甲斐ない俺を許してほしい」

「え？」

　メイナードはソファーから立ち上がり、アレクシアの前に跪いた。

「アレクシア、俺はあなたを愛している」

「え……あの、メイナード様？」

「俺に好かれても困るだけだろうと、なかなか言い出せなかった。幸せにする自信を持てなかったんだ。だがそんな情けない自分は、今ここで捨てる。アレクシアだけを愛しこの人生をささげると誓う。だから俺の本当の妻になってほしい」

　アレクシアが戸惑っているのはよく分かった。それまで甘い台詞など口にしたことなどなかった自分が、まるで人が変わったように愛を囁くなんて。

　けれど、想いを口にしたら止まらなくなった。

　アレクシアを愛している。ほかの誰にも渡さない。

　彼女を幸せにするのは自分以外にはいない。

　想いを込めて見つめると、アレクシアは泣き出してしまった。

「はい……メイナード様の本当の妻になります。夢みたい……嬉しい……」

　華奢な肩を震わすアレクシアが愛しくて、メイナードはたまらない気持ちで手を伸ばしその体を抱きしめた。

「アレクシア……好きだ。愛してる」

「メイナード様……」

　涙目で見つめてくる彼女に頭がくらりとした。

　強く抱きしめてその可憐な唇に初めて触れた。










第五章　断罪




　王都までの道中は、とくに危険に遭うこともなく至って順調だった。

　頑丈な馬車にはアレクシアとディナが乗り、メイナードと護衛の騎士三人がその周りを囲う。

　移動中はずっと馬車に揺られることになったが、メイナードと一緒の旅だと思うと不安はなく、そのせいか輿入れのときほどの疲れは感じなかった。

　以前よりも早く、出発五日目の夜には王都にあるブラックウェル公爵家のタウンハウスに入ることができた。

　タウンハウスには、五人の使用人がいた。

　普段主人不在の屋敷だが、ときどきルーサーが訪れて管理状況を確認していたため、すぐにでも生活できるよう整えられていた。

　しかし予想外のことが起きた。変なところに気が利く使用人たちは、メイナードとアレクシアの部屋を同室としていたのだ。

　寝室の中央には、体の大きな男性騎士が四人は眠れるような広いベッドが存在感を放っており、メイナードとアレクシアを沈黙させた。

　ディナも初めは困惑していたけれど、「夫婦だから当然ですよね」と切り替えて、アレクシアを残して自分に用意された部屋に移動していった。

　部屋に残されたふたり。アレクシアは固まるメイナードに問いかけた。

「あの……どうしましょうか」

　驚きはしたものの、アレクシアとしてはメイナードと同じベッドで眠ることに抵抗はない。

　出発の前日に想いを伝えあい、ふたりの気持ちは重なっているのだから。

　本当の夫婦になるのはサザラント城に帰還してからと約束しているが、早まったとしてもとくに問題はないと思っている。

（メイナード様にならなにをされても大丈夫）

　むしろ触れてほしいと思っている。

　メイナードから与えられた、頭の中が真っ白になるような口づけを、ときどき思い出してしまうのだ。

　彼の中でのけじめなのか、メイナードは道中アレクシアに触れてくるようなことは一切なかった。

　でもアレクシアは夫とのふれあいを望んでいる。恥ずかしくて決して口には出せないけれど。

　そんなアレクシアの気持ちを知ってか知らずかメイナードは、「俺はソファーで眠る」と言い出した。

「え、そんな」

　思わず寂しさを口にしてしまうと、メイナードはあからさまに動揺した。

「だが、一緒に眠るのはまずいだろう？」

「そんなことありません。私たちは夫婦なのですから」

「それはそうだが……」

「それに、メイナード様がソファーで私がベッドを使うなんてできません」

　しばらくの攻防の末、メイナードが折れて、同じベッドで眠ることになった。

　といっても広いベッドなので、ふたりの距離はかなり空いている。

「メイナード様」

　呼びかけると、天井を向いていたメイナードが体を横にした。

「どうした？」

「なんでもないです。ただ名前を呼びたくなったんです」

　本当は寂しさを感じたからだ。人とは欲張りなもので、一度甘い経験をすると我慢ができなくなる。

　メイナードの腕の心地よさを知ったアレクシアは、どうしても夫の温もりを求めてしまう。

　その気持ちが通じたのか、または彼も同じ想いなのか、メイナードは逞しい腕を伸ばし、アレクシアを腕の中に閉じ込めた。

　ドクドクと高鳴る鼓動が伝わってくる。

「メイナード様」

　愛しさがこみ上げて呼びかけると、そっと唇を塞がれた。

　ついばむような口づけを繰り返すうちに熱が入ったメイナードが、アレクシアを組み敷くように覆いかぶさってきた。

　じっと見下ろしてくる黄金の目は鋭い光を湛えている。

　だけど怖いとは思わなかった。

　大きな手がアレクシアの小さな手を絡めるように握る。

　そして再び始まる深い口づけ。

　お互いを求める行為は、その後しばらく終わらなかった。




　翌朝、アレクシアが目覚めたときに、メイナードの姿はすでになかった。

　彼が横になっていた部分は温もりもなくすっかり冷えているから、大分前に起きたのだろう。

　昨夜はメイナードと数えきれないキスを交わした。

　アレクシアは夢中になり、彼の広い背中に腕を回して縋りついていたが、いつの間にか眠りに落ちたようで、その後に言葉を交わした記憶がない。

　今日は昼過ぎに王城に向かう予定でいるが、その前にルイが訪ねてくれることになっている。メイナードは同席しないのだろうか。

　そんなことを考えながらベッドを降りて、部屋に造り付けの浴室に向かった。

　実家にいた頃も、ブラックウェル公爵家に嫁いだ後も、入浴はひとりで行っていたので、素早く動ける。

　丁寧に体と髪を洗ってから浴室を出たところで、メイナードが部屋に戻ってきた。

「メイナード様、おはようございます」

「おはよう」

　メイナードは爽やかな笑顔になった。

　部屋に差し込む朝の光が、彼を照らす。

　黄金の瞳は優し気で美しく、アレクシアは自分の夫に対してときめきが止まらない。

「あ、あの、どこかに行かれていたんですか？」

「庭で剣の素振りだ。一日でもサボると体が重くなるからな」

　メイナードはアレクシアの頭にぽんと触れてから、汗を流しに浴室に向かった。

　こんなふうに自然のふれあいが増えてきているということに、夫は気づいているのだろうか。

（嬉しいな……）

　その後、部屋に来たディナの手を借りて身支度を整え終えてすぐに、ルイが到着したとの知らせがきた。

　アレクシアが出迎えると、ルイはそれは嬉しそうに駆け寄ってきた。

「姉上、お久しぶりです！」

「ルイ！」

　手を取り合って再会を喜ぶ姉弟を、メイナードは少し離れたところで眺めている。

「メイナード様、弟のルイです」

「義あ兄に上うえ、初めてお目にかかります。ルイ・アークライトと申します。どうぞお見知りおきください」

　礼儀正しいルイに、メイナードは好意を持ったようで、柔らかな笑みを浮かべる。

「メイナード・ブラックウェルだ。ルイ殿はアレクシアによく似ているな」

「はい。昔からよく母親違いとは思えないほど似ていると言われておりました。それから僕のことはルイと呼び捨ててください」

「ああ。ではルイ。久々に姉と再会したばかりで申し訳ないが、いくつか聞きたいことがある」

「もちろんです」

　ルイは頷き、メイナードに促された席に着く。アレクシアも座り、丸いテーブルを三人で囲むような配置になった。

「今日の午後に王宮に向かい王太子と面会する。その前に今の状況を知りたい。以前アレクシアに手紙を出した頃と比べ、なにか動きはあったか？」

　ルイは少し緊張した面持ちで頷いた。

「実は昨夜、動きがありました」

「昨夜？」

　メイナードの眉がぴくりと動く。

「はい。長く王宮に滞在していた父が突然戻ったんです。非常に疲れている様子でしたが、休む間もなく僕を書斎に呼び出して言ったんです。王太子殿下には希望が持てないかもしれない。お前は第二王子殿下に仕えるようにと」

「……お父様が、そんなことを？」

　アレクシアは驚き、呟いた。

　第二王子とは、現国王の側妃が産んだ王子で、イライアスの母親違いの弟。今年で十二歳になる。

　イライアスとはかなり年が離れているうえに、母親の身分が低かったことから、王位継承争いは起きず、あまり注目をされていない。

　アレクシアとルイの父親であるアークライト侯爵も、関わりを一切持っていなかった。それなのに、どうして今になってルイを側仕えにしようとするのか。

（王太子殿下の体はそんなに悪くなっているの？）

　父はイライアスに見切りをつけたのだろうか。

（そもそもお父様は王太子殿下をどう思っていたのかしら）

　アレクシアが婚約者候補から外されたことで、王太子とアークライト侯爵家の関係に溝ができていないのだろうか。

　追放されたのが愛していない娘だとしても、家が蔑ろにされた事実は変わりがないのだから。

「それでルイは、今後第二王子の側近になるつもりなのか？」

　メイナードが問い、ルイは困ったように肩を落とした。

「いえ、母上が大反対をしているため、どうなるかまだ決まっていません」

「……ルイの母親は、アークライト侯爵の後妻だったな」

　メイナードの声が、少し堅くなった。

「はい。地方の男爵家の出です。父に見初められ僕を産み、姉上の母君が亡くなったあとに、正式な妻になりました。実は母の実家は王太子妃オーレリア様のストライド子爵家の親族です。そのため王太子殿下の敵になりうる第二王子に仕えることを止めようとしているのです」

　ルイの話では、彼の母パメラが後妻としてアークライト侯爵家に入る条件として、侯爵家の運営に関わらないこと、というものがあったらしい。

　しかし、いつの間にかなあなあになり、父が怒らないのをいいことに、最近ではなんにでも口出しをするようになったそうだ。

「僕は母上の言いなりになるつもりはありません。第二王子殿下に仕えるかどうかは、一度本人にお会いしてから決めます」

　落ち着かない環境にいるはずなのに、堂々としていてぶれないルイに、アレクシアは感心した。

　離れてからまだ一年も経っていないのに、随分しっかりしたようだ。

「誰に仕えるかはルイが自分で決めた方がいい」

　メイナードが賛成すると、ルイは安心した様子だった。

　その後は近況報告など穏やかな会話をして、次の再会を約束してルイはアークライト侯爵家に帰っていった。




　笑顔で見送ったアレクシアは、彼の馬車が見えなくなると小さく溜息を吐いた。

「メイナード様、かなり複雑なことになっているようですね」

　まさか次期国王について、見直そうと考えている貴族がいるとは思いもしなかった。

　しかもそれが、自分の生家だとは。

「ルイが巻き込まれなければいいのですけど」

「そうだな。俺もできる限り手助けする。と言っても今のブラックウェル公爵家の、王宮内での影響力は低い」

「そうですよね」

　アレクシアは眉を下げた。ルイを守りたいけれど、できることは限られているのだ。

「大丈夫だ」

　メイナードはアレクシアの肩にそっと手を置いた。

「え？」

「これまでは中央に関わってこなかったが、これからは必要なら介入する。だから心配しなくていい」

「そんなことが、可能なのですか？」

　メイナードが発言したとして、耳を貸す貴族がいるのだろうか。

　あからさまな無視はしないだろうが、よくない噂ばかりのメイナードを見下している者は多い。

（メイナード様が傷つかなければいいけれど）

　いや、もしそんなことになったらアレクシアが盾になればいいのだ。

　王太子の婚約者として、貴族同士の会話の駆け引きは学んでいる。

　苦手で嫌な訓練だったけれど、夫の助けになるならなんでもやる。

　決意を固めるアレクシアに、メイナードが優しく言う。

「そろそろ支度をしないとな。謁見時の衣装を用意してあるから、着替えてこい」

「ドレスを用意してくださったのですか？」

「ああ。ブラックウェル公爵夫人に相応しい衣装だ」

　いったいどうやって用意したのだろうと不思議だったが、元々アレクシアの新しい衣装としてオーダーしてあったものらしい。

　それを王都に赴くことになったので、急ぎ仕上げてもらったそうだ。

　ドレスの手配には、いつの間にかディナも関わっていたようで、部屋に戻ると豪奢な濃紺のドレスが存在感を持って飾られていた。

「これは……なんて素晴らしいの」

　アレクシアは思わず、そう呟いていた。

　黒に近い濃紺のドレスには、華やかな金の刺繍が贅沢に施されている。

　女性らしく大きく開いた胸元には、繊細な造りの黒いレースが覆い、肌を露出し過ぎないように工夫がされていた。胸元とふわりと広がったスカート部分には、刺繍のほかに、黒真珠が惜しみなく使われていて、上品な華やかさを演出している。

　これまで見たこともないほどに、素晴らしいドレスだった。

　うっとりと見惚れるアレクシアの様子に、ディナは満足した様子だった。

「今までアレクシア様がお召しにならなかった色ですが、絶対似合うと思います。さ、着替えましょう」

「ええ……」

　期待に胸を膨らませながら、鏡の前に座り化粧をしてもらう。髪はディナの技術で繊細に結い上げ、黄金の髪飾りで仕上げをする。

　ドレスに着替え全身が映る姿見の前に立ったアレクシアは、自分とは思えない姿に唖然として口を開いた。

「私ではないみたい」

　いつもよりもしっかりした化粧なのか、かなり大人びた印象になっている。

　濃い色のドレスに金の髪が映えて美しい。

　まるで自分とは思えないほどに高貴な雰囲気に溢れ、決して侮れない公爵夫人がそこにいた。

　しかも今さら気づいたが、このドレスの色は……。

「メイナード様の髪と瞳の色？」

　口にすると胸が高鳴った。夫の色に身を包む喜びと恥ずかしさが体を熱くする。

　そんなアレクシアに、ディナが満足そうに頷く。

「はい、公爵閣下の色に限りなく寄せました。最高に綺麗です。王太子殿下が今のアレクシア様を見たら、絶対に後悔します！」

「そ、それは言いすぎじゃない？」

「いいえ。王太子殿下だけでなく、城の人たちみんなアレクシア様に見惚れますよ。ああ、私も王宮に行けたらその様子を見られるのに」

　皆がアレクシアを悪く言い蔑ろにしたことについて、ディナは相当腹に据えかねていたようだ。

　ようやく挽回の機会が来たとばかりに張り切っている様子。

「帰ってきたら王宮での様子を詳しく教えてくださいね！」

「わ、分かったわ」

　ディナの迫力に押されながら頷いた。




　アレクシアを迎えにきたメイナードは、魔獣から国を守る公爵家当主に相応しい姿だった。

　詰襟の黒い軍服に、金の勲章が映えている。深紅のサッシュに腰には儀礼用の剣を帯びていた。

　すぐに言葉が出てこないくらい凛々しい姿。けれど一番目を引くのは、仮面を取ったメイナードの素顔だった。

　段々見慣れてきてはいるものの、正装姿は初めてで、威力が倍増している気がする。

（かっこいい……）

　こんな人が自分の夫だなんて。

「メイナード様、本当に素敵です」

　素直な気持ちを言葉にする。しかしメイナードは聞こえていないのか返事をしない。それどころかぼんやりと部屋の入口から動かずにいることに気がついた。

「あの、メイナード様？」

　どうしたのかと声をかけると、彼ははっとしたような顔をして、アレクシアに近づいてきた。

「アレクシア……そのドレスは……」

「はい、メイナード様の指示でディナが用意してくれたものです。どうですか？」

　アレクシアはくるりと回ってみせた。

「あ、ああ……よく似合っている……綺麗だ」

　メイナードはたどたどしく答える。

　嬉しくなってアレクシアは夫の腕に自分の手を絡めた。

「メイナード様の色なんですよ」

「そ、そのようだな……」

　メイナードは照れているのか、反対の手で口元を覆っていた。




　その後メイナードのエスコートで、馬車に乗り込んだ。

　ブラックウェル公爵家のタウンハウスから王宮までそれほど距離はないので、あっという間に着くだろう。

　馬車の窓からは見慣れた貴族街の風景が流れていく。やがて白亜の宮殿がはっきりと見えてきた。

「宮殿が見えてきましたね。ついに、と思うと緊張します」

　アレクシアが胸に手を当てて言うと、メイナードが優しく微笑んだ。

「大丈夫だ。なにが起きても俺が守る」

「メイナード様……ありがとうございます」

　優しく頼りになる夫への愛情がこみ上げて、緊張が和らいでいく。

　馬車が速度を落とし、ゆっくりと停まった。

「着きましたね」

「ああ」

　メイナードがエスコートのために、手を差し出す。大きな手に自分の手を重ねようとしたアレクシアはふと気がついた。

「仮面を付けなくていいのですか？」

「ああ。このまま行く。状況が変わったんだ」

「なにかあったのですか？」

　そう言えば、アレクシアが身支度をしているとき、屋敷内が騒がしかった覚えがある。

　人の出入りがあったような……もしかしたら新たな情報が入ったのだろうか。

　あれこれ考えを巡らすアレクシアを、メイナードが真剣な表情で見つめた。

「詳しくは後で説明する。イライアスとの対面では驚くことがあると思うが、アレクシアが危険にさらされないようにする。どうか俺を信じてほしい」

　夫の様子から、やはりなにかあったんだと確信した。

（すごく気になる、後ではなくて今知りたいけれど）

　前もって話してくれなかったのは、きっと理由があるのだろう。

　アレクシアはしっかり頷き告げた。

「もちろんメイナード様を信じています」

「ありがとう」

　メイナードはそれは優しく微笑んだ。




　久々の王宮。突然現れたアレクシアとメイナードに、人々の視線が集まる。

　貴族たちは、仮面を外したメイナードのシミひとつない美しい顔を見て衝撃を受けていた。

　ざわめきが広がり、愕然としたようにこちらを見ていた。

　かすかに「呪われ公爵が」や「悪役令嬢よ」と囁く声が耳に届く。

　予想を超えた注目に足が震えてしまいそうなほどに緊張が高まったけれど、メイナードが支えてくれていたので、勇気が出た。

　自分は公爵夫人なのだと、堂々とした足取りで王太子の待つ謁見室に向かう。

　両開きの扉の前に立つ護衛の騎士たちまでもが、メイナードを見て怪訝な顔をしていた。

　彼らが扉を開くと、床を走る赤い絨毯の先の一段高くなった場所には、視界を遮るように天井から厚い布がかかっていた。

　メイナードと顔を見合わせてから、真っ直ぐ進む。

　アレクシアたちが近づく気配を察したのか、厚い布が静かに開いた。

　中にあるひと際豪華な椅子には、黒い仮面の男が座っていた。ただ豪奢な黄金の髪からイライアスなのだとひと目で分かる。

　彼と対になるように置かれた椅子にはにオーレリアが着席しており、少し離れた場所にアレクシアの父と継母の姿があった。

　アレクシアとメイナードは、イライアスから少し距離を置いた位置で立ち止まり、頭を下げた。

　礼儀として、この中で一番身分の高いイライアスから声がかかるのを待っているのだ。

　しかし、なぜかなかなか言葉がかからない。

（どうして黙っているのかしら）

　不審感を覚え始めたとき、なにかがばきりと割れる大きな音が聞こえてきて、アレクシアは驚きつい顔を上げてしまった。

　そして目の前の光景に目を見開く。

「お、王太子殿下……」

　イライアスが椅子から立ち上がっていた。仮面は外れていて顔一面をどす黒い刻印に覆われた顔がはっきりと見えた。

（想像していた以上にひどいわ）

　衝撃を受けながら視線を落とすと足元には、先ほどまで彼の顔を隠していた黒い仮面がふたつに割れて転がっている。

　先ほどの音はこの仮面を破壊した音なのだろう。

　イライアスは明らかに激高した様子で、アレクシアたちを睨んでいた。

「お前たちの仕業なんだな！」

　突然の言いがかりに、アレクシアは困惑した。

（王太子殿下はなにを言っているの？）

　アレクシアの治癒の力が欲しくて呼び出したのではないのだろうか。現に状況が非常に悪いのは一目瞭然。

　それならば、むしろ丁重に出迎えるところなのに、いきなり罵倒されるとはいったいどうしてなのか。

　分からないことだらけだが、イライアスの顔は憤怒に染まっていてとても恐ろしい。

　なにも言えないアレクシアに代わり、メイナードが口を開いた。

「王太子殿下、要請に応じ妻と共に領地からまいりましたが、これはどういうわけでしょうか」

　メイナードの声は冷ややかだった。

　彼がイライアスの態度に不快感を持っているのが、聞かなくても分かった。

「それはこちらの台詞だ！　お前のその顔、なぜ呪いが消えている？　俺の顔に突然こんなものが現れておかしいと思ったが、お前がなにかしたんだな！」

　冷静なメイナードとは対照的に、イライアスは理性を失ってしまったように怒鳴り立てている。

　かつては冷酷なところはありながらも、余裕と自信に溢れ、他人を見下すような人だった。

　しかし今はその面影は一切ない。

「たしかに妻のおかげで呪いから解放されました。それは王太子殿下もご存知のはず、なにしろ当家に間諜を送り込んでいたのですから」

　メイナードの言葉にアレクシアは内心驚愕していた。

　王太子の手の者が城にいたとは信じられないからだ。

（いったい、誰が……）

　あの少数精鋭の使用人の中に、メイナードを裏切っている者がいるというのだろうか。

「アレクシア！」

　思考を巡らせている中、急に大声で名前を呼ばれて、アレクシアは飛び上がりそうになった。

「は、はい、王太子殿下」

「今すぐ俺の呪いを解け。これは王命だ」

　いつか、アレクシアを追放したときのような、居丈高な態度だった。

「妻は解呪士ではないので、すぐに呪いを解くのは不可能です」

　メイナードがアレクシアを庇うように一歩前に出た。守られているのを感じ、アレクシアはほっと息を吐く。

「嘘を吐くな！　現にお前は消えているではないか！　もううんざりなんだよ！　早くしろ」

　叫ぶイライアスに、もはや王太子としての品位はない。

（王太子殿下として尊敬なんて到底できない）

　人助けだと思いやって来たけれど、イライアスに対しほんのわずかに残っていた善意すらも消えてしまいそうだ。

　アレクシアをはじめ誰もが辟易としたこの最悪な場に、突然穏やかな声が響き渡った。

「イライアス様、お鎮まりください」

　オーレリアだった。それまで無反応でイライアスの暴言を聞いていた彼女が、初めて口を開いたのだ。

　落ち着き、余裕の笑みさえ浮かべている彼女からは、満を持して出てきた強者のような自信が溢れていた。

　イライアスはオーレリアの言うことは聞き入れるようで、口を閉ざしてどさりと椅子に座り込む。

　オーレリアはイライアスを一瞥してからアレクシアに視線を移した。

「アレクシア様、お久しぶりですね」

「王太子妃殿下。ご無沙汰しております」

「お元気そうでよかった。報告を受けて知っていましたが、公爵と仲がよさそうですね」

「……はい」

　アレクシアはオーレリアの様子に違和感を持ちながら相槌を打つ。

　王都に居た頃から深い関わりはなく、知っているのは彼女の能力や成果などの表面的なことで、人柄を理解しているわけではなかったけれど、こんなに冷たい雰囲気の人物だっただろうか。

　まるでイライアスのように身分が下の者を蔑む態度のような……。

（王太子妃になって変わったの？）

「アレクシア様、イライアス様のお顔を治してください」

　戸惑うアレクシアに、オーレリアが頼んできた。

「先ほど夫が申した通り、私は解呪の魔法を使えるわけではありません。薬を塗って気長に治していくことになります」

「薬？　それはどの程度かかるものなの？」

「顔の部分だけなら十日ほどで」

　オーレリアは眉をひそめた。

「顔だけで？　では全身はどのくらいなの？」

「それは……はっきりは分かりかねます」

　メイナードですらまだ体中の呪いが消えたわけではないのだ。

　完全に消えるのかもまだ分かっていない。

　はあ、とオーレリアは盛大な溜息を吐いた。

「使えませんね」

「え……？」

「それでは遅いのです。私たちは一刻も早く王位を継承しなくてはならないのですから。ほかの公務は私が代わりに行えますが、戴冠式だけは王自らが立たなくてはなりません。ですから今すぐにでもイライアス様の痣を治さねばならないのです」

　話が思いがけない方向に進んでいる。アレクシアはメイナードをさり気なく窺い見た。夫はとても険しい表情だ。

　オーレリアはメイナードの怒りなど気にした様子もなく続けた。

「アレクシア様は城に滞在し、休まずに解呪にあたるように。これは王太子妃としての命令です」

　アレクシアは愕然とした。

　オーレリアはもっと冷静で思慮深く、慈悲の心のある人だと思っていた。だから物語の健気のヒロインと重ねられ、貴族や民の支持を得たのではないのだろうか。

（いくら王太子妃になったからといって、人の都合を一切考えないこんな言い方はひどいわ）

　しかも今はメイナードが一緒にいるのに。かつては英雄と呼ばれ、今は呪われた恐ろしい公爵として恐れられている人物を前にしてもまったく動じない。

　以前イライアスが、オーレリアが危害を加えられ心も体も傷いたと言っていたけれど、それは本当なのだろうか。

　こんなに強く堂々とした女性が、傷つき泣いて王太子に頼ることしかできないなんてあり得ないと思う。

　もしかして、と今頃になってようやく気がついた。

（オーレリア様が被害に遭ったということ自体が偽りだったら？　邪魔な婚約者だった私に悪役のレッテルを貼り排除するために仕組んだのだとしたら……）

　あまりにも冷酷で強かな女性だ。相手の人生を平気で踏みにじり平然としていられるなんて。

　オーレリアに対する気持ちが、急激に変わっていく。勤勉なところを立派だと尊敬していたが、それすら吹き飛んでしまう落胆だった。

　そんなアレクシアの反応を気にも留めずに、オーレリアは一件落着とばかりに微笑んだ。

「イライアス様、それでよろしいですね？」

　イライアスはおとなしく頷く。

「ああ」

　けれど、ふたりのやり取りにメイナードが割り込んだ。

「申し訳ありませんが、その命令には従えません」

　堂々としたその物言いに、誰もが驚きの表情になる。

「メイナード、お前、王太子妃のオーレリアに逆らうのか？」

　イライアスがすぐさま食ってかかるのを、メイナードは冷めた目で受け止めた。

「王太子妃だからといってブラックウェル公爵夫人への横暴は許されない。それに王位を継承すると言っていたが、それは誰の判断だ？　我々貴族にはなんの報告もないが」

　メイナードの態度が変化していた。

　イライアスへの怒りを隠しもしなくなったのだ。

　動揺し息を呑むイライアスから視線を逸らしたメイナードは、端に控えていたアークライト侯爵と彼の妻に問いかけた。

「あなたたちはイライアス王太子の王位継承に賛同しているのか？」

　どちらも言葉に詰まったように返事をしない。ようやく答えたのは、アレクシアの継母パメラだった。

「もちろん賛同しています。国王陛下は病で伏せていることが多いため、早々に健康な王への即位が望ましいでしょうから」

「その王位を継ぐ予定の者が、健康を害しているように見えるのだが」

　メイナードは皮肉に笑った。

「そ、それは……」

「アークライト侯爵夫人は、王太子妃の生家とは血縁関係にあるらしいな。公平な目で見ているとは思えない。そもそもあなたには政治に口を出す資格がないはずだ。これ以上の意見は必要ない」

　パメラはぐっと押し黙る。アレクシアは複雑な気持ちでその様子を眺めていた。

　実家にいた頃は、パメラの意見が絶対で、アレクシアは小さくなって生活していたのだ。ルイの母親だから憎いとまでは思わなかったけれど、恐怖は感じていた。その相手が今、自分の夫の前で小さくなっている。そして。

「アークライト侯爵。あなたはアレクシアの実の父親なのに、王太子が彼女を追放する際に、一切の反論をしなかったそうだな」

　次は父親が責められていた。彼もまたメイナードの前では頼りなく見える。

「……王命には逆らえませんでした。今ここにいるのも命令を受けたからで……」

「後妻はアークライト侯爵家の政に口出しをしない条件だったと聞いていたが、なぜ好き勝手させていた？　娘を蔑ろにしていたのになぜ平然としていられたんだ？」

　次々投げかけられる疑問に、父は答えられない。

　メイナードは溜息を吐いた。

「王太子もアークライト侯爵も、女に惑わされ、正しい心を失ったようだな」

「メイナード！　貴様なんて無礼な……まるでオーレリアが悪女のような口ぶりではないか。今すぐ発言を撤回して謝罪しろ！」

　イライアスが今にも掴みかからんばかりの勢いで言う。

「断る。そんなことよりも自分の心配をしたらどうだ？」

「なんだと？」

「国王陛下に毒を飲ませていたのだろう？」

「なっ！」

「体調を崩した国王陛下がいつになっても回復しないのはおかしいと、不信感を持つ医師や薬師がいても不思議はない。彼らは密かに調査をしていた」

　イライアスは信じられないというように言葉に詰まる。メイナードはすっと目を細めた。

「なにも知らないと言いたそうだな。お前ではないなら、王太子妃の仕業か？」

　オーレリアはイライアスのような動揺は見せていなかったが、メイナードの言葉にゆっくりと椅子から立ち上がった。

「そこまでおっしゃるのなら証拠があるのですよね？　もしただの言いがかりなのでしたら、たとえ公爵でもただでは済みませんよ？」

　強い怒りが滲む視線がメイナードに向けられ、アレクシアの心臓はドクンドクンと煩く脈打つ。

　予想もしていなかった展開にひどく混乱していた。

　不安のあまり、メイナードの腕を掴んでいた。彼はアレクシアの不安に気づいたのか、安心させるように微笑んでくれた。

　その表情が、この場の張り詰めた雰囲気とは対極の余裕に溢れていて、ほんの少しだけ冷静さを取り戻せた。

（もしかしたら、先ほど言っていた〝驚くこと〟とはこの状況なの？　大丈夫だって言っていたけれど……）

　もちろんメイナードを信用している。それでも心配ではらはらする。

「証拠ならある。今お見せしよう」

　メイナードは不敵に笑う。するとまるでこの場を見ていたようなタイミングで、扉が開いた。

「誰？　人払いをしているはずよ？」

　オーレリアが不満そうに言う。しかし扉を開けた人物は堂々と入ってきた。

「入室の許可は、王妃様からいただいていますので」

「え、ルーサー？」

　アレクシアは目を丸くした。そこに現れたのはブラックウェル領に残ったはずのルーサーだったのだ。

「ど、どうして？」

　唖然とするアレクシアの手をメイナードが掴み、耳元で囁いた。

「大丈夫だ。すぐ終わる」

　今起きているのは予定通りの出来事のようで、メイナードはまるで慌てていない。

　アレクシアは戸惑いながらも、成り行きを見守るしかなかった。

　ルーサーはなにもない宙に手を翳す。するとそこに分厚い書類の束が現れた。

「こちらがお望みの証拠です。正式なもので、実は裁判所に提出済みです」

「な、なんだと！」

　イライアスがルーサーに突撃して、書類を奪い取る。

「これは……」

　乱暴に書類をめくり、崩れ落ちるように床に膝をついた。

「もうばれてしまっているんですよ。もう大分前からオーレリア妃と共謀して王位乗っ取りを企んでいたと。国王に毒を盛り元から患っていた病の進行を早める筋書だったのでしょう。アレクシア様を追放してから、随分好き勝手していたようですね」

　ルーサーがどこか馬鹿にしたように告げる。

「ち、違う……俺はそんなことは……」

「協力者のセラという女官はすでに捕らえられましたよ。誤魔化すのは無理です」

「セラが？　まさか……」

「ご存知ありませでしたか？　では実行犯は王太子妃殿下かもしれませんね。ですが王太子殿下も、国王陛下の病を治すよりも、王位継承の方に乗り気だったとの証言がありますよ」

「それは……お前は……何者だ？」

　膝をついたイライアスが、憎悪の目でルーサーを見上げる。

　ルーサーは面白そうに見返しながら、応えた。

「俺ですか？　オールディス王家の一族ですよ。イライアス王太子とも血縁になりますね」

「は？　……なにを言っている？　そんな話は聞いたことがない！」

　イライアスは驚愕したものの、すぐに馬鹿にしたように口元を歪める。

「それにお前は王家の色をまるで継いでいない。どこにも黄金がないではないか！」

「はあ……本当になにも知らないんですね」

　ルーサーは肩をすくめ、メイナードを見た。

「俺から説明していいですか？」

「ああ、頼む」

「では……始まりは今から五代ほど前の王です。彼は王子だった頃、異界に繋がるという間の森に強い興味を持ち、多くの時間をブラックウェル領で過ごしていました。王位にはほど遠い第八王子という身分から止める者もいなかった。その王子はある日間の森でひとりの女性と出会うんです。それが今、王太子殿下の体を蝕むしばむ呪いの始まりでした」

（え？　どういうこと？）

　アレクシアは驚愕してルーサーを見つめた。

　彼は今、呪いの正体について流暢に語っているのだ。

（どうして？　誰も原因を知らないと言っていたのに）

　さらに驚くのはメイナードが少しも動揺していないところだ。つまり彼も知っていたと言うことになる。

（私だけが知らなかった？）

　突然輪から外されたような心細さと悲しみが押し寄せてきた。

　頭がクラクラして立っていられない。するとメイナードがアレクシアの腰を抱き寄せた。

　まるで大丈夫だとでも言うように。決して離れないようにしっかりと自分に引き寄せる。

（わけが分からない……でも）

　アレクシアはメイナードに身体を預けた。蚊帳の外にされたことで傷ついてはいるけれど、でも今はふたりにすべてを任せようと思ったのだ。

「どういうことだ？　分かるように話せ！」

　イライアスは依然として怒鳴り続けている。

「王子が出会った女性は、異界で身分の高い姫君だったのですよ」

「魔物たちの姫というわけか？　これは面白い」

　馬鹿にしたようなイライアスを無視して、ルーサーは続ける。

「王子は彼女に深い興味を持ちました。しかしあくまで興味で恋ではなかった。一方で異界の姫は王子に恋をして、こちらの世界で彼と共に過ごすことを願ったのです」

「俺の先祖が魔物と結婚したと言うのか？　これは傑作だ」

「結婚していたらよかったんですけどね、王子は姫を研究材料にしただけでした。恋をしていた姫は利用されていたことになかなか気づかず、理解したときには力のほとんどを失っていたのです。しかもお腹には子供がいた」

　ルーサーはなにを思っているのか目を伏せた。

「その子供はどうなったのです？」

　オーレリアが問いかけると、ルーサーはちらりと彼女を見て薄く笑った。

「生まれましたよ」

「姫は？」

「子供を生んだあとすぐに亡くなりました。力を使い果たしたと言われていますね」

　なぜルーサーはここまで詳しいのだろう。そう考えて気がついた。

　先ほど彼は自分を王家の子だと言っていたではないか。

（まさか……）

　ごくりと息を呑むアレクシアの前でルーサーは続ける。

「ただ生まれた子は体中、黒いものに覆われていました。そのためオールディス王家の血筋でありながら、隠された存在になったのです」

「黒いもの……呪いか？」

「はい。この世界ではそう言われているものです。しかし実際は呪いではなく、異界の者の証です。つまり今王太子殿下の体にあるその紋様も、メイナード様にあった紋様も異界の力の表れなのですよ」

「う、嘘だ……今の話では俺はその王子の直系というわけではないではないか！」

「そうですね。子孫はこの俺ですから。俺の家系は王家の庇護を受けながらも、その存在を一切隠しひっそりと生きてきたんですよ。ある役割を果たしながらね」

（やっぱり……）

　アレクシアは溜息を吐いた。

　ルーサーこそが、異界の姫の血を引く、王家の隠された子供だったのだ。

　以前から不審に感じていた彼の人並み外れた魔力の強さも、特殊な血筋だと言えば説明がつく。

　そして王家の人間だから、王女の子であるメイナードに近づくことができた。

「大きな問題はなかったのですが、状況が変わったのがメイナード様の母君である前国王の王女が誕生したときです。不思議なことに王女の体の一部に黒い紋様があったのです」

　謁見の間に沈黙が訪れる。

　誰もが困惑しているのだ。

「……その原因は解明しているのですか？」

　オーレリアが口を開いた。その顔は血の気を失い真っ白で、翡翠の瞳だけが輝いていた。

「まるで分かっていませんでしたが、最近やっと手がかりが掴めました」

「そ、それはなんだ！　俺の体がこうなったのも関係しているのか？」

　イライアスがたまり兼ねたように叫ぶ。

「俺の家系の役割は、自らの体も使って魔獣について研究をすることです。やっかいな血筋なので結婚や出産は徹底的に管理されていました。とはいえ抜け道はいくらでもある。メイナード様の母君にはなんらかの事情により俺の先祖の血が入ったんでしょうね」

「だからなんだ！　回りくどい言い方をせずに簡潔にいえ！」

「本当に短気ですね……まあ、いいですけど。結論としては先々代の王が、俺の先祖と浮気をしたため、メイナード様にも王太子殿下にもごくごく薄くですが異界の血が入っているんですよ」

「お、俺に異界の血が？」

　イライアスは愕然として呟く。

「それほど嘆く必要はないと思いますけど。俺を見たら分かるでしょうが、ごく普通の人間ですよ。むしろ高い魔力を得られて得をしています」

「なにが得だ！　汚らわしい……」

　イライアスは頭を掻きむしりながら、蹲うずくまる。その様子はあまりに感情的で、違和感を覚えるくらいだった。

「まあ、そのようなわけで、俺には少し特殊な力があるんですよ。それを使って誤魔化せない証拠を掴みました。国王と王妃も王太子夫妻を庇う気はないようなので、もう逃れるのは無理でしょうね。お気の毒ですが自業自得です」

　ルーサーの言葉が終わると、再び扉が開き数人の武装した騎士がぞろぞろと入ってきた。

「王太子殿下、妃殿下。国王陛下の命令によりご同行願います」

「ひっ！」

　イライアスが醜い悲鳴を上げる。オーレリアはイライアスよりも冷静な様子だったが身を翻し逃げ出そうとした。

　しかしメイナードが行く手を阻むように立ちふささがる。

「どこへ行くつもりだ？」

「……そこを退いて」

「逃亡しても無駄だ。諦めろ」

　オーレリアは真っ青な顔でアレクシアを見た。

「アレクシア様、公爵に退くように言ってください」

　アレクシアは驚き息を呑んだ。まさか彼女がアレクシアを頼ってくるとは思わなかったからだ。

「捕らえられたら私は破滅します。見逃してください。あなたは慈悲深い人でしょう？」

　情に訴えかけようとでも言うのか、オーレリアは弱々しく言い募る。

　手のひらを返したような言動に衝撃を受けながらも、アレクシアは「いいえ」と毅然と答えた。

「私が慈悲深い人間だと本当に思っているのなら、なぜ王太子殿下が追放の命令を下したときに止めなかったのですか？　冤罪だと訴えなかったのはなぜ？　あなたの言うことなら王太子殿下は聞いたはずなのに、見て見ぬふりをした」

「それは……その頃、私にはなんの権限もありませんでした」

「権限がなければ、なにもしないのですか？　それが冷酷なことだと思わないのですか？　……多分あなたは他人の気持ちが分からないのでしょうね。ですからはっきり言います。私は王太子殿下とあなたに怒りを感じています。庇う気は一切ありません。ご自分の罪をしっかりと償ってください」

　オーレリアはひどく驚いているようだった。アレクシアが突き放すと思っていなかったのだろう。茫然としたまま騎士に拘束されてわめくイライアスと共に謁見の間を連れ出された。

「大丈夫か？」

「メイナード様……はい、驚くことばかりで混乱していますけど」

「動揺させて悪かった。詳しく説明するから」

「はい」

　心配そうなメイナードに応えていると、甲高い声が割り込んできた。

「アレクシア！　どうしてオーレリア妃を庇わなかったの？」

　パメラだった。彼女はアークライト侯爵の制止を振り切り、アレクシアの下に向かってくる。

「お継母さま……」

「なんて、薄情な娘なの？」

　まるでアレクシアが悪だとでも言いたそうに、恨みの目を向けてくる。アレクシアは内心溜息を吐きながら、パメラを見つめた。

「薄情なのはどちらでしょうか」

　いつになく冷ややかなアレクシアの声に、パメラがぎくりと立ち止まる。

「血は繋がらないながらも家族になった私に、あなたはいつも冷たかった。ルイの母上にこんなことを言うのは嫌でしたけど、あなたを家族とは思っていません。情など一切ないのでオーレリア様の件で頼られても迷惑です。二度と私に関わらないで」

　自分でも驚くほど、突き放す冷たい言葉だった。けれどそれだけアレクシアは怒っていたのだ。

　もうずっと長い間。割り切ったつもりでいたけれど、心の奥に消せない怒りの火種があったのだ。

（でも、これでもう忘れるわ）

　そう決意して、実の父に視線を送る。

　久しぶりに見た父は小さく頼りなさげに見えた。

　幼い頃から父親らしいことをしてくれた覚えはないけれど、それでもたったひとりの父だと思い、慕っていた時期もあった。

「お父様。今までありがとうございました」

「アレクシア……」

「こんなことになってしまい残念です。これからはルイの負担にならないよう振舞ってください」

　この場にいたのだ。おそらく父は王太子たちの企みに少なからず関わっている。

　そう遠くないうちに、調べが入り捕らえられるかもしれない。

　罪人になる父に会うのはこれで最後かもしれない。

「さようなら、お父様」

　アレクシアは最後の言葉を父に送った。少しだけ胸が痛んだ。




　混乱する王宮からタウンハウスには、ルーサーの転移魔法で戻った。

　とても疲れていたが、休むより先に事情が聴きたい。

　メイナードもアレクシアの気持ちを分かっていた。

　着替えもせずに、ルーサーを含む三人で応接間に籠り説明の時間を取ってくれた。

「実はメイナード様たちが出立した直後に、リリー子爵がやって来たんです」

　ひと言めにルーサーがそう言った。

「え？　叔父様が？」

　アレクシアの母の実家であるリリー子爵家。数年前に祖父母が亡くなり今は母の弟が当主となり治めている。

「着の身着のままの状態でした。王太子に捕らえられていたところを、命からがら逃げ出して、王家の影響力が弱いブラックウェル公爵領を目指したそうです。アレクシア様が嫁いできたのも大きかったんでしょうね」

「でも、どうして叔父様が捕らわれたの？」

「王太子殿下の異変を治してくれってことだったみたいです。リリー子爵家の薬は有名ですから。でもリリー子爵はその命令に従わず拒否したようです」

「叔父様は拒否したのはなぜ？　リリー子爵家はどこの派閥にも属していないし王太殿下を見捨てる理由はないと思うのだけど」

　むしろ政治からもっとも遠いところにいる貴族と言えるだろう。

「それは王太子の体を覆うあの痣を消す方法が無いと知っていたからです。さっき俺はいかにも事情を知っている体で話してましたけど、実はほとんどリリー子爵から授かった知識なんですよ」

「そうなんですか？」

　思わずメイナードの方を向く。彼は頷き補足してくれた。

「俺もルーサーも、王家の隠された子について一切知らなかったんだ。ルーサーの両親は俺たちが幼い頃急な事故で亡くなってしまったし、唯一事情を知っていた母上も何も語らなかった」

「なぜ大切なことを言わなかったのでしょうか」

「それは今となっては分からないが、伝えて余計な不安を与えたくなかったのもあるかもしれない。この紋様は異界の魔力を得たときに現れるものだが、必ず出るというわけではないそうだ。ルーサーのように、紋様がなくても強い魔力を備えている場合もある」

「メイナード様と王太子殿下はなんらかのきっかけで、魔力に目覚め紋様が現れたとということなんですね？」

「おそらく。そのきっかけがなにかは判明していないが、俺の母は強い魔力に身体が耐えられず弱っていったのだと考えられるそうだ」

　メイナードはそう言いながら目を伏せた。早くに亡くなった母親に想いを馳せているのかもしれない。

　声をかけられないでいると、メイナードが顔を上げて気持ちを切り替えるように言った。

「事情を知るリリー子爵は、イライアスの体の紋様は病でも呪いでもないから治せないと言ったんだ。その態度が気に障ったのか城に軟禁されたが、滞在中に王太子夫妻がよからぬことを企んでいることに気づいたらしい。告発するために逃亡を決意したそうだ」

「それは謁見の間で言っていた、国王陛下に毒を飲ませたという件ですか？　叔父様が調べたことだったのですね？」

　メイナードは頷いた。

「俺の手の者も、国王の病状に不信感を持つ者が増えていると報告してきていたため調べてはいたんだ。だからリリー子爵が気づかなくても時間の問題だっただろう。イライアスは王位のっとりを企む大胆さを持ちながら、計画はずさんだったようですぐに露見した」

「ブラックウェル公爵家にも王太子殿下の間諜がいたとおっしゃっていましたよね？」

「ああ、侍女のひとりがイライアスと通じていて、俺とアレクシアの情報を送っていた。だが国王暗殺については関わりがないようだ。イライアスは本当になにも知らなかったのかもしれないな」

　含みを持つ口ぶりがなにを意味するのか、アレクシアにも分かっていた。

（オーレリア様が主導していた可能性が高いのだわ）

　王太子妃の地位を手に入れた彼女が、なぜそんな危険を冒そうとしたのだろう。

　王妃となり最高の権力を得たかったのか。

（そこまで欲に取りつかれていたの？）

　王太子妃として堂々と座っていた彼女の姿を思い出すと、暗い気持ちになる。

（王太子殿下との関係はどうなるのかしら。あのふたりの間には本当に愛はあったの？）

　物語のような運命の恋人と呼ばれたふたり。けれど、イライアスに異界の血が混じっていると知ったときのオーレリアは、ひどい拒否反応を示していた。

　まるでイライアスのすべてを拒絶するような……。

（あの紋様もひどく嫌がっていたようだし……）

　そこまで考えていてふと気がついた。

「あの、メイナード様。黒い紋様が呪いではなく異界の魔力を得た表れなのだとしたら、なぜ私の薬で消えたのでしょうか」

「以前も話したが、アレクシアの魔力が異界の魔獣にとって天敵なのは間違いない。薬に含まれたわずかな魔力が少しずつ異界の魔力を消していったのだろう」

　アレクシアは瞬きをした。

「でもそれだとメイナード様の力が弱くなってしまうのではないですか？」

　ブラックウェル公爵の役目は、魔獣を討伐し国を守ること。彼は本当に紋様を消すのを望んでいるのだろうか。

「今のところ変化は感じない。一度得た力は紋様が消えても失われないのかもしれない。だがもし異界の魔力がなくなっても、自身の力で役目を果たす。アレクシアと家臣と領民を守ってみせる」

　力強く宣言する夫は、自信に溢れていた。

　出会った頃の、人を拒絶するような壁はもう少しもない。

「メイナード様……私も力になれるようがんばります」

「ああ、頼りにしている」

　メイナードは柔らかく微笑み、アレクシアの頬に手を伸ばそうとした。その瞬間咳払いが聞こえてきて、メイナードは伸ばしかけていた手をぴたりと止めた。

「あー仲がいいのは結構ですが、俺の存在を忘れないでくださると助かります」

　呆れたようなルーサーの言葉に、メイナードとアレクシアは気まずさでいっぱいだ。

「わ、忘れてなどいない」

「では話を進めていいですか？　アレクシア様に肝心なことを言っていないので」

　ルーサーの問いに、メイナードは「ああ」と相槌を打つ。

　ルーサーはアレクシアの方に身体を向けた。

「アレクシア様、リリー子爵家はやはり特別な家系でした」

「どういうことですか？」

「古くはブラックウェル公爵家と同様に魔獣を退治する家系だったそうです。一族の者はなぜか魔獣に強い体質だったため、皆を守って戦い出したのが始まりだそうです」

「まさか……」

　にわかに信じられない話だ。母も祖母もそんな話は一切していなかったからだ。

「なぜ異界と繋がる門があるのか、魔獣はなぜ出てくるのか、リリー子爵家は錬金術を究める傍ら研究を続けているそうです。だから俺の先祖や一族についても詳しく知っていたんですよ」

「そうなんですか……叔父様はまだサザラント城に滞在を？」

　できれば詳しい話が聞きたい。

「ええいらっしゃいますよ。大分弱っていたので保護しています」

「よかった……」

「戻ったらすぐに会いに行こう」

　メイナードが、アレクシアの気持ちを察したように言う。

「はい！」

「だが、その前に王都で後片付けだ。アークライト侯爵が罪に問われるのだとしても、ルイは助けないといけない。彼が無事家を継げるように、俺たちで支えになろう」

「メイナード様、本当にありがとうございます！」

　アレクシアは大喜びで、メイナードに抱きついた。

　父とパメラを突き放したもののルイが心配で仕方なかったからだ。

　メイナードは優しく微笑み、アレクシアを受け止めてくれた。




　その後、ルーサーは得意の魔法で領地とタウンハウスを行き来し、メイナードとアレクシアは王都で、事件の後始末に走り回った。

　実は王族だった彼を使い走りにしてよいのだろうかと心配になったが、今までと態度を変えないでくれと本人が言っているので、変わらずに接している。

　メイナードは国内最大の公爵家の当主として、アレクシアはその妻として国王との謁見も果たし王都での地位を取り戻しつつあった。

　イライアスとオーレリアは、国王暗殺の容疑で一生を離宮に幽閉。アークライト侯爵とその妻パメラは謀反を知りながら黙っていたと証明され、罪人が暮らす離島に送られることになった。そこで働きながら罪を償うのだという。

　アークライト侯爵家は、騒動の責任を取り子爵位に降格したが、ルイが当主になることは認められた。

　そしてアレクシアは、ルイの手助けをする一方で、薬師としてもっと力を付けようと決意し、勉強を始めていた。




　アークライト侯爵夫妻が離島に向けて旅立った日の夜。

　眠れないアレクシアをメイナードが夜の散歩に誘ってくれた。

　タウンハウスから出て、夜の街を馬でゆっくり進む。

　慣れない乗馬も、暗闇もメイナードの腕に包まれていると少しも怖くなかった。

　馬は街を出て郊外に向かう。しばらくすると辺り一面、白い光に溢れた草原にたどり着いた。

「ここは？」

　幼い頃から王都で暮らしていたが、こんな場所は初めてだ。

「王都の外れにある公爵家の私有地だ」

「私有地だから近づいたことがなかったのですね、白い光がとても綺麗……」

　アレクシアは目を凝らした。よく見ると光の正体は一面の白い花だった。

「これは……デルフィの花？」

「そうだ。この花は異界の者が苦手とする花なんだそうだ。口にすると死んでしまう。だが怖いのは彼らにとって抗いがたい匂いを放っていて、引き寄せられずにはいられないことだそうだ。だから昔はサザラント城の庭一面に植えて育てていたそうだ」

「魔物をあえて城に呼び寄せるためにですね。そうすれば討伐しやすいし町と領民を守りやすいから……それにしてもこの花にそんな効果があっただなんて。そう言えば、城の庭に一輪咲いているところを見ました」

　あれは初めて魔獣を目にした日だ。

「あの鳥は、デルフィに惹かれたのでしょうか」

「そうかもしれないな。ランクの高い強く賢い魔獣は花の恐ろしさを理解して近づかないそうだが、弱い魔物は誘惑に負けて簡単におびき寄せられると言われている。あの鳥はとくに敏感で久々に咲いた花の匂いに抗えなかったのだろう」

「そうなのですね。私には匂いはあまり感じませんけど、たしかに不思議な魅力がある花だとは思います。とくに月明りの下では美しいですね」

　少し風が出てきた。

　メイナードは上着を脱ぎ、アレクシアの肩にふわりとかける。

「とても美しいと思う。だが母上はこの花が苦手で側にあると体調を崩したそうだ。だから父上は母上が嫁いで来たときにすべての花をここに移し変えたんだ。そして間の森近くの砦で魔獣を監視するようになった。それ以来城の庭に咲くことはなかったがアレクシアが来てから少しずつ芽吹くようになった」

「今頃はもっと咲いているかもしれませんね、城に帰るのが楽しみです」

「そうだな。あともう少しで俺たちの家に帰ることができる」

　メイナードはアレクシアをそっと抱き寄せた。

　アレクシアは幸せな気持ちで最愛の夫を見つめる。

　無理やり決められた結婚だったけれど、彼に嫁げて本当によかったと思う。

　ルーサーとマナカ、そして信頼できる家臣たち。

　ディナもアレクシアと共に公爵領に戻ると言ってくれている。

　大切な人たちと共に、領地を守り発展させていきたい。

　そしていつかふたりの間に子供が生まれて、どんどん賑やかになって……想像すると楽しい気持ちになる。

「メイナード様、私とても幸せです。でもきっとこれからもっと幸せになれると思います」

「ああ、幸せにすると誓う。俺の血筋や危険な領地のことで苦労をかけるかもしれないが、なにがあってもアレクシアを守るから」

「嬉しいです。私も一人前の薬師になれるようにがんばります。もっと勉強してメイナード様と大切な人たちになにか起きてもすぐに助けられるように」

「ああ、頼りにしている」

　メイナードはとても愛しそうに、アレクシアの頬に触れた。

「アレクシア、心から愛している。城に戻ったら本当の夫婦になろう、いつまでも俺の側に居て欲しい」

「はい、もちろんです。絶対に離れません。だってメイナード様が大好きだから」

　優しいキスが降りてくる。

　美しい月明り、どこまでも優しい夫の眼差し、温かい腕。

　夜の闇でも少しも怖くなかった。
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あとがき




　こんにちは。吉澤紗矢です。

　このたびは『婚約破棄されたので薬師になったら、公爵様の溺愛が待っていました』をお手に取ってくださりありがとうございました。

　今作は婚約破棄されたヒロインが王都から追放され、いわくつきの公爵に嫁ぐところからスタートします。

　結婚相手の公爵は、高い地位と財産を持つ公爵ですが、ある事情から一生独身と決心しています。それぞれの事情で結婚に前向きではなかったふたりの距離が少しずつ近づいていき、タイトル通り最後は愛情ある夫婦になるハッピーエンド。少しでも楽しんでいただけたら嬉しいです。




　昨年から続く自粛生活でテレビを見る機会が増えたのもあり、今まであまり興味がなかったオリンピックを見てみました。

　予想していたより面白い。アスリートが頑張る姿は感動的で、今までどうして見てこなかったのかと後悔しつつ楽しみました。

　家で過ごす毎日に少し疲れていたのですが、久々に楽しめました。

　上手く気分転換しながら改稿作業ができて、無事終わってほっとしています。




　最後に、いつもお世話になっている担当編集の丸井様、素敵なカバーイラストを描いてくださったぽぽるちゃ先生。本作の出版に携わってくださったすべての方に心からお礼を申し上げます。

　そして最後まで読んでくださった読者様、どうもありがとうございました。




吉よし澤ざわ紗さ矢や
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